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干J発 の 辞

之清lln 口

[代社会における、社会教育の一部門としての 博物館活動の重要性が 認
められはじめて すでに 3世紀近い歴史を経ている。しかし その It粋の教育
活動の意義が理解され 教育機関の つとしての認識が確立されたのは、せい
ぜいこの 1世紀未満のことである。そんな事晰もあって ヨーロッパに於てさ
え は物館学の確 立はまだ不 卜分であり 中にはその学問体系の性質について
疑義を●fつ人さえある。わが国においては 博物館事業そのもの 開始がおそ
かったし この活動を つの学の体系のもとにまとめて研究しようとする試み
も せいぜい昭和の初頭以後のことである。結局わが国において、にわかにそ
の学としての体系づけと、その研究の必要が需められるようになったのは 昭
和24年における新憲法下での社会教育法の成立 そして昭和26年の博物館法の
成立が刺戦となったことは否めない。こうして わが国の博物館学の歴史は
決して占いとは言えないが、しかし、多くの熱′いな研究者の努力は 急に欧米
のそれを吸収 担[11し 、社会教育学の一部門としての体系づけと、その意義や
方法に関する多数の研究成果をあげて来た。まさにTII興の学としての新鋭の意

気を以て 日ざましい発展社長をつ 。けつ あヽる。このことは私自身
''68年
親

しく欧洲各地の博物,官施設と学芸員養成の現況を視察して痛切に感じることが

できた。少くとも呼物館学に対する日的意識の認識と 研究情熱においては、
決 してもう後進国ではないと 私

`ま

確信することができた。

本学においても講座 としての博物館学は
'召

和32年以来継続 していて 学芸員
養成の成果を年々あげつつあるし、またその学芸員諸君が各地の現場において

実際活動の上に自ざましい業績をあげつつあることは 月知の事実である。こ
れと平llし て、学内においては関係教職員の協力によって 博物館学のFI究 を
進め その成果は随時公表されて来た。とくに本学には 昭和初頭以来学校博
物館としての考古学資料生が公開されていて、時物館活動の歴史は決して浅 く

ないので この経験と こ な場とする研究は今後も一層進められて 新界に
寄 うしたいと念願している。こんな事情の中で 本学における博物館学の研究
成果を斯界に公表し あるいは各方面からの示教を受け、また日本の博物館学
の前進に■L少なりとも貢献したいと考えて こ にヽその研究紀要を公刊するこ
とになった。

博物館学白休その歴史は新らしい。しかし 我々のこの学への情熱と その
使命感の自党は深いつもつである.今後永く本誌も回を重7_る であろうが 発
+1に 当り 大方の温かい御指導と御庇護を御願い申上げたいと思う。

(文学時■ 本学博物館学講座主任教授 )
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社 会 教 育 と博 物 館

夫秀田池

1  1ま し′)に

2 社会教育と社会教育施設
3 社会教育における一つの反省
4 社会教育施設の変容とその弱体‖
5 社会教育施設および機関としてのヽ物
館活動

L館 内活動

1 はじめに
呼 ■教育と博物

"Jに
ついては いろい

ろの観点から論ぜられている.それは学校教

育と博物館lr動 の密接

'L 
いわばIIB治以降の

日本の教育が 学校教育を中心として進展し
ており 相互利用が安易かつ効果的であるこ

とからと思われる.ま た「学校教育を援助し

得るようにも留意しなければならないJと 博

物館法第 3条第 2項に明記されていることか

らもうなすける。そうならば・l条第 1■に

社会教育部門との関連について より多く列
記されていることにも注目せ l14ば ならなヤヽで

あろう.

法によると博物館は立派な社会教育ljL設で

ある.然 るに社会教育と博 I・1館の間の問題点

などについて論ぜ られることが少ないのはな

l■だろう。社会教育法によって社会教育施設

社会教育のための機関と規定されなから

方では博物館法という単独法をもつている。

その1専物館法は第 1条に「社会教育法の精神

に基き云々Jと う た 。ヽまた 第 2 3条 の

定義 事業ではあまりにも専門的分野を強調
し 一般大衆をll象 とする広範画を社会教育

的分野との関迪について規定していなから、

大衆の日常■■との直接性に触れていないこ

とが 博物館と大衆を分離し 社会教育的性

●.を 稀薄化させたことはないだろうか。更に

蒟 館外活動
6 余暇不1月 と博物館
7 公民館を利用した博II館活動
8 家庭教育学級
9 農村における博物館活・l

10 自然保護
11 おオ,り に

学芸員は 膊物館という教育機関の専門的職

員とされながら (法第 4条 )図書館の言〕普同

様に教育公務員ではなく (教育公務員特例法

第 2条 )職掌範画をせばあられているところ

にも問題がある.そ して現実には研究業員と

しての・■格を強調し 社会教育の分野 二追出

していない● 社会教育機関としての活蜀に

敢えて●れたがらない面はなかつたであろう

か。勿論学芸員は社会教育 L事ではな‐■ら

lJ会教育を行う者に卓門均1 技 ll的 な
"言

:旨導を与えることはできない.而 も地方■カ

"は
 現実において 教育 研究 行政ら二

面をもつているのである 公立博物館の場今

教育委員会に属する学校をlTく 教育機関〔i

り 学芸員は人事委員会によって研究職に着

定されている。また当然教育委員会に属する

末端の行政機能 も呆している.博物館のもつ

こぅした複雑な性格か
',す
べては出発する.

こうした問題を内蔵するなかで「社会教育

と博物館Jについて論議することは 私にと
ってはまことにおこがましいことであるが

日頃考えている点を述べてみたい.

2 社会教育と社会教育施設
社会教育は これを学校教育の補充とみる

場合と、学校教育に継続するものとみる場合

とある.最近社会教育を■lE教育としてみるの
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11会教●と

が 1曼イヒしているが これはむ しろ後イに近
いFえ■であろう.

教育基本rL第 2条第 1項に「教育の日

"はあらⅢる14会 ■ あらゆる場 Tに おいて実現
されなければならないJと し 第 7条で社会
教育を国 地方公共 ]体Ⅲ■励すべきことを
■べているか ここで||1家庭教育 |と 「勁

=の
場所その1也社会|=お いてイ〒なわれる教育J

を社会業育と解し 同条第 2●で ま  日及
び地ち公!団体は 図書館 博物

" 
公l‐ 11

■の施設の設置 ■校の地設● ll,そ の1也迪
当な方法によって業育の目的実現に,め な 十
′tばならない | としている.メ |ち地:1に よる

教育目的ら実現を,1調 している.■■ 1満氏
||「端的にい 。て 同や地方公共団体の社会
教育に対する●

"は
 社会教育施設の設置

1'理及び経常 t中核と|る とぃってょぃ と
いい 社会教育法第 3条で よ「

`L全

教育施設

の設市 肛Jを 中・lと Lた 環境醸成Jを r■
務とする二とを■ ,■て強調 L .社 会教育施
員1は この行政11動 (イ 1政作‖ |め業中|1表現
であるといえようJと いい 更に「社会教育
も社会教育施設という業育機関を中心に言ま

るベトである.と 述べているl'従 って惇物館
も教けの日|1実現グ,ための社会教育施設とし

てのlr務 をもっているわけである.

スに社会教育法でいう「社会教育」とよ「

上 と して青少年及び成人に
'1し

て行なわ

れる組織的な教育活動 ttヽ うJと 規定して |

る ここで11社 ||と いうの ま 或filЧ規模
措成をもつ活動をいい 少なくと0何 人的丸
■ 価人道1関′しのもとに行なわ″tる 教育活動
は 社会教育の外にあることを示 Lて いるの
である力' ,二 時の L謄教育 ま f■ i.llJと tヽ う
制限力ヽら|‖ て 1同 人を

'寸

象とするところまで

|■人しようとするll● 向もある.組織
"と

いう

ことに制約されていて ま 急激に変OLつつ
ある社会に対 |けできなか ったものと考えられ

る.特に都市化の急腋に進みつつあるとき
新な打開策として「これまでの団体主義の発

陣物■

想を徹●的におらためて 徊人を対象とする
社会教育 ]お、みきることであるJと いう論も
あるl'現に

'物" 
国占館におけるil動に ま

■会教育法制定のll 既に個人|,教 育活動と
しても行なわれていた面かかなりあったので

ある.

そ Lてヽ部省設置法第 2条で ま 「■公教
育 |を 「社会社市法Jょ りやや積極的かつ具
体的にt義 している。

計 l'it i市   都市における11会教育地
計ダ)桟|ヒ と百」こ |

2)言田 ■  1社会教育の者F市 |ヒーーー
日本■合教育'1合の「J議●■―  |
|ヨ ‖問■載

3 社会教育における一つの反省
班今F)社 会教育 として,成 人教育 青少年
教育 家庭教育成 ま耐人教育の場において
芸術文化の分■における教育 1,■陶冶 教
隻向上という人間教育における根本百1 基礎
|1分野を■視 していろき,,い がある 換言す
れば 人 P・l形成のための教育において 根本
を忘れ 現在みられるもののみを対象として
お

' 
いわば植物を育成するに |■の検言J

適度な施IL IFの 張り其今等を考え, ■
1支  葉′)み を,ヽ し■て tヽ るようなものである
今や施設をTl用 した社会教育 1lj・llの ない社会

教育 IFIJは ¬うとはいえないという論は注目

してよい.社会教育の振興は 施設における
活動に始まるの こある。

こうした前で博物館のi占月 博物t伸∫から
の社会教育活動への働きか|十が忘れられてい

ない, 青少年
'「

行化lt止対策の声は高いが

それに美術館  ll物館をや|IIし ての計画|1教

育が,口何に■立つか こうした者限もあって
よいのではないだろうか.「社会教育施設を
自主||に 不1円 して行なわれる自己教育 相■:
教育は 社会教育における代表的なしかも高
度 ,教育■TlであるということができるJと
いうのは下に三当といえようtl

ノ

- 3



社会み青たに物丼

社会教育法第
'午
第 2●
=う
||て 鴨 物‖  ●教育施設力' 社会議市′)場でど´■活用さ

ま |は制tさ れた。これ ■ついて「オt全教育  れ て,,る か 社会坂青の本■を L,う 1礼十
法夕)伸 定

=当
り まし■ 1■ 会4吉に月する  [ その に|「 立 .て 目|1 日I_の lTIす とその

栓■●法とし 図書館 . Ⅲ物■に'ラ t'て の規  評価 反省を欠かさないと■う ':本的熊嗜

tを■ |こ ■構想で出発 Lたが、は1書IF ヴ  こそ重要で1,ろ う

llll=ついて|す  これを ,卜 会教けのたら″)性

閂とtて これら I』 する●法の

'(拠

を liえ る

のらにとどまった |と tヽ ,の てら
'i ll[に

よ ,て `諄物rに よ ,て行わ,tろ ,業に 社
会教育″

“

業 としてt置 ,́|十 られらと共
=

その後の施設 計備を整備していく際,基礎
とな ,て ,い ,た 1.■ ,て イト会4青法のなⅢ

■一つの章を設 |す た公民||と ま 司|〈 社会
教育施設と|'い ,て も 性格の Rな るもので
あり 青 11の ,と もヽなるもノ,な ″)で ある
施卓1の充実

'〈
して社会教育の工興 よない

うで′,る が 現実に 1ま せ■しもそう● まなく
公民館などの施設―これとてまだ賞弱なもの

も`多いか― を利用しながらも 理論たtl

'レ

式イヒし果てまマ =ネ リ化しては
いないだろ

うか。その原国に 1ま いろいろ考え 1,れ るが

指導者の指■trLも あ|十 ,,れ ると思 1 学 .l

者の自■性 ill■ が ,す れ 社会教育i■
をましめI諄者にたよりす● 或は指■に11
治11■ を欠|,て  ]|■ 1日 の11き ことを練返し

ているにはないだろうか。婦人 青少年 代
入教育 Ⅲ∫れも放 Lい社会ダ)変谷に即応した
コl,生 じがなければな

',な
いが イ1会教育学と

現場の 1ヽ動 施設と理念の間のギャ ′プ ■
だしきま踊うと・ll唱 とり′リエ,シ ,ン が

現場 亡お|す る社会教育の実態だという■さえ

問 (こ とめ'あ る.「 ■直にい ,て社会教育の

形態がかなり怖性

"を
型に陥つ|ぎて1ヽ るよ

か′,る  このことが 社会教市の行政
“

,な振

興■ネ
',れ
なtヽ一国てあると思われる.社会

の変イヒと進歩にメ

'応

し その地域のニー トに
,ユ した企画と工夫をこらさねば 社会教育
のイ千崚面における進民は駆待できないと思うJ

という二とをもう一度考え,■はなるまい1‐

=物
‖ちその

'1外

でまない。博物館という社

証 11■ ri■ 二 14t枷  ~■●11'教育
事ユ | ¬lt縞 ■

'単
■t設― .|

長

=1同 1 制度編 社会″育関係法規―■
Ш彙||

II同上

1,「キ ‖i  オL`=着十すの振,tl l[て ,ヽ,7'
1,`nl, 1月

=

4 社会教育施設の変容とその弱体性

"前
にお|十 ろ社会筆青施設行政 よ □書館

と

"物
館を中心としたものであり 戦後 1亡 お

ける第 1ス米国教育使節団報告書にも 成人
教育進民のためには 先す図書館 博物1,等
の社会裁市It設の充実

=樹
告した。こlt tよ

って教育基本法 社会教育法 図苫I法 十
'物m法が相次いで制定され これらの施設グ

“

|

■● |十  た,り ,等 +1度のJ「
'1,は
社会教育行

政の体制す整 ,た .

昭和24年の■吉F省設置法で1ま  l■ 全教育局

に社会教育It設課す設け
',れ
 社会4青施設

行政の画期的発展が期待された.然 し昭和31

年 行政機構の整備 =1っ て同課が完正され
社会散●地設主任官からかれ そ′lも

'日

和JF

年廃正されたため 地議行咸は若しく後退し
た。今で コ 1会教育課に公民館 回書館 博
物‖を ヽしたll当官がいるのみである.そ
して Ⅲ物館法,も とにある美 ll,は  社会教
育施設ではなく文化施設として文化庁

‐
・ イヒ部

の所帯となっている

この施設イテ政の後退は 施設の活用を■命
とする社会教育に対して ま命

"打
撃を与え

た 戦後の「町村における総合的社会教育セ
ンターとしての公民館活動でさえ 施設怪|に
の呆風の中におかitた  こうした動きは い



社会攻育 とヽ 物第

またに官に依 ..す る風の1すに強い日本なる●

故に LL会教育そのものの進展をおくらせて
いるといえよう.陣物館も司様で、力Лえて前
述のll〈 呼物館.I発足時からのイ〒政面の耐さ

は 陣物■自体を弱体化している 今後の社
会教育は 施設行政の回復と施員1がその機能
を,1)に 発IIさ せることに重点を1旨向すべき

である.

5 社会教育施設および機関としての博
物館活動

ここで博物館が社会教育の場で活動し 人
衆の生活 教養の 1̈上或は情凛ll治に寄与す
るたノ)グ)ヽ くヽ Dか′,事

"」

を;え ること,こ¬る

i 館内活動
博 II,費法第 3条では 「肛物館の

'業
Jに

ついて規定している。この人部分は直接博物

館資オ+についてのものであるから 館内活動
に担当するものが多い.こ れ

',の
うち最も多

く実施されるのは 展示活動てついで第 1項
第7号でいう講演会 議習会 研究会の主催

=あ
る。公開計座も含めて 般夫衆の参ヵ「を

求める。これがその地域の実情に適応した内

容をもって 計画泊|かつ 継 続 的 に行われ
るならは また文化財保護じ想の普及にも役
立つであろう。以下民ホ活動は一般的なもの

とLて除き 他の時物館活動を中′こに考えて
いきたい

はルLす東京都教育委員会上催の東京国立博

14館 で開かれた「日本の文化財を学_I婦人学

薇Jを みてみよう.
これは東京都教育委員会が文部省から研究

委嘱を受けたもので ■,」 としては 従来の
に物競女の会々員 (どこの博物館でもこの会

長は一と1卓門家や積極的な受好者が多い)に
拘lFLせ 十 日本の文化や占美41のス:礎的な教
■を 婦入学級を通して一般に普及する。い
いかえれば博物

"へ
.1協 力者 理解者を 友

の会とはこったなぃl●t層 に求め 同時に婦人
の日常生活を壼かにするために「美.の教養

を身につけても,,お うという考えで行われた.

その学習計画によると 3つのテーマに分け
て1回 3時間 17回にわたり言51峙 rHHに わた
って実施している.即 ち

① 日本t化 と美llの lltれ (第 1-6回
'0 日本の絵画 彫刻 工芸出手の理解と

鑑賞 (第 7-15回 )

0 伝流の美と■代生活 (第 16-17Fl,
これらのうち最後のテーマはじめくくりと

してのものである.この3●lは ll物館を会場
とL 計1市はそこの職員を中心とLての婦人
学級で 

“

もこの学級の学習がすべて 1日 本

の文化財を学ぶJと ぃう―つのテーマに限定
されているところに特徴があるt'どこの時物
館でもこれと同様な講師で実施することは囚

難である。然しこうした都市の婦入学級のみ

でなく、世方ではその地域の実 tヽに即 した内

容のものを実施すればよいわけで なしろ現
在の社会教育という観点からは、その方がよ

り重要であろう.要は社会教育行政ll当者と
時物館の協力態勢の如何にかかってぃる。東

京の場合 希望者をII_域男1 年令芳1に分けて
抽選 し更に全部出市できるかどうかも照会し

て参加者を決定しているし 参力]者の家庭状
況も

'1え

ば主人が医師というような比較的時

間的余裕のある 恵まれた環境にある上tiと
なっているが 地方特に小都市や農山村にお
ける婦入学級の場合 実情をよく■l案 して独
自の学習計画を立てねばならないであろう.

そしてヽ物館 を会場 として実施する婦入学

級というより 婦入学171と 博物館がl lj力 して
・tす婦入学級の学習言1画の中に 博物館的内
容をも,込んで実施する方法が 地方におけ
る社会教育活動としては容易であろう。その

上で博物館を会場とする学級に移行するのか

妥当と考えられる.ま た博物錯における特,1
ヽホに予め両者の話合による学習計画によ ,

て婦入学級 (家庭教育学級 背牛学級なども
司様であるが)が参カロするのも ‐方法であり
博物

"の
平常民示を 年間 3～ 4期にわけ

-5-



夫々テーマをも ,た も
`)に

t´ 1例えば 掟mi
■をテーマとしたもグ)生活 技術 などを
テーマにした■|イ峰 散市子級■'副 画適|に こ

,tを 利1月 するのも一未
=あ
ろう. イllれ =し

て

とま大切で 新聞 =レ ビ ラフォ 市,11
●報紙 有線輩t 企業本和ら社会教育螂係
団体 学校等に広〈茉●をする手■を要する
なおこの

“

の講F■は 博|力t女の会と共IL
もこうした婦人

属を対象|し た

学技活動は人衆

の十1朽 に時物館

を近づ }る ため

′)協力者を得る

たら ■有効 な方

法で′,| |IIIJ

ll白 ll t● 極百1

=こ
うした企可

に参力1す く́さで

あろう。

■●教育と●物||

でイ|な うこと力
'

より
‐
l果的であ

′|ぅ :|

:]|1  1:|
i lti口 ,

●物||′ )婦 人■

■_1「 会議市

1'`ド ■
`月
■

1メ ,′ 1攻′,r

'7「

1■,人黒 ま

'た

ノ),奎 |■ ■る

曖 嗜物館蔵庄
博物館資詢を利‖し 地域社会の住民を 1ヽ

象とし公開議rLを 実施する 1杓 4と しては IL

域住民が関心をもつもの ま何であるかを7●

調●し それに合せてい (と 共に,勁釘11■
の■蒙を図ること力泌

'■
ある.ヽ栞ビ1に よ

美nti怖■の機会を与え 散樹 11を 図るア)み

=',す
 ■,こ 史を通して,iiな 文イし

'|に

■十

る1両値認識を深め ひいては文化財保護思想
をたかあるものである.開 ll.llHま  晨ヽをひ
かえたlL域

`=阜
閑期 "は 夏llみ 又は館

で■催する特別1民 1地 サ博物前の特別展は

地域に密接した資料を

'心

として計画される

であろう力ヽら)の会期中などを利用 |ろ  方
まとLては 証演 実習に加えて 実物 I
本 l_t l― ■ 渕表 写真 丈証 t lt^
峡画 スライド V T lt オ ‐バヘ  ド守
■■覚|1方法などあらゆる手ルを用い 理

“を容易にし かつ終了後本人が復習も可能の
ような解説普を用意する.期間は 1回力12-

3日 i度で 長期 |・5に ′,た る場合は 継続的
〔なく断続的ダ)●が参力「者に

'ilで
あろう.

この場■ 請
“
`)開
催 =当
,て■ iF・ というこ

〓
一

■
'L“

を姉 t`]

4■

1に 41,  に

1 計義

l ,い

1 議義

`

2 計義

嚇
　
　
剤
上‐‐‐
一
　
　
動
一
一
　
叶

博

　

　

と

　

ま

習

子

と

　

す

脅

化

立

て

■

化

―――

■

■

　

化

“

肛

■

■

国

い

ｉ

ｔ

れ

，

い

昨

丈

れ

〓
―

¨

カ

一景

つ

内

本

流

ら

ム
¨

　

ヽ

流

ら

ム
一

〓

瀬

東

に

鉾

Π

力

●

話

，

日

の

か

話

鋭

||

(5

夕,し ―フリ」

`迪

喘展ホ ,

―  |

OF



‐議

|:|[]|

● ン

〔一一一暉一暉一暉一一口一一一一ロロロ”一口”Ｅｒ客・　‥・，

社会教育 と眸物館

2)■馬県立厚物■で,ま でに行わ′tた博
物館講座を参考までにあげると次の通 りである。

こ′t,年 1回  8月 の夏季休収中を利用しての
もので 一般 教員 高校■に呼●力けて実施
しているう` 参力」者は,午80名 Jl後である
[″ T138年 会期 十 日曜で4日 間
l 赤城口が活動してぃた頃― IH先 と第 4ヽしの
F史

2 民俗むかしむかし―●に民イ谷芸能について
1 道 tflと 遺物 (ス ライド■月 )
4 映画と文イし,の話
5 むかしのもの 民俗を訪ねる踏査会
6 稲合山登 1 稲含神社見学
昭和39年 会期 ■ 日曜 2日 隔l 以下向し
l Jと 信 lrl
2 絵画 よもやま話
3 ■器とはにわをつくる会
4 南極越冬の話 ll・画 昭和基地 5年
昭In40,

1 博物競資料の収集と l●扱ぃ
2 本県の枚苺について
3 拓本のとり方 (■習 )
昭和41年

-7-



1 日語■
`に
おける几俗資料

2 ■学と,¬Jの文化叶
: 上器の1,,1″ ●元法
昭和42年

1 11本のと1方 七利用法
2 占文書′,:売´ ,,と flΠ
コ t■ の講師としては大学教Jモ 県tiロオ■「J

・t■  東京日立眸 ll・ 01 ■学●物

“

■● その1也
専門家に■

'[ 
これに―ビす博17鵜■芸員■'IIわ

ることにしている

1 館外活動
|])ヽ動 |り物館
iれ は地方IⅢ

l力 11カ '館外i舌勤

の一つとして行

なltので 来
鉱者を■つ姿勢

力ら千責極的 こ鮨

外に移動 t´ て

定 III間博勒

"ll●場力■′ 博
lrJ"所蔵資本|を

中心に 開催地

社会散●七■物■

1■器型年■習 |

進めて これら
の地●′,tiヒ 財

を実地 t見学す

る会を実施する

こ と :,  F_物t
活動
=来
,日 させ

ると■に これ
らの知識を■|■

■,け  教
=t化

の11 ■ti l■ ltit

立つものでおる

この場
=注
[

せLiな らな|ヽ
ことま こうし

を下1用することつ' より効果的である.
なおIt馬 県t博物trの 実施,1に ついて
lll稿を参照され′lば 十いで″,る 11

● 支Jヒ 町 史跡見学会
,ll"法 第 3条第 1●第 8号に

~当
該博1/」

,1の・riょし又はそグ,H辺にあるた化叶17護法
の迪用を■ける文化財につ|[ 解説普kは
日録 tll成するキ 般公れの当該丈化 ,オの不1
■の便を図ることJと ある.こ れを更に一歩

間孫贅ネ1も l■せて公開●ホするものであ ,́

名

“

よ類似 Lて t,る 01●昔■
=お
ける・.動□

書館と11 11勁内容 日首|す異な っている.
そしてその地域住民|=博物館11動 を理解させ

ると共に 米瑣1者 に観賞 研究の機会を,極
|,に うえ や|せてそ′)lL政住民の生史,直接
■′ヽ グで■ しさせ ■ 1占全n★の11■ を期して
いる.嬌 史■物

")場
合は Iヽ わ1■生活の

「

史

民というH:格のものとなる 然し展示資判は
出来るエリ●分野に′,た ることが望まし,,.

大都

'と

こ ってこうした機会に意まれない地

方では ,1物館が本仕的にヽ施する社会教育
1lJと することができよう。  こ′tが実 lL,こ
当り会場間題は この事業の 成合に大きな関
係きもつもの こあるが 社会 教育の■築を図
4=|う 饒■・u,, そのlL域 の社会教育施設

た会t'やや七十れば●
=る
観光旅行 ■終るこ

とで 従 ,て 宿泊旅行 よなるべ 〈ヒけてΠ II
Iと し 参力]者 |■ ま1,〈 まで●_物 1首事業であ
ることなどそ′,ll旨  日tlを 予め悉知させる
こと力.`Z要であ考,う 。そして対象としては

■住民を十七十る場合七 十■ ■■ 児
童を■七するもダ)と ,1何

=実施
■る″)が よい

と言え ,,た る。

なおこうした事業は交通機川をオ」‖」るも

のであり 参力]者■'不 ltt多数ダ)も のであ |
+常 F_物

`官

とは,川卜のヽ■であるだけた
主伴者として ます前に十分な計画と l‐備をな

し 責任者としての上場を明Fに してお〈
`要がある そして実施 ]当 りたの会と■L催で

行なうことは ,,物 ,1活動を振興する意味で
有効 こあり またこうした1と学会が青年十■

- 8 -



社会教育 とヽ 物競

婦入学級などの学習計画に入れられて行なう

ならばより有意義である.こ の場合も学去員
は積極|,に 協力せねばならない′

'

計 1)池口う人  '移動博物館による教育汗
動J博物ヽコr究 Vo140 No l
2)祥烏県立博物館では年1回―  ―投
をヽ 家とした県外への見学会のほか

高校■ 中学生 小学■を
'1象

とした

県内への見学会を実施している.

6 余暇利用と博物館
丈部省は 昭和42年度に 全国か :,抽出し
た約 ]万 世薔 満15オ以上の世帯員数沐,2万
5千人を対象に  「国民の文化 体市 社会
教育活動に関する調査Jを実施した.国民の
余暇を,I刷 して行なっている文化 休育 社
会教育活nlの実態をとらえると共に これら
の活動に利する国民の意識や期待を明らかに

するためのものである.こ の結果 参力1■ を
みると体育活動か最高で 社会教育活・lは最
l■である。社会教育括」llの内容芳1参力1■は

教養面ヽのそれは決して高くはない.参力1者
の月平均活動時間数も 文化活動に,女の差
はないが 休育活」lJは男 社会教育活動は女
の時間数が多い.こ の場合の女性の活動内容
は生活技術関係のものと思われる.

社会教育活動に参加した理由については

知識教■を高めるというのが男54% 女60%
で最高 それも男は現在の職業に役、したせる
ためが28% 女は生活改善に役立たせるため
というのが27%で現実的なものが多い.社会
教育活動に参カロしない理由は l■ 事が忙しい

とするのが号46% 女42%で最も多く 次が
異llがないというのか,21% 女23%である.
希望する学級読llの 容ヽは ,は 時局社会
政治|.1腱に関するものが最高で22% 以下職
業に役立つもの1'% 教養を高めるため19%
趣味を伸ばすもの18% 等が多い.女では家
庭教育に■立つもの24% 生活改善に役立つ

もの22% 趣 lltを 仲ばすもの20% 教養を
高めるためのもの19%の順となっている1)
然し余暇は本質的には 与えられるもので
はなく 自ら作 り出すものであり 現に最近
の生活の向上と共に あらゆる機会をとらえ
て余暇を作 り出している.面 も余暇時間が著
しく増加している事も,実で それが如何に
利用されているか。その普月を図る資料とし

て 前述の文部省調査或はNHK放 送文化研
究所の国民生活時間調査が行なわれている.

社会教育の場で「余1成の利用Jを大きくと ,あ

げるようになったのも こうした激しい社会
の変容に対

rlし てのものである.

元・T 余暇には目的をもったものと 休息
的なもの いわばその中 F・ 的なもので仕事カ

',仕
事への転換を図るためのもの また参力」

者間の人間関係を調整する意味をもったもの

(リ クリエーション等 )な どがある.将来は
後

「
者の性格をもった余暇が多くなるものと

予想される.こ の余暇にサークル活動、社会
本社 社会教育活動への参加などが行われる。
そ Lて都市と農村で余 1腱時rHIの 多少、その過
し方に大きな相違があるが、それを楽しもう

とする意欲はイト々 高まるであろう。余暇の価

値ある利用 倉1造 llな利用こそ社会教育で取
り
「
げるべきr・1題 でぁる.然 じこれを受入れ

る公共施設が整備されているとはいえない.

回、県 市町村は余暇Tl月のための施設を積
極的に整備し 適切な指導者によるカリキェ
ラブ、編成のもとに 同F,な 準備をして 利用
者が向発

"に '1用
するよう差向けねばな

',ない。博物ヽもその使命の一端をになう機関で

あることを再認識したい.然 しbi述の文部省
調査の結果では 社会教育活動の中でも 教
養面 文化面の参加は低ぃ.こ こに大きな宿
題 /1'課せらオせて ,ヽ るわ|す である.

.ll)国民の文イヒ 体市 オI会教育活動の実
態とこれらの

'舌

動に対する意識 期待
等.社会教育 1968 8月 号

-9-



I●教育と膊物館

レ態方法号り参

"]卒
            1%|~~T吼
|√|ぼ同正

{]コ摯瞑授呻
[聾雙
=諄

など管理面か ,,特に検|すせん|でな 1,な い .

2 資料の貸出しをする場合 その収
'いについて 公民‖にヽ切な職員オ tヽ る●

どうか いない場合の処置.
 ヽ 現状においては 特方1の公民館を除ざ

折定重要 tt喘 或は■
'tに

準するものを

,t示 する こま11理な ことう・′い. ■
'tを・I館者が ゴう■■める● .

4  同一資料■'と■■′)`´凡1:夕 )民ホ こも適

合するとに限らな,'.郎 ち一般的資ボ|ノ
'

長ホのみritろ なら間還it' 辿● l「

民と結 0つ くす卜lを
'±

t● ること
'大
呵

=あ
る ●もその住民の要 ,卜 を満たすも

グ,でな 十ればな
',な
い。こ′)要求と博物

針 ||サ の企
「
|る ものとグ

'調
整.

なお公民館で・r武 するその地・tの t千ヒ鋤に

■,い て 学芸員巧i出り「 蓼理して 公民館I罰

をほr力 したり それを11日 しての講座 請習

会を実施

'る

ことも立派な社会教育i占動=ち
る また 0物年の資料をスライトとL■導硫 L

てお諄 館11● ■′tを もつて｀極的 ■巡回出

張 L或 よ公民tttⅢ lか ,,つ 要望をま,モ 出張し

そのす也式のlt lく をヽ家に 巨峡 
“

説して 'I

物m活動 ,い て ま住民に普及啓蒙する. この

スライドカi舌■ =つ
ヽヽでは 'ら幾i■かに,'

十ておいて公民館 I配置してヽさ ll回世‖
'

うる″
'も

一つの方法 である。

とも角 ,民 館における1'物館活動の実施

li当 ,て ま 容ヽ 迎ヽ何たち ―■||であ ,

てはい |な いL おらゆろ面で余●槙●を要

十ることでノ,る .

3 家庭教育学級
オ延教育学級は 日をは Lめ地

'テ

公共回体

でも力を人″t そ夕〕柿
'力

i当 として活発 ■行

なオ,れている このなかで まLと して r卜の

しつけ 丼イヽ化防JI 組力 (1ま テレビのみか

たなどと 夫々のテーマを選んで●・施されて

いるようである.然 し焦■のし|よ 1方 二よ一

, 公民館を利用した博物館活動

公民館とにl●

"に
同しく社会教育17L設 とし

て '占動ltl容の専け畦 領成にlu■ まある力'
一方では

't通
した場もあろ 公民館が行なう

|ろ いろな活動のな力で 回書
'F的

なものと

共に展示
'占

動の,要性を最近月1■げる考え″

がある.生活に直結するものはかり=な
く

支イし 教養||な ち√)がそれで″,る .
博ll館■|か |,■ ると館外活動の つとLて
館から積極||に 出かけて大えにellぎ かける態

りである.公民
'F111'ら 'ろ

七 文化活動と

して それを
'IIIな

ものとして 1｀■l~な

つ'1,民 ,斥館bつ性格を0「える
二七ちでヽろし

或は公民館,葉の一つとして |● 限的な民ホ

会ともすることう'できる こ21が博物
"活
動

として有効であること|よ 否定できない。そカ

け別項つヤ勁 IⅢ物館′)場合をみでも 年1■ 1

●場 亡か10日 間の期円に 本IIら |十 ろ年
「・l人館者数と同等若く

まそれ以上の入m者が

|,る のをみてもわかる.も
',ら

ん入

"者
数の

多少のみをもぅで '物
".1動

のすべてを評

価することまでヽなt■ |′ 1ど .

このような公民館にお|す る博物館i占動を実

施するビで いくつ■の F・ 胆■1予想さオtる .
一 二気,いたれを述べてみたい。
1 民示会を実施する場合 公民

'Fの

施設

設備が■lJ鮒 資卜をヽ示する′)に適 llであ

る●どうか.lt災  `卜里予防 温度 湿気
-10-



イを要十ろものもみ ,,れ  その道の専門家を
講:市 と[て  :「演

=終
る11カ 多` |ヽ が これは

案
'卜

の実績をお|「ていな tヽ のが ■||■ の生
の声である.

こ二で新正,県教育委員会,1両 親教ヤ 0年

体制推進をらざして 111続 ||1画 ||に 実施 し

たち′)は ,二 日さ′,る  こ′)な /Jヽ こ「た|し
'量

1上

と家に教ヽ  「県民日七家庭教育 |な ど|ま
学習●容を

'証
“

に分け 約 2● 月にわた ,
て,Tな われており 日標 実施 評価など証
めて意欲||な もので i● ったt'

また婦入学社にお|す る教養|'活動として

「日本0「 ■―明:台 100年 史―_を とりあけて

いる.こ れ|ヨ

“

として,る けれど 実施に
Jl,で の推進的立場の人は 'II11■ に計Ⅲ

IIに 実施し 十■者 助言者に当を得た人を
[` 整埋も十分に行なって共に進む糸口を
作る必要が′,ろ う.1も 角こうしたテーマが

と,■ 11,れ ていることま ややもすると情
I的 な学■に1占気を入れるものとして注目さ

ヵら||

註 1,新潟県菫育委員会刊  「新潟県′稼 だ
教l.J 1967■ 社第11=資料
2'新鮨県教育委員会社会教育課刊  「婦
入学級のザ習内■の編成 (武茉IJ
10f7年社第23■責沐|

, 農村における博物館活動

博物
=資
料のなかで農業生産 ll連定業

■1舌 月係資相を 考占学道1 民俗学|1 地理

学的 工業||な 各方面からとり″,|る 場合

Ⅲ物館 としては 資ボ|に ■´
'い
た晨業力説の

lt用 化の川介|り立場をとることになろう。そ

′Jま 農村の生活に密接した農業改善 発達に

イ,こつものでな|十 ればならない ややもする

と過去のモノである0■|を 民テして 終れりと

するがそ
't■

現実性に結びつ 1 更に
'未
け

にまで
'き
上 |十ていく教育||● 命をも ,て い

るの■あるか ら 博物館の資料の選択 摯示

方法 |よ容易なものではない.

博物

''に

:jけ る「1■結果をおげて lt'の

学 |・||1分 野から出て 応用分野に進JIし  人
々の社会教育の mに ,「用さtねばならない。

そ Lて 国民十活 ■実益を与える援1カ lヽfllの一

つの●体とならわ
`な
るまい. 特に農オ寸を対

象として考える場合 館内 館外 占ヽ動に地域
眸をもたない地方 ll物館は その存在意義を
■なう。大々に与え 人来が求らる方向に●
|て いくのである.鮨内 ll‐ ホを上とLそ itも
大来が館を訪れるのを行つ時代 よ過ぎている

こうした■床で学去●は社会教育関係 .― 農
業従業者のあ力 t●て  1オ  体となった

'Ⅲ物館活動を行なう.晨利における成人■級

■年学級 1ヽ大会 九
`人

■■ こども会 家
庭業育学ユ成は公民館の nt社会教育活動の

カリキュラムの中に 農村をおよえた|'物
"IJな ものを■み入れ ●極的に進Jlし て実質

|"i氣 をお||る よう

“

めわ まな |,,い。

10 自然保護
「白ス保護Jも 厚物t 社会教育活動の
つとして最 l二重要 lltさ れていることがらであ

る.こ のこ動は地域における自然観察′■―

ブか
',出
発する場合が多い。そして自然にヽ

する11間心 ■,卜別を吉輩
'ろ
運動でもあ |

方では小学, 中学校 高I‐  nt=夫 々
の分
'7に

おける人の業 |=よ る会を作 り 団

社会教育と惇物館

(機樅実演 )
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i卜会教育と博物競

体1占動、と発ll・するの■●普通
=あ
る.ま た,占

』をPRす ると共に会員間の調査研究|「■も
力]´  ヽ その結果を発表し 更に自然保護その
ものをよう効果的にすると共に IH71rl,tの

資とする.こ うして単なる工味と,,ぅ 政letを
■えたり また学術‖究,更に進んで 社会
人の教
=と
してのも・ |に まで普及させれ まな

|,な い。

この際注意しなければな
',な

いことは ,
業をiと した趣味の全

"は
単なるコレクター

とな■てはならす あくまで自件■護と保全
ク)立場から外

'tな

いことで 特に指■イの留
意すべきことでぁる.
こうLた動きには ,Jら かの形で行政 教
育 研究 4機関が関連をもっており、相互に
密接な連黎をとりつつ進められねばならない。

これらのものを総合した機能をもっている■

物

"は
 地域における自然保護推進の中核的

なものとしての活動を行ない 成は運動の檬
問|1立場に立たされている.

11 おわりに

以上とりあげたもの よ 社会教育活jllの ご
く 部であ って ヽ物

"は
自ら積極|,に 或は

要請により そのi舌勁分野を■大していく,
力を行ない その社会教育機関としての使命
を果さわばならない。「予算と人と時間Jさ え

あれば とよくぃわれるが そ′lは 当然のこと

として ■にあるものを最大 ■活用する,カ
も必要である.日は 地方博物館は地方公丼
団体のこととしており、地方博物館

"り

は 国

が行政的にもぅと強力に指導体制をと お互
いにいい続けて幾年も経ている.そ して前進

は
'星

々たるものである。前にも
'●

べたように

社会教育が行政的に弱体であることは否定で

きない現実〔ある.そ してそれが少なくとも

教育に関lTrし た,野にお|す る今日の日本の諸
問題の原因の基礎になっていることも否定で

きない。

こうした中で社会教育部11のみに限るなら

ば 成人教育、婦人教育 青少年教育 或は
地設としての公民館 背年の家の,占動は 或
世度の準やかさをもっている.それは同 地
方公共団体がそれだけ力を入れているからで

あり ここから社..教育を盛りにげ 立派な
日本人をl「 り

「
げていこうとしてぃるからで

ある.反面 社会教育における文化活動或は
図書館 時物館活動は それだけになつか L
さを内蔵しな力■, そのかけにかくれている.
人間形成のための教育において その最も■
盤となるべきものは 名実共に「緑の 卜のカ
もち I BI存在におかれているのである。Aし
この1人態で満足しておるべきではなく 博物
館職員も総合|,視野に立ぅで屁省しなけれ ま

な 1,な い。イt会教育における時物館の位置、

ll・.を深 くみつら 社会教育の場の表面に大
きく出なけ′lぎならない。これが国民に

~博

物館Jを認識させる最も早い方法であり ひ
いて まそれが社会教育の方¬を変更させるか

もし″tない.そ してまた積極||に■●教育振
興の一翼をになうことにもなるであろう。

{群鳥県立博物館々長 )
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博物館教育論一序説一

1   1ま |,夕う|こ

2 叫物
''教

育の二つの基本理念

3 ‖ll食
'教

育の本質

1 はじめに

厚l● IFが単なる「物Jの保存 展示などす
ら

'に

■ Lて  教育撲門であるヽきたという論
議は 非常に早くから唱えら″tて・Iて いるし
ズそれを唱えることが、眸物館人乃至丼物館

IT究 者 71基本的な態度であるという考え方 ま

強く今日まで支持さ′して諄たが しかしそれ
にして|ま実効●少ない部門の一つとして注目

されてきた。

事実 文書1省においても社会教育審議会ヽ
の諮問,■ 「急激な社会借tの変化 =対応する

社会教育は

'||∫

こあるべきかJと いう問題を

と
'お
デ その中に厚1/7"の I・ 能について ,

れている.即 ち施設として博物館/1存在を重

要祝しながら その機能としてr71研究 II育

保iな どのなかで 教育面■つtヽ ての遅′tを
記う しかもそ′tに ついての博 17鮨相互のオ各
差が甚だしいことを指摘 Lて いる このこと
ま今後の博物館 //1態勢を整えるltは教育につ

いての配慮を充分にしな|十′●よならないとい

う 日●長期BI見通 L 民望を意味するもの
であって 博1カ館人i輩によって1昌導されて未
た 1張も 漸〈今日に至って重点的な施策と
して採用されようとしてら

' 
誠に喜ばしい

ものがある。

以前 ::々 は 'jl_ル 1物館におする教育
"活動展開の一試1命 ]・と電し(小論を発表した

ことがある.そ の偶■子は博物,Fの教育活動は

,ホを活用することにあつとL、 又教育,こ動
のために

'イ
ドブ ′ク スは

'イ
ストを編●

し それを中,こ とする活動を行な,' 停帯し

4 資料展示の教育性
5 博物館教育の,円性
6 利用者のた0の博物館ヘ

がちな眸物館教育に一つの体系を与え 進歩
●上が明確 ■着取さ′tる ようにすべきである

としたのである。前所博1/7"教育に学校教育

|1発想を付力1し  その体.‐ を援用しようとし
たものであった.しかしその後今日に電るま

でのネ,10年 間の推,を 見ると 博物たの教育
活動 ま″然とLて  専物館の主流とはな ,得
す ■L ri進展していないの|]気づくのである.

2 博物館教育の二つの基本理念
博物館における教育について従来i上べてき

た論考などから 概ねそれを二つに分点する
ことが出来る。

一つはll物館の教育は 学校教育の補助的
な役害」をもつものとして す狡教育に附随す
る方向をもたせようとするものである.TJ,
普示「教育民示のF_3輩・

tf棉
原●―郎「高等

学●社会科と厚物,|に ついて手1'中条幸「宵

物館の教育活動と学技教育と,関Li4,な ど
′)諸論文は い●れもそれを強調し特に中条

は■物館の教育活動の特こと限界を 「物は
あるが人 設備など不足しているJと 規定し
又学校教育の特色と限界を

~人

「
,́る が物が

不足している |と 説いている これ |,を 合せ
ればおIいに不足の.l分 を補なうことになり、

自ly7館の教育活ullと  学校教育との関迫′)ヽ
盤はつくら″しており そ″tを lllイ可二扶触させ
るか '重要な要となるというのである。椰原

はそれを更に具体|11■説き '0博物館は学
■に対する年間 PR言 画をたて   博物臨
に対する認識を広める。学校に案内言を送り

下津谷 達男
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こし ② 博物館が7■へ,`回計漬をする
0学■の社会科教llと クラブ活動との結ずつ
き.●学校からの水

^■
'あれば 動物標本製

ll 補修の講演会 気象観消1 古文書グ)読み
万とその補習 休み中の教,市の研修.0巡回
長ホ

「

学校教育への利用J.な どを挙げ ■
物鮨教育に大き,IIHイ+を か

'ナ

ているのである.

勿論それたつヽらといって 博物館が学●ばか

'に
不1月 されるのを目ざすものでないことま

k者自身認めており「陣177■が学●の生徒の

教育上 不1■ されたしたことは 近来の2る
しい現象で 成人教育 専門家の

'″

■利用と

+に 「り1/7,の三大任あとなっているJと 同
L論 :丈で柿1原

“

|■べていることか
',で
も明 1,

う‐こちろう.

と|ま いえこ′tl,カー■の論旨は 博物館を
学校伸|すどのよう1■ ■1用するか 或いは学t
に Jヽし て博IItlよ どのような態勢

=Tllむ

べ |

かとい・ た 学校中心の考え
=で

,ら , 博物
館 =対 する学校 生 /tの 利用 L lllイキを■iヽ
に示すものであるの 0あ る.

―

'こ

′tに Jヽし  博l111′,教育 ま学● ■
従に 1ヽす るのを主体とする・・|を ,1・Fる だけ近

|す ようと,る 動きもあり 人,,ヽ「博物
"の教育活動と学,教育手=1こ おぃて大イill l学

●教育関係´ヽ0'― ビス■1占発
=あ
るうヽ■七

|ヽ ,て ,物館の教育活動,活発でノ,る L■
るのは危険な考え,で ある.  業¬とLて
の成人よ0 個人とt〔 ′)は人ヽの働キⅢ十
は●●か Lい こと力|あ る力' 極めて工,な間
題で T・ る   惇物館

`学
社教育う従属機関

でまない 学技教育の方fl iよ ,■ 館の道
∴,本質泊|に よイiさ れる●

',ば
 それ|よ 教オオ

センターである |と ,な り強い意見を晨闘し
ている.こ の見解力代表する考え lJは  博物
丼 よ独自の教育機関であ ,て 決 ti学技教
育の■流となるヽこ

=な
く 学技と|す 異った

方法 思|■ を博物館教育 ■求め それをR開
すべきたとするもので 絆物節の立場を

“

〈

肯t面 ■■し進めた論議と|べ きであろう。

この二つ′)'こ解をと
'お
||て そのとちら

か

'是
とする力Jま それそれ夕)立場のtいが

あ ,て 極
^て
は難な問題であろう に,し学

校教育にサービスする機|ヒ を■物年に強く求

めるのは 学●にlJゆ整備ができた時に,ま
ほ物館グ)立場を極めて弱ll化する]れ もあろ
う.|1物館としては学●教育の前

"的
なもの

として実施される場合は 方法として ■■
的にそれをとるという立場を堅持したいとイ

えるものである.

とtヽ うこと|= :■に叫物 1教育というもの

が '1に定った休系をもってお |,→・ 極論十
れば人それぞ′しにサ手に運営 企画さ″t 実
rtlさ れてtヽ るもので・i・ ることを示すものであ

ろう.だがそれだからといって余りにも
'理を教育活動 ま出来ない書

=|,る
。義方||に ●

制|||■ ,な うものと,な ,て  ■物館のそ″t
はあ〈よてし参力「者自身う気持  L体 |■ を尊
重しなけれはならす その気をおこさ■士なけ
れ まならな|■ :,である.

11に 触れた
~地
■●物館

=お
する教育●動

■|レ )―討論J こおいて 学校教育乃至は学
′| ■にとの結,つ きを強調したが 方法論
としてよ1実施し易いものであろうと考えた

たノ)〔 ら ,た  しかしその内容としては学校
教育とま別グ)lt系 をつくることを

'昌

えたもの

こあった,11象 ||な議論にと まったさらい
う'あ る.

3 博物館教育の本質
|1物鯨ダ)本来・・1機 |ヒ を歴史的にオ城ると

資十1の収実 保言う'大 きなl■ iと |て うか,
■ ,て lよ う そ″ti■■ ■示することは
或意味での教育活動に当るわ|十 であり ■,1
よって|す求めに|き してIttの 人達に見せるの

と比
=す
ると ●極詢|=教育であるといえよ

う。そ力ならば展示活動か教育活動I■ ■さ″,

しい●杏 方法をも ,ているかという間Eに
なるのであるか こ でまそ′tには 応Шれ
ないて 博物丼が何故に教育活Fllを民示とは

μ17'1敦育論―■いせ―
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陣物
'1教

育論―■:i―

'1に

行な ,て いるう■
=つ
い て触,1よ う.橋本  講演会のような教育

「

動はなにも白沐物の J

t,他二名「●|■諄物11の機,日 =ついての一  レクションなどを11■ としな・ でも可能なこ

・
グ,ォオ+11のなか ,重 要な提言が ,,ら ので  1だ か |=あ る.Jと ■べている このような

「口:|じ■そ7t自 体 ま閉した機関であ, 大  育を強〈意識し 行な ,(未た自然―●の博 177
学,学生という ll■ ′した」象 |「 IJし

`だ
け円  ■か

',出
たのは大。■

=■
日しなけ′Jよなるまい.

か′tて いるのに対して 博物■は社会′)すべ   導物館と一日 itヽ ,て も 人文系と自然系
てノ〕人々に

'lLて
間十れた機関である した  とで|ま その内容 理念の上で相当な差があり

',て
博物年 よ社会′,|べ ての人々力利用出  入丈系(=実 l●.の l■事′)巨でも保イ|が強く叫ば

来るt力であ 1 事実 IⅢ l力館を:られる人と =  ′l ス高物■■上
の動機も「資ll″ ,l■存_t

l,1,か ら年令 IIBL層  ■業に,,た ,て いる.   ■とLた傾 11カ 'あ るグ,■対 し 自,ヽ系は }|
そして惇物館に よそ

'tら

う人々の千差″号1の  スの投理 仕組 |  1人 FHl■ '何を日本から学
要求に出来るだ|す こたえる0ちがある.=う   んだ/1Jそ Lて それ ,「知何に千1用 して未た
Lで le‐ 1/7"に |よ  さらに吉蒙 普及|=関する  すJな ど 自然を教えると共に 人間対自然
仕事■'生れるわけである.現在各地の叫物館  の関l.を 説いて来たのであ ,て  その意味で
で行な′,アせているll集指導会 見学会 議演  は人女スよりは七かに教育 Hj百」it中 し、とし
会 映画全 そしてさらにr多●ll展示会などま  たけ物館であった′,で ある。その流れが今日
すヽてこのようにして生れた啓蒙普及活nlの   II●「教育ltF興の波と■Lに  各地にfI学センタ
さらに積極イヒしたものである .と し 又更  ―|IItF設が増力1し  主として■枝Ittttl象
に博llJ館が学確 関であることを指摘し そ  に活動を続けているのであ ,て  このような
れ力'=東普及活動をするがれに社会教育機関  施設が人丈系に始んと見られないのは 両者
1[ての意義をもつことに触れ  「 Lたが ,  の性格の差をまざ三ぎと知 1,せ るもク,であろ
て■在の障1/711は  この二つの機 |ヒ を総合し  う

出来るだ|す忠実
=け
用しておltい . 意

'Jが

 人t来の ,,物館でなく 占〈
'',教

|:機関にな ,て いるのが普通である。 Lか し このような違いはあるにせよ 博1勿館にお

ヨ
=て
いる博物館 とは自然科学系の博物皓

=
(コ レクレョン

'を

中心とするも・‐ておって

それは 互に独立な二つの撲青レ 単純に総合  ける教育 ま ささ/1橋本光,lL■名の意見の
:た ものではなく 第 2の機能 ま 第 1の も  女J〈  資利の収集 ■■ 保存 研究を基礎
′)を ■礎として生したもので″,る のと考えら  とLた ものであることについては何人も異論
●る.■,ま りI渤館がこ/1よ うな社会業育的  はないものと思われる.
舌動を行なうものとなるについて1ま  その基   こうLて 見ると博物館における教予 ,本来
■ 1 自然物のコレクションを 1■・・l論 たで  の姿は 公共||な ものであると共に 資料

■しているので こ にヽ自然物のコレクンコ  教育方法も物に11に た 或いま●・際に実策■
レ七t'う 言葉が出てくるう この論文からう  どを通した教育であり 出来るだけ実物 ■■
1'え ぎ 人丈系の|ll● ||■ も充分迪用出/1  れ

=せ
る教育で しかもそれが体系的

=■
ろ

■― 下i=谷註1 公共百1な立場で収集 整  こと力必 要となってたるのである とす|■■
■ 保管するという仕事う` I・ ることをiれて  博物■にとって 丈米館者 ]と ,I最 も,1●
[=ら ない。もし博物t,こ の1ヽ本的な仕事  き易く 観覧し易いところよ tl物

"の
中で

~■
=す
べてつ活動をき‐

'き
に||て ゆくので  もモ示室であろう.こ の故 ここそ星示す 民示

■'■ よ 博物館は,向 グ)機関とLての意味  の教育泊IAこEが問題となって来るのである
it● う
=ち
ろう。な
=な
|,は■準指導会や  ,論これ以外にもさきに触れた採集会 ,こ■

-15-



悼物

"教
育論―序証一

会などの方法もあるが ll物館 ことって最も

'`t礎

迫|な もの(ま  よ(■理さ  ́F千究された
展〒資料てなけ,■

=な
らないと考える.こ の

意味で専物館●■示 まより重要な意味をもっ

て来るのである.

4 資料展示の教育性
さきに述べたように人丈ス 自絆系の|1物
館 まその理念において差が″,っ たがために

展示においても 従来かなり異った面をもぅ
てヽる.人支子が主として実行||な ものにた
,1か らであったのに対し 自然勲 ま力然のな
かに存在する普 i的なもの 資相を多く収集
し 自然の法則 ltrIを 知 1 教え 人支系
がや もす,口

=特
民なも/1i前面に推 L出 し

て展示をりI調したのに対 L 自然系は特■な
ものは特■で″)る とLで  普通′)も のと区,1
する方11■ 辿 ,た のである。今日依然として

人支系博物館の ■,の流れは 夫制1的なもの
へと1旨向しているようである力' 民ボ計画
方法など 従来のそれを乗りこぇ .唯計画
において教育性を充分に:肖 |ヒ Lた ものが必要

とな,要求されて来るので″,る .そ してこれ
にこたえる●物tiま ●,に は

'F「
専1カ競 F

■旺物館 民贅館 民|●Iな ど-11民衆の生活
に関係力ちり しかも大多数の人性が過し〔i
たI活 とその知恵 人間を伝えろt_物館でな
け
'■

まな
',,tヽ
と思われる

昭 lu43年 甲春 神奈 県の自物
=n員
IT修

会で「人文系障物■の資十「民●:の基礎Hj理念 |

と題して従来の長示からの脱皮をう ,た え

更にJ台 によJする,眈集会で「厚1/7館資ボ1民ホ
の原則とその展開]'LLて述べたのは その
意味を多分に合めたものであり資料の背後 |こ

は必す人間が 製Ftt fl用 者などが そして
生活 思想 |よ情などが存在することを展示に

具体百つに盛りあげたぃと考えたからで
")る

.

この展開法を晋々は普通的 ■存在し、どの

地域においても容易 ■人手 L易い土器とそれ

を出す上地、即ち遺跡を,1と Lて述べたが

そオ

“

ま「土器の美術的な面 心情Hlな 面 製
作における火のオ1月 整形の技 TI、 土器編年
の流れ 地方色などJ―■の上器をと,あ げ
ても、それから導71れる数多くの問題を R示
に■かすのでなけ′lばならないとけて 一つ
の資llか らの展開法を述べた。これを承けて

力I藤有人は「博物年における歴史教育――■

黛1二晏

`墨

1[FIIE響 :量曇櫨[!軍
している.

こitら はい0れ も厚1/7■民示にお||る 「も
のJの活用が 特に人t系においては 極■
に不充
`)な

点に着日し 余 |に も美 ll品のIt
ホユにかたより過ぎ 解説 1同様に美|111●
を意識 しヽコ■るさらいのあることから反省す

るべきことを強 く主張したものであった.
ltの をして語らしめよJと いうょ則 ま 美
■識の世界から離脱して ■説 .・市の世界
にう
=用
されるヽきであって  |も ノ)」 のみ

育lJ:を とこまで|き 出 ,か  ,t●た llも さる
ことなつ.ら  それ以前の理念の有11 高llT′ ,
差
'そ
れを決定するのである.

だが 瞑ホのなかてみ「もの_の言Hだ す
で |よ  ■ 1,〈 限界ヵ'あ ると思,っ′ る. と,ヽ う
のはそれが

',llF生
する問題

=多
様である上に

それ
=際
■なく〈り広 |十 られるよか 0で 限

′,′tた スペースでの総合がどの■●に■とま

るかの保証がないからである。このことから

吾々は 人tス博物瑣|に お|十 ろ展示・1電の選
択 とそれの確立という 従来から説さつくさ
れた方法を改めて考える1必要があるL 特に
選択された命地と 個々の資料から導かれた
ものとが一体にな ,て 始めて教育|1価イ直を
高めること1亡 なると思 うのである。

こ でF・5電 となるの 1ま  殊 ■歴史系け物館
において 4キ t力史視 地域観によって 歴
史事業の17釈が異なる場合う'あ ることである.

これは,1に 大文系に限ったことでなく 自然
T~で もら ,得ることであり 動物 魚類の条
件反射を利用した民ホから「教育的内容をも

-16-
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,て いても ,イ ドのl■ ■

“

llでは 教育勁
えかなくなり 民ホIIに教育|1内容がない場
合 ま ●1学性をよそおったガィドま かえ ,
[ら やま ,た教育効果をもた■ |_と 高●■
剌■ 人,"に おける娯楽と教育計''■述べて
るヽのと―脈相,二する面のあることを注意し

ておきた tヽ .即 ちこれらを予
"L 
常態に保

つために |よ  学去凧員ノ)良識|=期待する以外
:な いのであ ,て  itホの議育日は つまる
ところ晨員の高責な,日訳 教表 ■Fi的素養
力1■イヒと それも具体||に 業育 |二 ¬l用 する実
行,"決定するとい0て もよいであろう

5 博物館教育の専門性
■物 1官がその当●

=I円け物11と して出発
しても よし成′,要望力強く ス第に綜合旺物
館 |ヒ する,由的は 機会ある●に指摘されて・I
た.し か L最近のように各地 =惇 lJ館建設の

気道が高ま ,て 来ると 専門博物■の価値が
■平され より高い専門円を望む声七人第,1
ljさ てtヽ ろ.

こ′)こ と|よ勘 館教育における卓門1生 をも

司様に意味しているのであって 地域性をあ
わtて検11あ ること力'必要で・・ろう。今更い
うまでもなく 薔物瑣|の もつ ■―ビスエリヤ
i加何に設定するう・ '重要な ,1電 とな ,て

くる。とのような

"物
11=も 地域性を無視し

ては成すし4な いし イ「在する/11ま に忙だか
らで
',る

.現 |ヽ社会の交通網の整備 道路の
■1に などからすれば 同一■1離日による画―
||な決定では無理であり とtヽ って 時FHl距
離Hで もll Lて その範IIを 明確にすることは

出来ないF)である.よし域住民′)毎 日の生活

日々つ tイヒ的問 い力'どの,,面 tl旨

“

して ,ヽ る

が その し、li=ま ■■|,入 .た 0,を 0「 える
ことによって そしてス騰 条 l■ をll力1,る
こと|=よ って 始めてlL域画の設定,可能と
なろう.

そ
=で
始うて博物■のサービスエリヤが只

体||に 提案されて・Iる ので
')る

.Hち 博物館

す或る特定地域を対象として活動する′,か ど

ううと,ヽ うことである.ヽ ●れにせよ― う́の

マスタープランを持つことは施ナJ不可欠のこ

とであろう.理想||に いえば博物,Fか ll_域を
,象 として設立され ばヽ そ′地 域及ひ関lT
ある周辺の白沐 人文すべてのことにつ |ヽて
の,「先調査機関をlTせ もつべきで ,́る L、 教

育活動もその成果を背景として■「■lす べきて

ある.'べ てまその地域のために71在 し そ
21を 理,するために|1物館/1機能は動員され
るべきである。 といってもそれは今日の行政
区域を示すものでないのは明らがである

このような整備された形態での地域に,す
る■■活動と それを事イ1す とした教育活動
は最も望よしいもア)であス,力 ' しかし常識百1
に考えてそれをitt tさ せる博物館が各地に出

■ |る 公算|ま ますないのである。と

'れ
ば各

博物

"ク

)内容の特色をどのよう■出,か  特
Hな いしは■円性をとのように具体的に推進

し .Iち  深めて0〈 かが大きな課題となっ
て来るのである.伐 りにこれが地域を主体七

した綜合博 llJ“であっても その内容のどこ
かに壮Il性をヽ力「し 又専門■をもたせると
t.う のであって ょ Lて,門障l●館以外 よそ
の価値なLと するのでなく -11的な

'ラ
ッ

ト■|り l・o年でなく 観光のみを中′心とするも
つてなく その背後

=ま
,T造 な学問tう かか

,,■ る杓答と 専門性を 活動の一部分だけ
でttり 出る教育71`七 態■か望まれるので

ある.こ のことはこい1手求各lLに 嗜17館■'設
立される●

「・
lをテしつつある現在、|で こそ″,

■勢をつく,あ デな|すれ まならないものとな

●‐〔|ヽ る

0 利用者のための博物館ヘ

停物笙の教育 1占動として 具体Hjな方法は
さき Iオ,1■た採集会そう|し数え上|すれま相当

数にのぼろう。それぞれは皆特質があつ ″
論今後も大いにt■ られるべきものであるが

社会時, 外に労働条件が今日の1,く  かな
17 -
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|10し い にに 世報機関 マスコミの発注
なとが 増大した余暇をレ′■― ■

'旨

FIさ せ

ているとき 単なる学校教育|1発想ノ)博物菫
教育では 最早受講をのr保は困難とな ,て
いる. ■に■1証 をラ́ヽる方法では 自物館に
人よ業ま1,な いのである.こ れをll開 する●

法1ま結論的にいえは1日 人の中味を1き 出す教

育 導入として個人ア)興 味をそヽる方法の展
‖力'なけれはならない′,である.確かに従■

行なわれて来た見学会な、ビよ そグ)意味では
興味をかきたて実施したもグ)でおったが そ
れがどれF博物館そのものに密着して行なわ

れたか 見学会 ,II´ 会には
'口
「
するが 博

物館 よ余り利用しない人達からるなど もう
―歩進めて博物館活動を積極的にlF助 し 盛
り上げていく層の開拓が成いはおろそかにな

っていたのではないかと思うのである.一つ

には 各博物年とも館外活動をした後のまと
わを博l■館で行なわす 又それらの人達が自
由にfl用する.L屋などが博物館にないことな

どから 切角得た成果を4家II=も ち帰り
活動で結ばれたさすなよ その日のうらに断
ち切られるような態外にも問題つ'・

●ったので

l● ろう.ズに重要なことで11″ ,る が その成
果をもとにしての■門JIレ ベルの解説 話し
,いが他日に1区続されす た。「もグ)Jを 入

手したことにのみ興味の大半をおほえるよう

な教育法にこそ大きな欠点があつたと,思 うの

である。

このように考え′口ま博物館施設のなかに

当然教育の場としての部屋は必要 ■なるし

方陣物

"資
料の整理 分類 カー ド作成な

どの一般業務を完全 ■し 利用者が印刷され
た日縁から ,ヽいは整理さヤ[た 力 ―ヽドカヽら

`し
要な資本1を検索すること力'出来る.更に ま

つの叫物

"だ
けでなく その地域てま地方

の博物
=全
体の資 tl日 録′堪 柿によって 利

用者の受ける便■を増力|させる態勢にもちこ

み 場合によって|ま  耐難な画は多いがfl用
者の求めに応して 民示されていない数々の

資■|を  IIl'1よ ,て は実喘に手にとって観察

IT・ るようこなるとす力 = ヽ物lllの も ,教
育11役言1ま飛躍百1に増大するで|,ろ う.勿論

こ″●,は

'1常

に日忙な面をも ,て tヽ る.い う

■でもなく珠に人丈ネ博lJ■ =お
いて|ま  資

本1の保存だけでも充分陣物館′),あの一つで

あつ 活用は或ろ場合は破壊
=志
味するから

て t・ る.従 ,て第二の手ルとして¬1■者にヽ

して ま実状を伝え■る写● 記i求 ●面など
の提

"と
なる■ともthろ うす ■々に Lて It

tグ )人達のみ|■ と'ま って
いた資料ダ)利用 よ

カー ドなどを● (開放することによって よ
り容易になう より博1/7,tと ヽ衆との結びつ
きは強くなるものと思われる。そしてこのよ

うなことま贅利をもたない他の機関では決し

て出来ない教育手臓なのである.

又 実際に行なわれら教育法は その方法
■び展開が記録され 保存されること|=従来
殆んどなかったといってもよいであろう。 と
tヽ うこと,ま そグ)成果力'1日当|こ評1両 さ′とるもの

であ ,́て も それを第二者に伝えることは■
んどないということに通するわすであり ll

代社会の重要な要素である情報伝達の方法が

全く存在しないということ1亡 なるのである.

少くともこυ,こ とについては経験か博物館教

育を支える手設となることを意味しているの

であって 原始性を多分 [も つ教育法といえ
よう.こ れを少し〔もllLめ る方法としては

各自独特の方法でF‐ 開さ′している教育法を

整理発表 Lて情報網にのせることで i・ 1 博
1/1館はそれを出来るだけ多く収集し 分類し、
自己の館』に適応させ ■■Lできるように工夫
することであろう

同lTに 地域を中心とする博物館であれ|●

地域についての学術面その他の iヽ報 を出・Iる

だけ収集 L、 ス■門館であ″tばその専門性に

応して必要な竹報資料を収葉し 整理 分類
の上 「」H者が何時でもホ1用出来るような態
勢にもちこむことが必要であろう.″|え |ょ地

域lT究の文献センター ,,至 は専|らの文献セ

― ]8 -



レターとしての博物館は 出版活動とあわせ
て高度を利用価値を有するもので ある。佐

豊博物館が行なっている「l■渡百科辞典Jの

編薬の如きは 学術面と教育面とを非常に高
‐レベルで融合させたものとして、文化的

箋育的活動として高い評価iを受けることが出

来よう.

出版といえばこれも集積された情報伝達の

方法として優れた教育的方法である.博ll館

=所有す
るコレクション 知識などを,L版 を

通して公開しようとする試みは古くからあつ

たが それが研究者の資利として公開される
1ぎかりでなく、一般民衆の教養に資するため

のものも、最[幾つか刊行されている。,1え ば

集合国主館では「鎌合の――Jと frす るシリ

ーズを刊行し 萩市郷土博物館 津fu野郷土
博物館がそれぞれ「郷土シリーズJを刊行し

ていることなどは、最近の地方史研究の高隆

と相挨って有意義なこと 思ヽわれる。このよ

うなシリーズもの 刊行は 地方において新
聞社 図書館 博物館などが中心になって行な

われ、こ にヽ挙げたのはにんの一″1に過ぎな

いが、博物館などの得たま1識の公開として

今後―層増力, 利用されることが予想される
のであるし 不1用者はそれをまんでいるので

ある.
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博物館研究 Vo1 42 M l 昭和44年

8)力 ]藤有人 鴨 物館における歴史教育J

第17回全国博物結大会資14 昭和44キ

9)高松史郎「水族館における娯楽と教育 `
博物館研究 Vo1 41M 3 昭和43年

(野田市郷土博物館々長 本学文学部講師 )

博物館教育論―●r説―
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近代博物館変遷史にみる教育的役害」

―主として社会教育における博物館理念の思想史への試論一

カロ 有

1 庁 言克
1l i丘代|||,物■の■||′摩とその注l.

イ,明 治ネ」年における[ltll博物,1設 1ヽの

Fl向

口,中央にお |る
「

¨1博物tの進■

1序  説
博物11が■1ヽ社会ロ ロイ可なる●イ|れ をし,,

ヽきか ltヽ う命題は 現1ヽ ■物飩■(大茉 |='ロ
何なる●イ■を証 tて いるか また大彙十

',何
を
'物
年に要求されているか七いう疑間を1巴

Lし て 現イヽ IⅢ物編の本質を分析 t i法 を

'れ
立てわばならないのは言■するまでもな

い.IⅢ物

"の
機上 ま 資判を収業 ■ll件●

学nilT■ し それを教育普及するという型
想像を

'ヽ

本として すで|=「
'物

館法制t lE召

和21年 ,以 ■建て
',れ
ている だが

'物
館の

ltろ な活動である●ll l(+ ■■保管 学術
研究よで よ 諸科学のこ●に伴な tヽ 発達し得
るう' 現代社会に直結する

'物
館にするため

には 最終的機能である教育普 ltの 方法論に
佐件■ろ他ない 従 .て博物

"が
■代社会人

I直結する教育という場への展開は その法
にを,1析 t´  人と物と

`)●
話の場 t4育 ||′い

■ |,■ |‐ ,す ること =よ るものである力'
物を保管する博物|=の 本■の中に教育吐が多

少でも 当ヽよにヽるか

`か
を その
「

■畦の中

力 ら抽111L  末来の博1カ館′),,向 ,「 を つ́かま

な|す ればならない.(化思想導入と共に
"物館理合のちばえをみるな

',よ
 この 111 niの

歩みを分析して '「何なる社会構造の中で

ハ ,|,物 館it t11み る叫物
"′

,教育性

H[ 社会教育■からみた博物■の● il

Ⅳ 教育に¬する今日の陣物
"■
課題

V 結語―― Iイ |ヽ1叫物
"理念,思想|,IF,

湾物■理想像が市てられたが 成 .ヽ |よ 絆折 t
た●を

`え

 夫来が
',,■
される社会教育

学■■■に■lll"が どうヽlt Lた らよいか

'1■
を考■しないれ Jな らない.博物前が現

■■全 :そ llF発展■±すに lⅢ
'■

■歩みをし

て来たこと■ L・ |よ 政る時 lllこ ま要求され 成

る時川 I=夫 彙が ,,,,離
=■ '′
れていた

「

■

||,国考'ilF t 今日要求され て:ヽ る■●教

育 十it業育 [■拗 11と の
`1,tそ

の,■ '
■上して tヽ た0■ 11な いかと考える。それ よ

崚治|| 千青|1 社会|l t化
`|に
呼物,|■

'圭

に何等かの形●
`|11た '国

を分析し た
るべき

''物

館,1手求を考え● ∫な 1,な い。 ,
1/711カ 'こ

れからの人間

`1合

■■にす●古1は

過去にお する人間の■,口 を4カ
=よ
り言Lilを t´

二´力
',の
人類■ つヽユ題を投 L 班代イ全

人′〕由

'ヽ

 人t両●学ヘグ,■はと111占詢 卜を
はかるにに信大なるエネ●ギーを言●してい

るi●でな||れ●なく 停物館
=そ
力'人 IHl■

会,″市の場 ttでのメルクマータを建設し
なければならない.そ う|い う0■ |●,I代‖,

物■■の教育観ををえて
'る
必要■感 し 敢

えて[イ lヽⅢ物館理念の思想|1発達を

`■
する

0であろ

次藤
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[lt,物 1官変埴史|■ みる数育||■割

H 近代的博物館の史的変遷とその性格

イ)明治7n年における近●的博物館設立の

動向

我が国のI代博物館とにての叱光は り治
11年  当|1人■ Tltに 設けられた物オ局‖役
所
=各
地の物産をえ集t また我が日占未よ

り伝ある古器 に物の類を合″,せ て大米 |■ l■覧

したことには ,ま る. ,に |

そ′)'申瘍は 
“

IL 3年 11ヽ 67キ , プランス

パ |で開催
=′
|た 第 2回 万同時覧会への+

卜として力参加である.

これ ■は宣応 2● ,国パリ万日ll覧会出古I

方町触 |に 中取
",共
 藤岡F日 記 |を 日|し

た 0 その出 FIの ため
'世
績Ⅲ帳制作を

'世絵mili命 し,市中取1`■■●:l u中 ■男を
,日 il覧会へ出品のた● L■ を命 け IШ 中芳

り

「

F11'た 0 ■
'I召
武 |.を ,、日 IⅢ覧会御

使七してコヽ遣 1蒙岡屋口記 |し て 晨103+
5月 1日  常巾■ひ鹿L島証 鍋11証 1,そ れ
に

'加
出 T,1市 中収l■ ll業  嵌岡屋日記 凛

[口 1,覧会参 司言」要 |し た ,,つ てある 従 ,て こ
7tが初めてグ,国際的参力|であった 幕府を代
表として市水民部大|「 をつて通し その「

=員
と

して山高■見守 ヽ
"t篤

人IF・ 1+― 1等 21人

を同行させた. 行中の I中 芳ヨ ま そ′,時
博物■ 動物同等の施設を調査し そのlFフ
ランスからの持 1,返 り15 ,本l1211余点を
1号島ス神 卜の実作麟祥邸で,開 lll観 したの で

ある. 二れにより外国における1専覧会の様子

'ま
しうて報告さ力たのである。それ以霰諸

'ト

コでは ■国竜動市博覧会 ユロt也納府

'国
博覧会等をはしめイロ

=つ
ざつざとⅢ覧

合か問催され  l本 もそれぞれに 1品参力Iを
J民に|1充 t 実施に■された 一方国内で
tそ うつ ,II外 でのF_覧会ブーユ、

=参
同して

J高各地で,,覧会,‖イLさ れ 次第 ,■ ●回勧
●■覧会とLて活発化した.こ れは日本が同

■|1端■において立ちおく力た感を一′」も
■ |=|も とし "産 振興をはか , 質国強

,1● 吼iう 方法であ ,た .二 の様な施■■'11常
設|つ IⅢ覧会思想を常設IJ博物競理念へ発震 l‐

化して 博物11が生まれるが '1常 設|1専覧
会は lLⅢ IIに 自由に開催出来るのでti慣 性

.1地に展開されたのである。

その常設||■ lrJ館への .・ l行は 明治 2年 |
月15日 幕

"の
昌T社  |■1成所 

「

■|たの 1●

=綜
今 |て大学校とlTし 1太政官日誌

'  
司

年 12月 lF日 入学技を大学と

“

称し 開成・rを
大学南校 E/1学校を大学 1束校とし 1大政■日

誌| け
'11年 '月

24日 東南両■を開■する

まで 大学占●IIIJ産●をI月設し 同年末た
は物産局 t,,物 局と置ら 九,・・ 上に大学占
lt博物

'|1湾
4/7111こ i示 ,と 称し また九|'上

■ξ町業同を大学市●所管として物産同とし

た ,大政,日 誌|.政● ま|・ 欧における|'物
館ノ)実 liを ,察 させた当時の大■南|た少誠授
田中+見 に日●4地グ,177■ 1‐

`業
を命し 博物

館設立の11術にか った.
明:台 1年 3月 に よ 大学市■物産局ヽ覧会
lF意普 1時物憤齢」ユ |を kの 11く 公●してい

る .

博竜会の IF意は宇内のた l・7を 場 1亡 克集し
て
=の
名IFを正し ■の市

'■

をかし 或は
以て″誠の資となし 或は以 〔請微″)用 [
lt L 人|し て■の如■をJ=充せ しめ 富
聞回i直の″卜を除かむとするに

'' *={,,国 従来It■あ |,ぎ るにより 其の物肯1も
亦随って豊唯な :,す .llに 今者此会を和設

して百聞を 見に場へしらむと欲十七雖も
画る■降′卜の挙に三 りては2を具日に待さ

ろを得ざるものなり 阿て姑 〈現今吉●に
肯する所 ■●自余の物古1若「 七[■ⅢIし て
普〈人・妹 mを十し 以てその開端とな■
自今雨後,歳一人 ■の全苅 itめ 日をネ
ねて 前,ヽキ内の珍品奇物を調モ 1 人を
してヒ〈高旦の外に進■を用らす ■ Lて
全よしIIの 高物を縦観せ しらんことを期す。

一 当今官F,米だ完足■す.枚に金イ「力属
+木●1良 より鳥獣魚介虫身■に至ろ|‐
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iilt,物競変て史 =み る教育
"イ

,ヨ

給て大
'Lに
属せ[物 又請器載 .r品 占物

l・ ●i汗11■の語IFI■ 誌て博i成の資七
なすヽ 1人上の llを 所峙し 民■に供せ

=七
欲 |る ●志●背 l il●ことを当館
■■´ヽ米るべし, 同最寄の物 ,デ :● 出せし

+に は■●を賜■.ヽ さ事 .
― 会期 よ来る■月■日より同月1'日 たの
間を限り ,性は,日 朝

'Liよ
り,■■

,この間を限 0と す

― ■観の輩は■
'貴
!資 を論する,tし

,じ  |十の雑還を防てらに 占校にたて
,^切 手を渡置べし.
■参の品物は町持上の■名を記 L之 ′

夕llヽ し.

tt菫 り市I占 ,tし 置 会後 Jさ  Ft物差
員す´ヽ し.

― 商買売買の続て物 告 し臓ひ度渚あらば

売主 と談判勝手大第た りと雖 も 全中は

't品

を,1し 置 (へ [.

月治四辛末三河   大学南●物産局
これ
=よ
ると今石 草本 ,ヽ■■1介■なつ

r・1 施 ■物の■ 諸″:,等●■工■の 1ヽ 奇
品占 lJの 類 llひ 東洋 西祥諸国|=お ける外国

『
1等  自然科学及び人 tfl学古F円のF,々 ■至
る極めて広範囲におよメ1● llを 人末に展視 し

,「識の普及●冨ることにその日的を見出すこ

と力■

“

・Iる .こ の趣意当にもとす
= 
大学南

●け覧会は明治 4年 5月 5ロ カら,1日 の問

九段イ魂■境内 (■部省●合, ■開11Lた 際

極めて好評で宮 勺省までそれが及び 吹上の
御定の本F鶴 兄所等各所グ)建 i=物 内に動物
機卜載類等分類別に展示し 中には太陽光燎
による現在の幻灯l・の様な■lLみ をもつ

「
カ

メラオブスキJラ Jと 言 うものまで登場し

袷画を大
=〈
映した当時として |す 極めて珍ら

1い もので l●
‐
,■ 人気を呼んだといわ″tて tヽ

ろ 要するに■
'あ
た

',日
本における●_覧

■力出発 にヽ相当し:12'ィ屯粋″)博覧会系統と

|■ 呼物館系抗ヘカニつ″)方向に発展したと

■たられる

しつし,勢は欧|ヒ思想■●lll,.9駅 思想に

1+な ,て 我す日占求が |,■ ■ii tt II,勒
`)t

が一般に無ll.さ れていたため 田J口 久成や山
中ナ男はか る思想をう 0■ えて 明治 1年
1月 25日 古■ ,資

「
1保護ダ)をおを訴え 長■

●建設の案を立て 大学の名で,E~ti由 し
大 T・ 官に■議した。そ力建山書 ,告 ILに そ
の占器物とtて _― ■|,れ たもの ま人の

'「

〈
=

ある

長占鮨建設デ建設■候―夫要′ヽ既二外務

省ヨリ及は言候旨ニイ」 ズニ賀言不 l■ 1睫
´ヽ

共 成長「 文 /4以来 天 |ノ I器珍十 ′

■遺共候モノ儘有之哉二博承々, 遺は ノ

下二有之, 特二ii未世■‐■テ欧洲ノ情
実ア悉ヽ不十候輩^彼国日IIH日化ノ風′以
テ徒二新奇発明′物ノミ貴重■:1員様誤侑ま

只管厭言尚新 ′弊瓜
'■
シ■歳累世 ノ占P'

言 lJ敗壊ユ候モ不聟既二毀減 ,■候 向モ有

之哉二相開へ考古ノ徴抜 トモ可成仏物込日

,肖 ヽ■,様成行実以可情よ第二有之 lF・ .ln

画Iイロニいテ集占館ノ計有之●ハ古今時

等ノ治 +′ 勿ヽ論往十ノ制度t物 ア考モ十候

要務二●之大■ =“ テモ必要 ′要■二候間

何卒右寺 ′1771¬ 遺共不 l■候様■
/度 F告時内

ヽ御用途御多端ノ折||=付若集占
"御
建設

ノ佳送二祉被鳥行側儀モお之候′ヽパ姑 ク府

藩縣へ御市告相成歴 L相侑仕Htti器バ勿
論自餘ノ稚層|二布之イ腱共

=占
ノ II證 二可相

備品物′ヽ1青々保護相加候 l■ 御沙状有之Л
人々専務ノせ薇命古器物ブ固書二幸篤ユ星

+編成ノ儀被仰イ1[様有之度丼シ当時′世

態ニシテ更ニー茂市 FT‐ ア,過候ババ天 ドノ

十器il■ハ人概壊減仕t=^=形 llモ 不在
住様相成行候息害無之 トモ難 候「●5何 |■至
急御蔵置有之[様仕● lL〔 は々言仕11 以上
辛未四月十五日      大学
●官御中

この日||は 勿論け世を考えての集占館建設

であるが 'せ て■器物の保護に関連して
大政官もこのは言三当なることを認め l・l牛
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[代毎物館変理■ lみ る教育的■||

F月 20ロ イIで「+器 日物1771方 J′)たII官布
古力.出 1'Iて |ヽ る. そ′[に よると

和| ● =
古器 日物之11^当 今時≠之変遷制度風イ●

之 ,●■フ考誇ン候ヽメ其●益不少候に自然

凧 _‐競新ll流り|ヨ |■々遺夫,t,‐ ■候テ

^実 二司資惜●二1曖條各地方=トテll世描
IT■■[古器言物_1号 111品 日之通細共フ不
論厚ク保■可武T
担 II日 立二所識人名テ詰記載シ其●聴ヨ

J可 差11事
― 祭器之部 神茶二月ル札テ■lL話器 lrJ

等

古工■7i之古

` 11■
 管T l留■

,ヽ古苦ノ11

●弩■芹之部 7it 吉斧 ●笙殖
●到 大狗ノ致匙■

古荒古十之部 占■ 占蛉千
― Ⅲ]器之部 鼎爵其 |し語 ,同器類
― ど瓦之部 名物並名物■ ,ズ 1雖古キ

,冒 t

武器之訃 刀OJ 弓■ ■■  11曹
ヽ其 ■ 1■ 大小航砲 I
丸  戦鼓  常嘔等

― 占言菫之青F 名物 当像 III臨  巻軸
千饉,

古普崎 ,F占■■之部 温●ノ書■¬霊
■と版■■本■他戯作 ノII卜 雖モ

■以前ノモノニ,テ ;占 二喘ス ,レ者

等

扁積之部 神■に、詢之扁菰並諸名 t~豊

ノ前守

― 楽器之部 ヽ ■ 集, 人鼓 ユ菫
馬ま ● lll■ 売琶 ■を 僕
面 工他●■よ東 11諸楽

=卜

歌+=
ヽス1,,FI

I童錦Ⅲ■塁本之部 名物11名 物ニアラ
ス 1雖 モ古キ1古

「]=之吉F 古代 ノ巾章●
■,諸 具之副

' 
■案 規 塁 ,架

■呵之 tl

― 晨具之部 古ヽ ア‖J::
―― i:"器械之部
車閾部 ■ 具 藍興等

― 量内諸 R之吉F 房■譜具 ll障 , F
燭類 鎖鈴知 屯厨諸具 飲食器皿
煙:具等

布島之類 占企欄並i代 ノ布片等
― K IP■ 飾之部 官」「  常[R  民 /11
婦女服飾 前暫 ノ類  |●生 雨衣
自1籠  1■  履履之 |ヽ

― ●
=之
部 各種 /● 4並市染■之紋岡

― 貨幣之 .・  占金句t古載 ,Fど‖幣十
諸金製造器之吉: 鉤 責鋼 ホ銅 青
銅 紫令 ● 鵠等フ以テ製造セ■
話器 1/」

― 陶凛器之書F 各国向器T・ 器等
― 漆器之 .・  蒔皇 肯貝 堆木等 ′話器

1/7

●量檀衡等之 .・l I 天+ 尺 ■■
等 草盤等古代 ノΠ I¬

●茶器香具花器之用
` 
風l●. 釜 茶詭等

ノ茶器 香皇 香七等 ノ香其 花ll
i皇 ,′花器類

― 遊戯具之 .・・ 暮 I棋  雙六 蹴均
八i首行成 投壺 l.弓  歌

=口
等

― 雛等偶人 :こ i之部 tF ス
'こ

 離人
形 本n i侶  奈良人形や工ぼ こ
宣玩弄ノ諸,:

占柿像並,,其之 :「  
“

像 rl市  ■只
足 苫等 ′ξ

“

R
化石之部 動lJノ 化石 11動物 ノ肯角介
1■ ノ11

石品物′ヽ■^神代ヨリ●世二至 |,迄和名前

斎二不IJ.

以上の31■ 0種 目をあ ギている力' これは

わが日歴史 しの貴重とうる資料を項目号1に分

類された最初のF」 であり 当時夕,歴 史的博物

"の
資||●容を4/」語っている.こ の葉古丼建
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[1中物ヽ変Lilみ らユ●
"イ'コ

設の目0つは ヽ化,保i思想
i+3の
現
',´

で

あり ■イヒ思想のもとに大々に 1彼 国 H新 開

1ヒ ノ風ブ以テ徒二斬

'発
明 ′物 ′i==Jと

して占器177■ :i我が国文化叶す毀減|る こと

を■鼈し これに
'覧
会思想が■つた o(人

女利学
=お
ける博物鮨理念力'進足したの■お

る.以後各地 ■おける文イヒけの資料を調査し

て 古‖,lV存法 1明 汁)|1年 ,力枷 1定 さ
't

回i指定 文化財保護法制定 1昭和26キ ,に
千るまでの間イス存活動す1寺には挫 llし  けに
は高

`ラ

したのである

時に
''台

4■ 7月 18Π  大学を廃して●部

省をおさ

'm中
,男十1歴 .l, 811文書「省博覧

会趣意普を公布した. 4■ 8月 25日  本 」人
ホーラン ケプロンま博ll館□占年を建設す
る■に案を開j●■,T'日 :青 l■に提出し 1月
5日 人成段を惇物瑣0と して文部省グ

'所
言とし

た。またヽ部省に
''物

局を置きロ トナ昇を博

物局モトとした.11月 1日 ■
',10日
間t場 島大

成段の文書1省博1/7館で占代器物を並べて博覧

会を開催した力' その名を
''物'と

した 0

博物局としたのは その事務省
=に
ll■ れた

のであり 館というのは単なる陳¬]場の意味
であ ,た .物・ F局 の出物は博 l●局 =ル常 され

小●‖案同を博物

"の
附冨とし 't穀葉回を

東京にに[通 し 同年12月 11日 には 換日推
也イ内府に て萬 日 大 博 覧 会 開催

`ワ

治 6

年)の要請があったので 人政●もそ′淳 ■
の為益なることを考えて その事務を草らす
たち 眸覧会事方局を正院に設置 L 参議大

隈i信 外務大1甫千島宗員」 大蔵大幅■「・●
‐

にその事業●・T管 させた (人政白日誌 職官
表, 事務局は最 |りに 日名米 長浜両県出張

所に置かれたが ついで増町EI 下町の 日中

■ l■ t原  鹿児島等の議邸の
「

合,=ル転し

本館もそれ =伴
な ,て

'っ
た

この,,覧 会事務局では 換国博■会出
『
1心

得を■つて イ地方 こその出品方を勧誘し
発明器具|まないが 生林 重卵紙 茶 陶Il
漆′F■の我が国特有の産業関係をイH介する日

的もあ 0 そのため
'1術
もかねて 喝:合 5■

■月ヽきヽ省旺覧会|ll lt′ )●■を出して そ
`'

越旨
=1,|わ

し 3月 11口 湯品人・I般にて停

覧会を聞いた。その際 ■日ヽ出F、¬る品の

他 =各
● 1古宛を号1に 集1て して 常設時物槙,

資*|の 準備をした。さ|■ 司年 6月 に よ 湯

鳥専物

"中
に書絆館を建設し|■ 01,蔵 の和淳

|十 占等を衆■に間覧させることこt_た 1文書F

省布達全占 ■部省売 1年報 ,.Il i台 6年 3月
,日 には 大政官中博覧会事務局に卜で■部

省中の1動
" 
書籍館工に物局および小石 Ц

案□を竹梢し 湯島聖■には言語館を■し
博物館は 「 山の事務局 =T・ した こ ■ヽは
1諸藩の建物を改41し  陳列館を開設し t_
覧会を催して '月 1日  6日 の日を―投公

F・lL 明治 8年以後は連日公開する様にな ,́
た.二 ′tに より初めての二つ■設展覧の体載

を整えたダ)である。同■ 8月 2,日 には百び文

吉F省に属す (大政官日誌

'こ
とにな ,た .し

かし司f卜 5月 8日  ,日 に円中不二磨 1文 .T・

省 3■ 1コ仕 |は 博物 1官書籍館をは覧会事務
局 |「 合,す るのを,卜 とlt世 した , 肛田ス成
{肛覧会,務局長 ||よ  叫覧会事務 l.jと IⅢ物
■の分離する必要を述べてた政由に中i■ した

0し ている さらに''7● 2月 16日 |■部
'1ボ

戸イ允は 人政由に Lっ て博物l.と IⅢ覧会
'務局との合l_の不適当をとき また18日 には

t部少補日中不二磨も叫lrJ局書絆館を事務か

ら分離すべきことを説いている.こ れらの間

題は 嗅回博覧会を契性として博覧会
'務
局

の業務か

“

■し 資オ1増加のため事務及び事
業の内容の相 i童 と複Tさ から そ21を 整備十
る必要を感し その雛合問題が論議されたこ

とであろう。その結果明治 81・ 2月 7日 前 〈

■決 してその合併を解き 明● 1年 12月 ●=
省が置かれていたので 明治8年3月 30日 正院

博覧会事務局 ま廃 lLさ れて ほ物館と改ホし
勧業に関する業務はその■情とヽることにな

り '1物
"は
内務省に属した.言語館につい

ては その駆合間電が出されている中 明治
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lilヽ●物r●遣■に,ろ 枚■●●■

±聖■の i ll場 として 明治
=午
2月
'日
    これまFll国 Ⅲ覧会へ副■■として出席した

東京II物館七|・

“

し これが■ク)お ′ヽ /1水湾  ■|■公使[]'市民か
', 
東京人博物館建設の

物

"=お
, 東京十1学 ■物

“

 現在の日立■  ヤにキ苫 民国柿敦十ウ′チシントレ[Ⅲ物饉設

F年 F月 政 lTま 地
',会

議′,会場 として に■
会事L局■属′

' 
大デ|“■を使■していた普

奇Fを これに当てることにな| ■■を―必要
Lt i だが

'物
“

 言
'「

漬11よ有力■補地七

t〔上野山内 ■斬築することを■議さ′lて い

た.ハ |´ 当面
'る

間■として 'ミ 中

“

ネ市の

当時■■ 月ヽ野両社 Itt l・ 省力'i苅 1ヽ してい

た八苺¨十歳 1■ 3万 呼う中 5811奈
'■

,を

改キt 書絆館′)図 普
=こ
′)地 il・ L iヽ 中

t● と

“

iし て語■■に古キ]の It竜 を計 Lt
分■された0ヽ石川■庁 よ 1111員 とLI■ され

東京 |,lJ■ の附属とな ,て いたか 田治ll年

=月
大学″)所管となつ 現在東京大学理学書|

‖IE」 石ヽ 1直物国とな ,て |・ ろ。また IⅢ物

“

■|,lJ‖ として展開コ lた

i+4,

口)中央における歴史的博物館の進展

内務省|■ ■ った博物同 ま 従来
=,大
博物

i建言1の 目||を も  ヽ 明治 6年 6月 「眸物
"建 .‐ の議J力 'し されて

,,る .そ れによると

ヤ寺キカH首建 1女 ノ]桟

lttt建設ノ要

“

タル′ヽ普夕世人之:“吐ユ

1ス今ロト相成口●lJ普絆之両

"剤
建以来諸

`′

ヨリ市t品証絆モ不少早章人 L'「望深キニ

出ツル蔵 卜itt「・l 今日二千 り●Tlヽ lE永

十 1宗全 ノ等策卓要之場合,有之ネルニ当局

地

“

之任′ヽ,k碇 'テ更=樹木畜・l二 =ン
ク

罰 1に物上青
'F養
二′ヽt不●之地二有之Л火

]1之除地無之周同バlll宅市

"二
按['■

|■ 布之節ハ屯共之請物品■為,■ )●i
■之 |モ 難 国テi■力′●tテ It斗 ブt
i:シ 社々盛大二至ランメンコトラ汽定■シ

F:●■■礎建申度沐ルニt'た 東京

“

■|ニ

十■公周二徊tメ ll成 工■ケ所ノ内東叡山

三ま ,境 ■之籠′ヽ第 人
"堅
Π ttILニ シテ

ilし .ヽ  コ之高亡樹ボ繁
=TI「
之場所^土

,手 ■■  |′ ■ヽ嘔之 :ヒ水有之m石1物生育培

養寺二^適首之地=有之て司中女上ケ之設

iプ 十サンニバIL水之慟キニヨJ容易二出

工‖」■ |'物‖造 |ヽニハ最■
'し

二有之 lL地

成長之質工葵二罹リシ以・II・ トンテ荒原ニ

iン ク東京市下
'1■

/名 卜 ,,今二■ り牡l「t

ブ円クコト尤可階儀二J■地フ
'ス

テ惇 1/1す:

絆ノ百

"薇
議候時バ白 ll二 補修ノ」カモ

^シ雨全之策 卜市,
等々以公厠之作1旨述ニモIt剌 ■■テ首●

言皓二被|,出 |■ ′ヽ lヾti´ 住ヽ々ltt 7'シ

盛人二IH成候様目的相立吉ク●志ニロ |.L

il′ 次第夕以テIF l・nl腱様ユ1■右′ヽ速二祖|+

決否伯炒状有之度ltt申上 |¨ 山

則治六年,(月

立の来歴■管■ 1に

'1 
誅格蘭以下保学術停物

IF給 良トーマス ン‐ アル ■´
'氏
の増

束 tびその菖国に増る報告書其他諸‖
=子
等が

,命書としてli出 されて 大■物

“

建設の議

が
「
中され 太政官にても内務省との話合い

により 設立案も具体化して来た
明治 8年 1月 19日  呼覧会,務局長|」 田ス
成は ■li ¬丈.l省 用lLこ 停覧会●・務局を
移
=す
る件につき文書F人 |‖コ

'不

■・T 工li
よ (普書11作1用 ltl)に |ま かったが 牧口後に
上,I山 内の文 .l・省Л地を その時覧会■管0

内務省に後口させ さら,こ 専覧 ..●I務局に
'

管さ21 同年 3月 31日 ,Ⅲ覧会●・務局は 諄物

卜と改ホして●務省 ■属させ 工 F■l博覧会は

なお館 llに 置き 博物局は内国祝業旺覧会
'■をと

' 
相当i占発に動いていた。

これが所愕内務省青物レ )起 りである.■

のF_物知′,■ とした業務は 内国勧業青覧会
こ ltl務 省 |■ 事訪局を設け そ″)事務を11.筆
L 第 L・ 内 1勧業博覧会を 巨野にお tヽ て開
催の運●とな ,た .時 もlFに ワサ

'台

10年 の西

市のイミで中 1■ を ,た が 殖産■業の目
“

つを

も ,た この●・業 ま何れ送行しな 十れ まならな
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いとの考えで  i:事 |よ :Ш続され明治10年 8月

21口  東本,11破業■治/T ll, ltl本 館 1製
造物 , 美術

" 
機械t 農業館 国芸鮨寺

が設立完成 L 明治天皇の行 ■のもとに問会
された.終 了後は 美 llTを 残して眸物館と
して明治11年 7月  山下町の博物館の一 .|■ '
この中に移転 L継続にた。
け1治 10年 12月 21日  内務llと してダ)人 久保
禾1通は上 r予●同に博物■を設立するllに 建議

し 翌ll年 3月 に‖1覚永■本lt助
`2,,千8げ余

"|に
工事を青Tし 長年の今「1がか

なった ついでlT来 の職制111び |=分掌事務を
改正し 博物館中に事務オ1当 を博ll局 とし
殊

“

場をll物,と した

停物局 ま 天産 晨業山林 工去器械 芸
ll 史伝 教育 法教 L,ユ年の八掛並びに
IⅢ薔社卜を置き事務を庭理 し 博物館の .l・門〔
は 8吉 0ヽ,区の分類をしてその日的を明らか
にした。その分類は

博物

"^中
外古今ノ物品フ網羅克集ンテ普

ク衆人ノ覧観二供シ以テ技去フ進歩センム

ルノ所ナリ 然レトモ天下,5物 ノ多キ薔二十

億ノミ■ラス .Jモ之力区別フナサザルトキ
ハ恐ラク′ヽ雑揉錯乱シテ識号1シ難ヵラン是

二山テ
=大
綱フ分チテ七部 トナス IF略 )

第 一 人産部 第一区動物類 第二区植 t17
類 第二区鉱物類 第四区地質類
第二 農山林部 第一区有益 Ill物類 第 :
区布害動物類 第二い有」力動物類 第[J
lκ献類之l_物 第二区肖燎之産物 第六
区爬尋之た物 第七区魚類之産物 第八
区品類之産物 第九区茉五類産物 第十
EKI多 肢 tl‐産1/7 第■区動物之製品 第■
メ動物畜養具 第二 ●動物捕獲其 第吉

`動
物駆際具 第■

`動
物製造具 第共

区殻類及製市 第[区荒菜及薫業 第′t
ズ責用詢車ll 第■●有Π水簡類 第Ц
区清娯及■●I 第■区東実之産物 第

=区波,及元質 第当区畜類之食ll 第甚

`製
造植品類 第t区 各用■雑用 第■

,i代 眸 ll館変理■にみる教育||■コ

は繊●■■料 第■区ll腋指漆類 第貫
区栞色 |‖ 植物 第■ ●●苫io物, 第1
●葉Π極物■ 第■EI木

“

●■年 第型
●新炭]火類 第′1区 Iじ相並土性 第薔
区″折F條類 第■●晨半回まュ 第■
区植tL製 造具 第■区山ll之器具 第■

`耕
lF■建ヽ 第■区 ホと ,,法 第早

区農革之方法

第 1 工事 .・此部′ヽイヒ争桟拉■■ョリ製成
七ル鷹1肯物ノ諸物ア只艮ンイビ_t機械學 ノ

“

用製件ノス1,フ 富ラカニン
',1テ

エ事勘

業′資 トス■r・l化■ 卜機械學 |=雨厨ス
ルモノl●1磁班璃■Fl“ l‐漆ノ製■ ノ女Лキ

バ業化単ヨリ機|“學二闘渉スル

'ヲ
モ計

"ス●
‐
・  屁 工金

=他
金属土石ヨリ得ル可:

=′
原
『
,■ しヽ 煉製造=Hス

ル‖具望形類

第 二 L・

‐ 植物 動物ヨリイ]ルエ事ノ原
..及 ヒ製造‐属t,し 用具機械

類

第 lE 葉物燃■破物±7「キヨリイ早■
化,■ ブ諸品及ヒ帯燎二属ス
,レ IJ具性根類

第 ,lE 植物動 lJヨ リイ]ル化學 ■ノ諸
品 リノ黎お及ヒll燎二疇ス
ル‖只機 1父類

第 ■ E :器 的磁器土●:it,署及に
原土原石銹乱物ll日其14紋 TI

第 ■ 口 ]■璃ス原■用料H具烙岨 ′証
形類

第 tE r● ■金属 珊刊 ■珠 =
修等 /議 入器 llし ,飾 lHノ 細
少〒,等

第 八
「
 ■金■他金ヽフ抱器荒器H′ ′1
器嵌

'器
等訓度 ノ雑出及ヒ製

造二扇スルΠ■l融
“第 九 け 竹木ノ指物 編製●本ノ品類

第 | ■ ll漆器護諄 177ヒ 嗅製 |¬ 並二之
フ製スル原質ノ見本類
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iit,物館変道たにみる教育|ウ t古 |

第十 
「
 紙■●本 "(■ ′諸品 ・・●         ■し■回普ヽ

製造 ノ桟載類           第 :こ  吉:歌 II迪歌誹・.Lノ ●蘭類集詩
第 1二● 柿類 ll 十 工麻類 ノ製品         話■

■ヒ7jイ1糸 火浣布等        第 四 匡 占書■蹟 法岬 書音詰 書
第十二■ 重貰イしノ繭ヨリ得ル組物編裁         讐論書並性■本 器具手

オ1襦 ′諸品及し用料機械類     第 ■ 口 各種官に■ヒ器具類
第十11口 鳥獣毛ヨ 1得ルl.vtt li裁 ′諸    第 ,ヽ E 蒔檜 其他詣種 ノ書類

¬及■毛茨二用ル獣■,前用    第 tL 金疇賓■■ヒ■木象眼 ′品類

"毛
:其他ノ..類          第 八 口 陶●器 砧 r t・」‐類′言

第十五, 金属■し植物動物ヨ1得ルロ    第 亨LE 令局 l・l■ ■子等 ノ肯像
■ノ,『1              第 十 匠 企屁 費王 ,角  爪中 木

第十ブヽこ  切′利器■に鷺家 ′諸器具         7「 /彫 1́類並二信「口等

第 lt●  ,''イと及ヒ玩■物,        第十一匡 各種鋼■. 石本版並‐活字等
第十

'ヽ

工 建築
"/1‐
責早 ■■内

=    
第 1二L 作Ⅲ‖ l● 輛物類

訃‖銅誡ホオオ/製 |ら 並二帷帽    第 |二
「
1 ■紙 t・II 掟■lll類 ル t染

士紙 ′|■ ,                 単等

第十
'し

匡 家ヽ■ヒ水理堤防道!1建築′    第 1,lE 良物 ′刀 愴類

“

形Ful読類■■とし,問 スル    第十■匠 筆‖it日 ,

切ノ器具            第 |ム H 峯術上 ノ考案 ll書類
第 十 匡 |、 ■ ヽ■■ヒ■■|ヽ■帆il   第五  史●部 此書|′ Eヽ世詢度ノ沿■法

■気Ilノ 証形 11火 ノ捜技類    教t物同末風俗ノ贅更等プilス ベキ諸品
第十一匡 諸工機械共1し ■1,ノ 桟杖雛Iタ    フlkユ、

同証,              第  ● 中llノ 古今ノⅢ
“

]■地固ノ類

第十二匡 電|1機械測量■ 欽■ 理■    第 二 L 青H■ ヒ器物建築同ノ類

=他
詣9ノ 僕破国.tt等       第 |こ  

「

代 ′li■ フ徴スベキ全石 lrl

第日二十1 :妻 ノ特品                器ノ類

第十,1匡  各■■i/寄 [品 ニテl●テス    第 IJ E tti=他 4地 ヨリ狐出tル理蔵
集ノ」

"=ブ
示シ●テス呵カラ         物或バ枚ヘノ追物 ′款箇牽t

すル物品な                 たル七′
=

二|| ユ lltt llL吉 Fバ ]■詠書豊學アネ,メ ト    第 五 11 法教二詢スル物 ,■ ll
ンテキ■同′″J其 |し ll丘 二● ,レ 内外諸

=術
    第 六 匡 祭 I卜 祀式具 "具  貨幣

フII究 ン我計妻術 ′進歩二禅益ス1,モ ノ         家什 進班具 ‖其■農■具
,■取シ其諸■術 /[=ラ 計ニスルフ旨          /類
|ス イli此匡ノ物¬′ヽ■=形 111′色菫様    第 t■  1日 飾■市品1ミ Fノ 類
■′侵等物品ア網,シ rtJ,ノ

"技
アⅢン    第 ′t「  ●器ノ11 11月

'台

己 1ヽ二係者

ヽ,t某器普言II.詠等ノ地 ′ご二開渉セ         71え ム

・ :モ ノ^ 切1[ヒ
「
中二陳,1ス |し ■ノト    第

'し

匡 官■橋・・ 稽■1311■ t其雛]レ
■ /類

■  = 古今栞 1卜評ま  .|‐評鑽       第 1 日 4地 t/■ 4■ 7見ルベ 1物 IF,
■ :三  F■ 1,世 話t器 茶器 `         ノtヨ

ー  2F
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1官変遷史にみる教育Hl役割
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第六 軍事部 況今陸海軍ノ諸物 nフ陳列
ス 但明治口己前二係ルモノ′‐ ● .・第
八匡=lkム

第 一 口 陸軍兵器 築城 防禦ノ具及
ヒ■L雛形或バ病兵フ看待スル

コトニ係ル物ヽノ類

第 ニ ロ 海軍兵器 箪艦ノ具及し其頷
形成′ヽ兵器製造||ノ 雛形給回

等ノ類

第t 教育部 此部′ヽ一般人民ブ教育スル

所ノ■校 l・ し藝技術學校二於テ教授二用

+ル詰物品フ陳列ス又學校教■ノ景洸或
′ヽ生徒′健康ア保護スル機械等モ亦此ニ

1文ブ、

第 ―E 童兒園=於テ教授二供スル物
品ノ類

第 ニ ロ Jヽ學枝二於テ教授二

"ス
ル物

●.′ 類

第 二 重 中摯枝二於テ教授二,ス ,●物
¬ノ類

第 四 E 大事校二於テ教授二供スル物
ヽノ類

第 ■ E 工業長術學枝二於テ教授二供
スル物 ,ヽ ノ類

第 六 匠 ill工 信工等ノ女|キ各種「
要ノ

學使二於テ教授二供スル物品

ノ類

第 七 ● 女子IE要事校二於テ教授二供
スル物品ノ類

更に明治15年 3月 に改正して 回去部を第
1区より第 5区  レ書部を第 1区 より第 6区
の 2部門を加えて '区 114ズ の細目に分類
された。この様なlu日 の中で天産 .・F 農業産
卜部 工芸器械古

`が

最も多く これに比べる
と史伝 .T 教育部 法教部 陸海路部 芸 lf
部の内容は多くないことをみると当時の博物

館事業が 殖産興業 発明器械等に充実をは
かリ ー般の知識啓発を行なう目的をもった、
所調勧業博覧会との結びつきが強 く考えられ

る.

一方■か■の大博物慣IIIIttt聾業にあた o

ては 10,月 li度で完成する工●・が難行し

明治14年十 第 2回内国勧業博覧会の会場を
上野公国にて開催することから再建中の博物

館を勧業博覧会・l美術館の会場にあてること

なり 漸く明治]4・11月完成し 同年 3月
1日 博物館 llび勧業諄覧会が開催された。

同年 4月 7日 新たに農商l・・省が設置され

その中に内務省の博物月は移管され 晨商務
省博物館となった.資料も新栞博物館に移さ

れ 山下 ITの 資料も8月 頃から移
=し
た.こ

の1助■に 構内面積32.05丼餘 本館は来
jL石造 2階建 室数30■  面積合.11103
坪餘の陳列ぶと附高臨は煉瓦石造 平家建、
75坪餘のもので当Itと しては■大なる咸容を

みたものと思われる.ま た司キ11月 には 公
国内のh,水谷に動 ll同 を設置し 諄物館に併
設する計上画もしている.

この当時の時4J"資料の内容 |よ  先にあげ
たものをさらに明治15年の改正を中′いとして

著しく変化させた.農商務省博物妍は 世か
5年にして明治19年 3月 に富内省に移管され

た.明 治21■ |1物館は一時図書■ lH属 にな ,

てぃたが 翌21年 5月 16日 図書寮附属を廃 L
て東京に帝回時物館 他に帝国京都博物館
帝国奈良時物

"の
3館 を設置することになっ

た.本来帝回博ll館の日||は 従来のものと
変り またその所管からみても政府官庁か

',

■内省へ移ったことにより 政府事業とは全
く別1に考えられ推〕工されたのである.資利●

谷か
',み
ても 従来の殖産興業に関する部門

`よ

に lLさ れ 歴史 美術 美術工芸及び工芸
の 4部 を基本として 美術の涵養 工芸に関
する,さ用 技去の進歩発達の資とすることを
日||と している。これは■述の自然科学系時

物館の分離独立からこの様な結果を■み出し

たものと考え 人文科学における資料は農商
務省たる政府の産業諸機関と民なる点より必

然泊|に生したことであり ■■寺に多く散在
する占文イヒ財は、その保護と伝統去 ll文化に
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南する●■間lT‐性門●る●内省に千
'11さ

れる

F)1当 *ダ i■ 七「:■ ろう.

そつ内 .●は 占ⅢI寺  `占  風|● `画
|′¬1 ■■ lll` 全 : ●器 i戯勒 自昴1
■l.ti包括したし′)で 我が国11111■ よ |
伝■十
=古
器・た1■ 七市さ′tる もつで り1'台 ll

十

“

後の■1カ 11● ■■■■を大規■に柿少し

,: そダ,句■性
'li l下

■| ='「部 1美征

tr■■‖i■よ|■ ● i去部 Ⅲ i去 |の 1吉F円

す ,ヽ日 |:物11カ ■いをな 1資■|■ある● 束
京メ〕●日

'レ
● ま lt l(か

',つ
博物‖を|き

つ。いて|.る こと■■, コ:よ苦F'どll■ ltひ

天●f部 よそつま こいて
',| 
このス■ Fヽよ

,1,天産 農÷山ホ 高点力 =部 を11少 した
t,)● || =● うちつ■i「 1■物III第 |ロ
内回凛業ξ覧会,)時 に■部省に

'I●

した さ

',「
図普部は 内務省時代には言 .lよ りr,■
|● こ′,‐ た■とから 杓嘔丈■ :LELた
尚 lた

=‖
1属 t´ ttヽ た呻 ■国についてよ t

lF`惇 I力嗅1上 の間に|夕管 |・|'菫 も′, ,た つ`キ古IJ

ヽ体|ヒ さ,十 二姉少して‖1続 した.こ 力ヽ
=

専物館●|・l題は 今日か |み て教育部門を手|
当する文剖」省か■離れて ,内 省 i rFせ さ21
1:二 とでお
' 
さ|,に 京都 奈良という古イF

う ハも古tiヒ 11の最 1,多 く腋在するよし城|=
1草 |力 1:● |`言1し たこ七●,る . =グ ,時 にで,ま

'、

t子 Ⅲl力館のオ ll上 をある前
`か
 :な■i

t itt劇・ltti業書を主と|る 高物

“

に

'.Lし
たとみると問題であろ。 |1性■■tか も

キl卜 ■II常■晰ダ)11題 ,1, 占tt喘
'こ ',流■■'ら ,た・ しく |す ■排「

、91'り想から
U「
1台 20年 11機において九鬼l■  |,を ましめ古

t化 ,オ 調企が盛んとなつ 保護運動の急務を
っ :た 15'
この様な●●らIIt治 |1年 に古イli保i法■'
1'市 コltさ ,(ろ ■

`人
■7■ 1カ

"′

,ltJIと 保

''■

tl■ 力`と1,′ tた こ1を 1カ言],(1ヽ る。 し
I L ttII tに お1.て 力 ろ伝抗||■ 1ヒの■言
● = 市■惇 ll‖

‖各■li l「史 Fヽに ● ●ては

■三]ぅ■1し進歩をイt表 し 各■イヽの社会,■

lilt'物 t■ゼたにみる教■Jヽ■■

=を
計,■ し 十1こつ沿

=を
卜●||に ホ現する

を目||と t兼 |し てヽIFに ■■■,t,し たコ|■

'Tf年
にも■, 物品を■長t lヽス高国|■

lt i■ 七.■■i苦「 i術 i去 J」 [いて t亦
本|「■11」,■ 1ヽ  ■● ■関 |る I Ff期 +の ■
¬i工ま |■
=屯
業し '共 ボiIよ |,|=|に ■■

1と .■● ■物il=所蔵していら百■■|:
品には

'キ
つものもあるので

'L年

を電,1し て

t分 し た,|い を,・・出し ―■工■の■範キ
しく,参 考になる‐l古

=術
511に 」絵等を保

信ヽ  東11す ることを以 て方,|と すること し

た | とある ●トダ
'内
容 ま 京画におす

る|イ タ

'日

のもの ■まで間迪して中の広いもの

を 1ヽ'七 して|ヽ ろう ■●■朝
"は
T史 ||三 み

ても日本た●,闘迪′,i+い ことう・:,長収つ対象

として,ヽ ろつま甲:|■誅い。また我が国の歴史

資+1■ 円してま 本■′〕‐r化 :二歩●|ヽ表し

=]打
ノヽ)イ+会の現象を|イにt tヽ1の ri■ を

卜●的に●■することを目||と Lて tヽ ろ点に

ついては 当時として工■1:積極的な時物館
活動力指向を思 l・ 11る ものと考えられる●

Flキ )21午前餞|,お ける

「
●教育が ■・‐教育

で力稟 1扱 |,■ |■ ,当 のlJ題■'み え 現イt社
会にみる

「

■教育七●ll上性 ま た1会 .・育と
|■ 言葉 |ら 使用 L来ない ■需i■ |1教市||
税念すよ〈叶勢を物語 ,て |・ る しかも博物
燿に教市用:llt置いて ■党争|すの資と[て

`少
でも教育た考直をは,,,● るヽには 惇

lJIと 学|た教育との電迪Hき ユrに しているの

で|よ なが ,た 。●■ Ⅲll■資川の選択 =つ
、ヽ

て | 十 ろ百欧における資オ|のみな
',十

1:(■化財として また←童|1価値評価によ
って取I選択されたむきは 当時力嗜物

“

意

識が日本L■にお|す る日本人●生,Fの給+1
湊合itに 示■する●と Ⅲl'か力r后 よを覚
える.で あるなら|= 人類の生活力IL“ を現

わオ資||す べで
' 
その

"物

館力資卜:の
'J家でなけれぎ■〈 tt造 産の言葉のM,(に 問

[つ ら, 結● よ重要文化喘|1資 llの l■護活
動に 明

'壼

初期に■まれた1専物館の画嶋的な
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[lt叫物年変増史 =;ろ 教育的f■悧

教育性はうばわれてしまったと考えられる.  に勺外「コ■器 武器 内外古銅器●■野
"くさで明■33年 6月 26口 に

' 
従Jtの lf日 ,,  ILl・工占中 嘉■1111西 ,■郭iヽ 15,t参考 1冒 ,

物,|の 名■を崚めて1,宣 ■物ヽになる力t ■  言■派雪谷
"ittt tll以

前製lF,ヽ器11■つ

|[で宮勺省口|■ .に物11を 簡明にし ま■|1  lΠ ( ■董|1美‖i品 ■11象 とする II西 :+輔 i
に史 ■ll ttllT去 ■三割」をLiヒすること  人1襦 ′,||〈 ●らしい

',の

など 博物Iと して
にな1 所謂Fえ|■物館ではある力' 占美  `)教育的意義の範四カ' そのヽ,1す る■■
l縛物館力色彩をさらに● |なお Lた観がら  れた市民にある様である。
る.そ して

「
ま部■,天主 .・・力中グ)晨業 山   コ1『,の貸出しについても「イ学I‐  学会ス

小 漁業に関する資オ1の 人IF分は 農商務省  |よ 公共団体その1しにパて授半 L 
“

「究上或 ま

■び東京|,国大学年ヽ]t■整備さ
'tた

 さ  展覧会等の日||を 以て公衆のパ1便 を計らんと
,,「 博l111● ||ダ)=査会議つ`■ ロヽ ロ開||さ   するtのある場合はその参

`資
料としてJlヽ

れ 資卜の鑑査に■きをおキ lif日 呼物tl十   1‖ す  ことにな ,て いるが 明治31-11年
代から′,研究■業として 臨時今回 に物収訓  ″)間 ■実際千」用された,1を みると 東京美 l」
■,■ ●十日美術史捕線の二つの|き つ

=を
  _~t 日本美術協会 日本美4i院  東京及ひ

している.宮′,省
=ま
,Lに

"'台

21■ 1,臨時  京都美術lI会  東京周′ i会  日本0に会 口
●1コ■物取調局を置いて各地の占■■●調査  本企工会■■ni的 川係機関に害1合多く不I用 さ
を実 ILrさ れていたこと  明|131■古′:キ |卜  , 1しに東京十日大半 県の揃各共進● 人
イ,法制定

=■
な ,て  宝物取調日をだして■  日本窯単語会 本官任l,造言局 好占会 ,ユ

務を,,物tに り しヽいなつで,,| =1,,ill  外 1覧会iそノ)地 各訂IIみ られるが 学●関
訓i言F● 設i首 Lで 様々なi llu供 卜,職■

=  
係
=は
実従
「
去に関lFす る■術■杖■,■山

11 明キi12,ま で lヽmし た.こ れ,,i=る   it工 ■≠I‐に東京市回大学がある ●た●
た古文書 ■画 J′力l i“′■■ 普蹟■に  覧会の気道■'関 lTし て二十ケtlは

'i 
二越,tiは

,● [史 J「●徴埃■
'■
II 美術 i去 =  占

=へ
貸|」」場合|,",,「 嘔風7,■覧会等

■にの■範七なるものをそのllま と|て いる  の
“

lJに

`Eが
ます,われた.こ のl■ な,|'ヽ貸

また美術i史編集 ■■た ,て よ 明
'台

33年 巳  ‖活動 II Ltは  '物
“

,業 七Lて博物t活計
上高国人|,■●に出1古 する日百1■●な,っれた  の体我をと ″)え 今日に,続されている●
もイ)で  IⅢ物年が ,膚 占美術品を言型  ま  にヽに今ロカ|,み るとこのll・な|■物

"16動
の

た全国■イtiに 所点|る 宝物をi「毛された0  沐裁が 日立博l・711よ り実施されて 菫ヽ綿とし
訓さを行なっていたことか

', lt力
J」の■¬i  てモ続 Lて えた■と ,■ | 一つの■物t,F

●識′)普及を目的として 疇物,時■″) ,  動カモデ,,タ イ'と してよく認識されてしま
とを ,た ものと

=え
る.こ ,Lてみると現

`  
った,で あり

「

史|,物

“

つ■■べ |11勃は

言′る|`i博 1カ ||と いうよう |ヽ‐博1カ 1,  中央博1か0メ )み ならう. IL方博物,:■ 1,保守

特,1長 は 明治
"牛
F.L■ じi ttL■l博覧会に   月夕「百りな画,■ つtヽ でま 外国■物■七′]'

出冒|´ たもの● 翌年1月 15日 す |,5H「 日  流は,少
「

なわれて,ヽ る 夕|え ば明治31年共
すで 第 J●り1民 と

“

して開■ t,,て |  ロブリティン・  :ュ ー ,'ア ,、 人,学部●ヽら
45月 21日 よ16月 11口 までな第 1回 とtて   の■煎で 日本の■,風俗写

':や

北れ道1瞑夷

開催 二れが,FI Iヽ画にttす (展覧会と考  台湾
`Ⅲ

■,′ ,風 1●に関する資十を収巣してほ

え
',れ
る 11後 ,々 開千出されるIE Jと な ,た 。 し|,と いうように そ′,他各国から■拭や詢

¬■はt Fl時 ●以11古画 同山,|イ■,「拾
"ill  
●器またはロトの占tイし叶の

「

造品ti交換

と観た●■'■当=あ
ら ,. |ll‐価 として回 ,さ ′tて しま ,た .
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tエイ

"物
■●遭史■■ネ教育|,■■

【0さ れた 0し てぃるか こIt■ ま何れも我
■日1カ ,,の ■工||な●|11(葉 ,1,■ した行為
■1よ なく II置

=お
ける■1月力進歩とれi子 二

11■ろ

`心
から 我■'国にあ ,て は,^ri

nil t tび)=ら ,た と考え ,・ ,1ろ

t在夕]ヽ ■ li l11カ 11内
=表
慶,|が あらす

lF'電設 |よ  月治33●■人 1■ ド 1人 1:人 阜 |
ダ詢∫成■の人真を41し て 東京市●, 東京
■● 1,●■1昌 ti l l 以 |=県に号令して■

=御 ",本
,会 をT.成 し その記さ,サ とし

てⅢI童 11年 1月 21同 ,■ L HI●美li‖ とし

=■
置 t,tt tヵ (1,る . 1カ様

=し
て我,

国の■li嗅: JI物 ,|と t.う もグ,は ,',か ″,
:」 を''業 を,l■ として設立さ■ている●1が 多

( ■ ■i物

“

■にま特に多くか る
「
史百1

●も,う二 |,1[る  これらの日本人の●f物年
■■意 17は 十年 ,,物館のF■ JI展円は |
'1存 思想グ,;ま |ヒ ●景′響から博物t″J卜 をと

',え
て|ろ た )́● 1/1 美

“

imは F■
"記]物 :i塔 とをぇ |,れ  今,お明●百年11●■

■1し てイFLに か ら施設が設■されていろ
●ある.こ ,tも ,I1711施 設■'研究 教市の
t設
=Lて
の発展■IH上する思想 )́一つとし

■イえら
'[る

.

'1`た

十日は物■ | これも|」念事業七Lて
lk子■ ド 1今■人与1御 鵬‖ 1と もな1夫

=|`Fl月
  1里 r公同 m物 けを合せて東京

・: 卜1昂 し 京書||,物 11は 京者F市ヘ ド1号 し
:二 ■●さ月 5 H ttFFユ は■ 1■ れ 後 |■ に
■
`=工

|● された そ′)資 *|は ■習洗 東京
iti'1部■教■●オヽとして動物 i物  植
■■■[ これをも ,て 名実共 1■ 東京■に 専
'「■ =L史

|1美 rjの■物11と な.た ′)でおる.
‐ :■喜I(1,夫 T[2■ 月東大●■によ1多
■ ■
=i業
,た ■' そう後またも 7.¬ 3年

・ 11■ 卸即L大共■ 0し記念として東京市室
i■ |:「 ●■,●て |,れ  ,11省■,翼賛会
:千 三i=れ た. そう10う 中で ま障物輸 1.・ l
:=■ ■■ |:号 1民示 資|+1ヽ 出をし ,て蔵
1‐ :■  ■業書■9学術■■報告普年を1

帳 学
“

i講演等を主とtた事業として延常さ

れ 大+,+戦争終戦後東京 京ちF i良
=共

=各
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'を市口111き |,に書「落単位による地合体r/11.成 を

提励し EI和 7年 ■ま同 L〈 ~児童生徒に,,|
十ろ校外生活 1旨■ =関する■Jを発せら21

■■■lⅢダ)少■団がつくられ 立tヽ よ昭和10
年に占年学技が従来の実業■習学社と青年訓

練■iを総付 で開;1さ れた, これらiみ て
し時ちたかも

'シ「
状勢r/緊綽化から¬民1青

神う札―をはかる日百1と 人政ヨ贅運動への民

円をみること力IL未る.こ う0う 中で 土的
な肯年運・ l 生活改善 労 |」者教育等のuFllき

'み
られるが 1分 とはいえず さらに時物 官

信動としてみるならば 渋沢荻三1■を中心と
|る ア■ ックミュージアムのキ Iえ である.

1't'後 に出来る日本市民た化研究所の実績
として残され 民lr学にみる,「田学 十日学
う111′民俗学 =対 して 民具を対象としたち
T′民

`0学

の出現で
',る

。これ力'も とこ日本青

年会′)動 11ま  ,国 ′,占年会11誡に,令 して
二只i●
「
|||■ |(集 したす 文化1`カメイ,じ

==相
● ,て  そグ,4化に

=意
上ら, 今日

■ヨ
=資
|と なぅている。その資ヽ よ本来‖

■ヽ力

'舌

副分野,ら も重要なものであるが

■■全粗融 ,中 に■活の[代化が工11,る と
|■
=在 +つ民具

夕,不必要化と■i生活用具の

■■FI甲 うヽら ■+民具グ渕1減 とその民只が
言′■三舌力¬it物語る|ヽ わ二人類■につ
■1=貴重なる人‐|グ)せ跡である■とを浚育
iら :た |なか ,た .従 ,て こ it歴 史博
■■■‐1● 巴想

「
輌 ,を ,に■し

=な
かった悪

■言■助語 ,ている.この頃はそうt■ う時点で

書誉■■
=■
よしう 各よし1■物

"的
●もの

´■■
= 
姜イ1驚 7・

=合
多く設立される力i

一部の知識階級の要求 1も とすくもので 市
1(グ).オ■から■まれたものでなく は物|1地
設の社会教育的教化の日的

=■=な
つ ,た .

第二次 L早大載前後になるに■た■載時態勢
に |‖:ない軍音Fのファンズムが強まり 社会教
育11姿 を,肯すことヽな・ た.

第二次世界大戦後は 古i貢 ドにおいて昭千「
21年 3月 のアメリカ教育l●節団r/1・報古斗J

発表以来 社会教育は復築期を迎える それ
,■ よると次の

'コ

〈である.

1 ■告
`省

の■人教育機措を確■すること

2 大学以 下の諸学校に成人教育機能を発
iさ
=る
こと.

3 をヽ,図書館十1=を備´ヽ 教育哄画をこ
れに拮伸 ろ二と.

1 ■け  産業 [史  夫術 /1公 ■博物館
t摯 1常 デること.
5 請演会 ,′ ―ラム 計議i夕)民主||
な方法を nt大 衆やイl■団体に学 ませる

以 ■■項の勧キをホし こ′,趣旨 ICIE
(民間情報教育局 1に受け入れ

',れ
 古領 |

にある日本|= かく″)女口くして教育管理方策
に取 ,入 ,1ら れたのであるが つヽ る勧十は
日本r‐ ■1人 とLて 11極めて■想像に過ぎなか

つた。現実か :,み ると日本′,従来過去にみら

れなかった西欧諸回の急進||な情勢を 教育
文化 産業の各分野の方策として受入れても
風土になしみのないものは種々な面に矛盾が

′|し るものである.結局教育面において 成
人教育のイitみ ても 第 2の諸学技によ人
教育機|ヒ をもたらす点に,t'て |よ  ■●のP
T AiE織 ダ,●●人前Ⅲも一古「・・1市民/1間に瞑

',I 今日1′式化 |る |■ 1至 ってt,ろ 、第 3カ 渕
吉館力普■は 呼物愴|の それ ■比 ′ヽtぎ成」t
Lた とも考え

',れ
る.1:力 'そ れ 輩 市峡画の

■■■第 5グ)講演会 司汽など尺■百1■ 片法
を一it大来や各千Ⅲ自体にす ぎせることを指摘

し [い るが 徹底した人た■欲ダ,中 1惨 :二 し
得たがはt,で ない。これらの結果は 博物
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ilt●物●●I咆 =`ろ 教育|1役 11

"の
中 =L考えられる.■後昴惇|力笙置上 =

公私立に力|'て

'う
て多く,ら ,tる ■' そダ,

内容は』I「諄 11■館 ||"二
'IJ:学
,11 ■

lj“ 特ll専 門字■Ⅲ
'f■“

′)発展■.う |+[
く さ
',■
総合百lj t化館メ〕設■力'日 ■つくl

七■■ろ イ和21■ に ま時物1,法ノ)押 ,L七 ■
■|よ t● 高措した|メ,′]■ 会教育拇間七[
ての,,物館こなけイ」まなら

^1,′
,て おらか

結果的に[ it「 末 民主日本として′,,
ンホライズされ|:も ので 積極||な |ウ物|1活
動ア
'た
め/1tの とよい 難いもつう'大 :「分

=
し■でtる よ定による■■ としての「1物

"||■術研究 4市活動の進展■りをみても+|
るが 学去質の酉」F■ ら十分でまない■■■
|,る 今日 叫物瑣|う4化活動,認識,な さす
ぎるに,指摘される.こ ,11■会教■面にて

■に導ll館施設は 財政的制約により学●教

育を第一 tし  公F‐鮨教育 は普11教育への
順次にに1:す |. 厚物

“

は 大衆の必要領成
より食出さ′1た 日:格として考え,,れ る0い 1に

ある.だが戦前の■物,|■ lLべ ると
'1■

,占動

教育 1ヽ動の面では多少進卜をしてt,る ■. l

れは博物

"グ

)性格から
'て
 教育●■にか

わるものとして 実物査州を対象とした教育
では 学校教育 社会教育の両面に関する領
式をもつものと考えられる´ヽきである。その

,面博1/1上に今日観光企輩面との関,専 と一吉:
の者に限 :,れ たた略 教育Im念 を現実とにて考

えれば 本来社会教育ま十性教育と同様な義
務敦青或いはそれに1原するH格を■つ´ヽきで

あるが F.3題が多々上しる.社会教育行政機
構す―rL形成されこ今回 1物館は舛何なる
方向性を包含すべ

=力
大きな課題が投 L',7t

るプ)1・″,る .

V 教育に対する今日の博物館の課題
厚物■′,基●が今だ定まらない現在  嗜物
館の,L格 を論することは‖1未ないが ヽ物t
法に定義づけられている内容からすると 歴
史博物館 科学停物館における公教育理念は

考え 1,′ tる が ■術|| ■ |力同 ・l●■ 1直
物園 言亡
=“
■にみる性l.= 人十1四 人の性

格によ 1教育Iを ■なう場イ、も土 Lる 。それ
ま1画 人グ)述 味′,令1・TI[ か る施 1渋′)教育||
力 F●I‖■  そう個人■・ ■」||な上場に■ _|:
受け入れな||,■ 1 教育の成果は ,1■ ′ない
二

't(ま

必■しもそれに■ら,tた もつこは■い

●`

「

■ ■学 |,物11の場合にし ,「 の P,
ll“行政上 で1よ さいを感

']L得
るもの■ .ち る.

命ヨ氏は 今日の ■物mま、4市 で,,,TI=
日
`∫

なもノ)で ,あ るとい ,ている力' 今日■博物

■′,教 育|IH格 をriす ることてお, し,
■―センター|1 観光地員1的性格 との間二を
,コ何 1■ |´ こヽ力,課越■一つ Lも てヽえる. さ

',に
学●教育と社会教育との関迪 H力 |●博

物後官を,1¨∫なる1立二つ|す ■るも |■ ,]● 力`わる

今日における|,物館グ)IⅢ置■■+′,中力■, そ
の教育1上 を迪

“

る■とは″に稿をお■ため

て論したい.

V 結語―近代的博物館理念の思想的推移―
我がにの 1物,F夕 )発

"t「

 長い間の鎖回グ)
F仕力ら近代日本′,夜り∫|十 二カ,キ て 西欧諸
国にみる文け腋 ■ オ業■命に十1激を■ |十 て
t促 なオ1車 7・ か|十 ■′t □|卜 ||な高に■覧会
への参加から始まる.特に, 久成 田中芳
男らの博物

"意
識 ま か る西,,情 をいち

早 く,入 し 我力1‖ ,叫物1,設立址動を起 L
た点をヽ記すヽさである その日|111 殖産
興業 富国強■を力 げる明治咸

"′

,政策と

一政し 勺国勧業専覧会,開催され 天産吉F
IJ=■ ■■,視 し さらに神●.分離 l‐ による

結果 '|■■釈思想に伴な ,て 古社iO相
ノ)l■存址動 ■肩眠し 集古,建ン )薇う11か
1,れ  ■設t」物li設立 、́とし:識が高場する
その結果出来た・喘 博物■● 自然 人文両
T~■ ■●ヽ総合1,な もので発tlる が  明治●
期 ■おける置物館の位置つけ |ま  政F職閾の
未分化に伴ない また産業面の教化に重 ■を
置いてヽヽることよ 0そ の所管が晨商務省に・

●
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■1.本+教青¬刹
=t占
:省 |「 よ ,(総■

=
′らヽきも夕,て

^る
■ 171titt司 ,を ■

ら与I・J“′)|・1発 JI表 |し lt栞 = 当|ヽ lⅢ:共÷

=三
||七 十ろ農●■4′)iti`ら ,た 1■ え

:●
=,.IJ■
次第 111物 ,F,4■ ■がヽ国の札

■■■力■来強 (力 ■‖it′ ,に ',tt 
劇
:

■ 8年十十つ水■■〔‖

"嗅

|ま た部省所管た

'  
東■教育 1物 1首メ)存在t■ る■と力.1

′tら .そ′[=|す Lて it教育博力

“

ダ)出■■

=ヽ 1.l七 ,出米なす ,た
「

因 =[■ 教吉ブ,
≡的 11,考 えることう■i未● "‖ 20FI前 後
,三

「
,||1文 |し財保護迪勤夕)1占発千し

'る
L 単な

11'奇なも,, ■市的なく相とLての物質Hj

まittt tか ,tし なか,た たら 人衆 ■,
■,■、であl t,L● その必要理念t何力 ヾ

■上する1,′)があ ,オ」 らヽでまな力ろう力と

イえる。従 ,て 社会教育の必要性
=『
■れて

るにヽか ,,,す ム然として晨商市省IⅢ
='■ に存続 L よ弟にt世の■文化財保設延
まつ高場の中で 明治21年 11内 省 =移言され
: 所;H市回博初■●ち0 その日

"ま
■統

■■■iの洒養と■■に円する■月及び技去の

i=サ をヽ印としてか けら,1た .こ の|キ ■で
■■省′)由 沐科学T~停 llJ難 と,●省の人丈系
■|,館 ′)I=,い の相た力'上 し

=グ
)て

',ろ

. 二

十 L■J tt llJ館 の●をは ,伝吉11“史| ま
・ |「 1美征 il」

「 =1 
工芸吉「,そ の中心

="治 30年の青札寺保存法確立を中格として
,JI 歴史における日的|ま一応陸核国所言Hア
~́力
関連資料と我が国の文イヒ発民の足跡を

ろ■不●資llを もとに 作時代/1社会の現
i=■にし 生活の沿草を総合的二示班する
こ111ら
' 
名円n,■ は積極性力'う ヵ力'ぇ る.

=■ 資■1選択は肯董価値評価にて取捨選択が

■
=1_ 
日本人の十活の沿革を総合日|に示現

i=ヨ 三|七 矛盾するグが 理解11書 しい さら
==■ を主眼とする東京博物館も文化財保設

==■芸術文化の研究と普及というに家的事
貴
「
■ヨ宦物に比べ 意欲的な博物館教育活

覆
=を
≡
=と
しているにも力 ′,,す  その地

li lt陣 l■ ,■ ,生Ⅲ■■
=款
●||■ ||

設十■人ないに京美|:■●と,ヒ してしま|

大正11年 日●|け■物 ||→ 今11●
=迄
大きな

い市色i=ろ ことが出来る. ■十 日旺物年 1ま
甲h=3年
"三
十物mと して名実共 i=杓省ダ,

■
'1■

1,同 ,|=|´  古■■に関連して 全匡
■1■収調■■11,=帝

「
美‖i史偏気●業を■

大 ,半
=L II文

書 t両  曰′,I 美術工
=

i蹟 を中し■=「 ■_に ,微卜■●■li「去
t=上 プ)● 1こ とするt′■ その資卜「杓さと
Lた  その他■号11tの 開催 資l11'出 など′i
業務を合せて そ″,「寸●から 美術|lfr教市
機関■'IF iさ れ 今日=(高

物,1 実行計う
オ~ツ トンクスな構想として認識さ′

`し
ま

,た .従 ,(■物
"ま
■代tR tの 中から社会

■育機関であるという思想にも■らんItま ,t

す 
“

L控ない史み育

"物
館の|■をみなか ,

た そオt● I trttに 設置されている時物111よ
イ|■かの記念ヤ業として設定さ,tて いろ″|う '

多く 悼1/J"が 言1念物化して tま った.tヽ わ
ば記念建達助で1), 厚物

"′

)“T■ 教育i舌
動のtサを■1■ てしまった.
こ にヽ■1ヽ IⅢ物年のあるべき

^を =え
 博

物

`官

の学

“

i研究と大 t教育の目的を樹●する
必要性
=感
するの■ある。

計 ll間中芳男朴L談 「わが回の近イヽ■物
"施設発達資卜Iの集成とその

“

|■.明治柿 1
(社同法人日本諄物|||● 会掃司:収 昭詢
38年●Tl l
2)|■ 1)と F・ し
3)拙前 t物洪存じ想の発tと 神イ[●物,|
のヽ展開J I「や物t口itJヽ ● 41ヽ ,
1  :召f110年

'41帝室諄llll樹「帝ti物 1古嗜史_ IFlll
13年 11月

'1■

より以下要略し ■見を加
える.
5'1.IB,に 同し
|,凛国膊覧会出品口¨首条 /11‐・同午 6月
1理 ■官佐野I民 ]1喪阿諄覧合=御出:|
可●=●テ^た ノF II両条言アJ「院ヽ上中
1=り .

今■凛■l●覧会 ,御回産 ′物品フ■■出
lll=付千′ヽL′ 日||デ ,ス テ取調・∫ヽ 哉

|1略 |
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第 5 日的 `□製造産出ノ有名品及,原価
売価等フ探捜査嗚シ文各ヨ=於テ欠乏求需スル

ノ物品ア検知シ御来貿易ノ神益 卜■ル様f■意可

致事 .

な■々 /内第 1条 ′ヽ女ヨ,今般ノ主目=付広
ク鉱物ン ス産フ採彙シ従来有名ノ生糸 漆袢
陶器ヽモ其製造極テlH良 ニンテ■廉lTナ ルア要

シ各図説フ

'■

べ出I青可ユ候へ共工術 /未夕粗拙

フ免レサル^論 フ不僕殊二御国内剛 谷変遭衣食
iノ 諸要品自月二

=越
プ具‐スルフllテ 多ク'ヽ

輸入ヲ

“

タサルフ得ス第二条ヲ厚ク注意シ征ノ

学芸フネ取スル‐必要′人員フ精選シスエ業各

科ノ学生及諸職170名 程フ分選 シ之フ率ヰテ此

会‐赴キ現地=就テイ専門ノ業術フ実習伝習t
シア精■ノ書:品■

'妙

ノ機械キ其必月ナル^之ア

購求貿易シ帰朝ノ第二条陣物館育1建 =■1スヽキ

ハ之フ,1シ現今数百万 ノ+族卒総テ産業フ要ス
ルノ際会=茉 シ各

「
プエ業フ速‐御国内=伝措

可致ノ方法フ設ケ第四条彼ノロ用品フ精製ンテ

輸出ノ数フ増力]致シ随テ輸入1音 ア減スル様精々

卜意可致事

今般ノ御用筋′ヽ御ロノ誉栄フ■内各国二揚ク

ル ト否ル ト‐関係シ又数十万円ノ金額フ費用シ

テ後来ノ御□益ア期スル重事件二候得′ヽ能11■

ケ条ノ日||フ 達スル様たノ■々緊要 卜

`候
.

近代障物館変遷史にみる教育BI役割

l■野市民(昨夢針所収 )

これによって知れる様に我が日の産業開発

も長い鎖国の間に、すっかり後れをとったこ

とから急務西欧における産業事情を研究し

国内に取り入れ貿易の発展に期する|と を日

的としての博物菫倉幡 が考えられる
=

7, (計 3)に 同じ
8)抑橋源太郎者 鴨 物館 美術館史J(長谷
川書房刊 昭和32年 )
9)社会教育に関する著書は山名次郎著「社会
教育論」 (18,2年 )や l■藤普次郎著「最近社

会教育法J(1809年 )等がみられる。
11 1‐ 瀬鎮 Ftは 「陣/f繊発達史における社会教

育の挫折J(「社会教育学会紀要J ll● 5昭不|
44年 )の論文の中で諄物館における社会教育
の,色 として第 1期 (通俗教育期明治 4年一

大正lo年 ) 第 2期 (社会教育創始期大正 lo
年一昭和10年 ) 第 3期 (社会教育衰磁期昭
和10・T―昭和20年 第 4苅 (社会教育復興期
昭和20年 一現在)と して延代から■代にかけ

て 社会教育の中で博物
"施
設におけるヽ 物

館教育の挫折を論 している.

iO 倉回公裕氏は 昭和43年度博物館学研究会
において 今日の陣物館現状から判断して公
教育ではなく 私教育であり 大衆にとらて
は趣味娯楽にすぎす 一部の者の私塾的存在
であることを述べている.

(本学文学部講師 )

(中 1各 )

I月 6月
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視聴覚教育と民俗館の展示

口

` 
民家と■活

5 民絆館の民示

田 竹二郎

1 まえ■'|
2 ■晴覚教育
3 F・俗館と収■〒,

1 まえがき
■it教育では教授内容 (教 llと 言ってもよ

を教llが生徒に与えるう ll物

“

や図普

奎■|る 社会ir■ でま i従 自身
'教
育内容

■■習Lと らえてくるというように、こ″tは

1■ うと言われている.しかし実のところ二

:=世本適|に ち・uう ところまない。学校′,数

■■も教授内容す教師から直l‐与えら′lろ わ
~:ま
ない.,|え tr花 こつぃて教 l・k→ るとき

三■しているイ乞=つ
いて生徒1珊臓t学習し

■千 ま生徒に観察の要点を指示した0 観察
lFと めてく′した

'す
るにすぎないので i● る.

F■
=に '|て

組支や弥i式の上器を見てそ

■■いを知るのと大■
=な
い.た だ博物館

1■1る とき力要■を1騎■_て くれ まと■
: ]ろ 人,居ない′)●l普通で もしたまた

=■
■員の方力漏 てその指導をしてくれれ|ザ

| |■ itの議,と 同じ ]な るわ |である.

=´ 二つの場合大卜なら■'いう'あ る.■

■■■まれ授さ′tる 生徒を教師が¬分■

= :|二 十と二ろがない。■徒はクラス■
~:一
定で ,t百りには上従の性格 学習能

三=■ ■■ヨ
'市

|:と らえられてtヽ る.と ころ

=■ ='表
青では 入場イ(つ ま,教育され

:■ i手 ま■くとぃうtと らえ1,2tて itヽ .つ

= ・「■■
`=を
教育の対象にしている.|十

=1■ を入||と [■●するか 何をとらえ
■=:=~ヽ41 全く■1カ IFの 人の手にま

= : = そノ,1ズ 集 ll存 管理 =■■IT~=,,ど 上L■にならない程イ子さとと

時物

"は
他の社会教育 (t続ノ

'講
座 臨時

グ)講座 説教 図,1■
'と

同しよう■ 大中
に自由な入場者の学習意欲を予想し その上
にt,て いるため そノ漱 市は「由山な自己
数青Jな どと言′,れ ている そオttよ教11の 1旨
■■‐つよく求両 ■|る 教授  ~学習指導Jと
■11的 こなってt'る グ●

=あ
る.

惇物館の教育の機能をみてきた
',け

てある

が そこでの特色|よ 入場者に見せ 経験させ
ると,ヽ うこと

=あ
る.

2 視聴覚教育
戦後視聴覚教育ということをよく開くよう

にな ,た .博物館での教育は ヽかた
'祝
覚

[よ る教育 輛 党による教育 t入るであろう)

と言 ,て もよ|ヽであろう. しかしエドガー

テールやそれをうけた戦後の日本の人の考え

で11 ilFPir青 即ち視聴党教育という考え方が

支紀的で″,つ た.し た力■ て%館 の実物の
民ホ ■よる社会教育|す  視■覚教育だという.
そう上仕■の

“

験ヽ 劇による経験 理fI実験
見学旅行 こういう[駅で教育することか 1,
絵 写lt 映画 録畠‐ ラ,オ  テレビ そ
″t■回表 言語象徴による教育まですべて:見
聴覚教育だとデールは言う′,である.私は■

の考えは視It i教育をあま1広 +十 ■た考え

たと思うのである。

■|よ こう言う考え方にこれま■■1調 すること

ができないて来た.もつとも強いてこの考え方

に,ヽIL阻上する必要も大してない. とt'う

のは実1/7う展テや実物教育をそ う言ったとこ
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■■竜■■と民|●■F〕霙
「

ろで tll l,「の4市 を変え 新たなもう
=||  

る.

′るFl者 も出て■ないてちろうか |,.1:■ ■ 繕Ⅲ スライド 嗅画キ|よ ■llで すない.

=ll.瑛
の代理 と■る |の  1,■ 代理

'験
て|る 拙市JI属 ■′)たうにIH Iら れて ,●

舌えま祝■党教育 li見

“

し覚″ユというの力'正  二人■つち■で 実際う三人 ,ln tのが 1,は
しい|11= 丈物教育 1観 4損 Fす ■ょ  ・・tiた詢‖象|」なもので、■る.■ ■ども■ ll,,
る業育は人らない と言うヽまで■る.実物  本質 貝け,概 念をと■′

=+1は  ■物■
|

グ,う 0し 経版のうつし 泊観′,う ,L つ  も■l・ て担当て
',る

.■物 ■= それつ't,

,Vlc,■ ●■s experiencc'(■ ■するの■`  者,■々本It見語十七●うti,る .ま た本H
Ittti壕■なつである。十,‐l・前で実助を■●:  をたらえるn二 十神||■ 力を

`〈

ズ|ろ 二

して 見■1■教育しているか 1, I,■覚教
`  
とにな
''た
ない そ二■●両: スライド十

をしていると言うrlよ  適当な言t.方
=|よ
な  こま ●■をと|,′ る● デを除彗 本質をと

tヽ

■1カの民■力で
=な
いtグ]■‐t,て  また

はヽホについて耗覧

`力
思イを促illす るため

地図 口表 綸 写真 スライド 哄画 テ
ー 7 ラ,オ  テレ■÷ 帷 験′)う ṕt,=

●う. このような場合が,物絆
=よ
,.よ う

である.こ の|口敲 11つ しの価■ に入るも
プ)の利用 二,こ そll."■ ,法なので■る
この価城についての実lrの工 ,tや

`1,tま

 惇
物

",現
場でも ,と もよくFわれているln

と思オ,れ る.

ただ つここで,す 1]え るな |= |う o
しJ「■■■讀_を使‐て,教●方法――■
′,意味うli聴党方法― に 1ま  ,ll i■ る教
授 |こ な|' そグ)意 ,ホ (1実物の長テ1,Lブ,■
薇力果からることを,IIし な |れ

=な ',な
い
.

このことをイリ|十力「える,,′,る .側橋源大劇,
■,そ ダ)■ 物

"教
育_の 中で言う 〕́■■ l

と
' 
正 |=こ の」,果を舌 ,て いるグ)で ある.

~陳
,1品 とLて力t画 国表の打色|ま  観覧

者の,1脳 グ)●済を図る■にある 即ちl.1単 を
帯 義として,米 をして理Ft容 易■ 1,し

^|つ■ll■ を許張してホ t そ
^印
象をJ確

ならし,い るにある。   それ
=ま
iと してi=

画を¬|■するう' こ,ttま 書画 ま写真七黒il
思 |ま まにあるにせ●訓し得るからである

と,う .こ ノ)二 七は絵画t■ でなく 凍列 F,
■ ‐ いであろうが ■説に使うステイド
●T テレビ等についても言われることで・ |

らえるの 1イ「●よ|ヽ よう 絵を前成するので
ある.絵や映画は

'つ
し
=ち
るから そう

=
七■'● ,に できるのであら.llち主刷t● を誇
J長 |■印ネ■りFに すること,`月 にてきる
のであろ_」 学●

=tう
た|は や了ltの I‐ 卜11

そ力■|■■■■t il張 している また4´
■
=作
,た モデルもそ |い う■につくっrlヽ

る.

■画|ま  ]寺 と所力'ち t'っ てお二る多くグ,■

会ユ
=自
″製 象をあつ

^で
 あたかも同1+● :

・lに 力■ ,た か,よ うに

'こ

■る んつあて■
Illさ ■′,.そ ういうことも,|る .そ してそ
二から一つ●慨

= 
法11■ 答場 1■習さ

=る
.

■lt'●■ま,物の反テにない長●1,あ ろう
fr夕 )言 |■ ぃ 1真′,意味力,■■つ i`
即■ ||つ しJに よる4■ 11= 以上●よう

な長 T■■,る .し かしそltう |,t言 ,1
11物 ,1/1展示11~う つしJメ〕過■■かち ,て

よ■
',な
いと巴う.●物館→ヽ収+ 1ズ蔵 保

存 民示する中し1ま●物1■ あることま明白(
″,る .■■■資■はその補■■′らる.実物つ
F■テカ欠
=補
t, 記■ t思うな妨|十  またよ

それを44‐訂tす るものとして |.L■資料か役
立つので■ら

'.

3 民俗館と収蔵品
ス
=展
示 F)う 1, とくに,(lr"の 民示につ

いて考■して,Lた い.

11●
「
教育lt畿青して″,る .し たヵ..て 、との

41 -



:

三|な ものをIJtt L l17蔵 |ら か ●
=展
示す

る| IJを 日さしてどう↓、う風に晨示するヵ
■
'い
う二とにつ■てそ′[ぞれ′,民イ,■の方

十■',ら る. イ可′)'1処 ちもたtt,ヵ  ヽ1(1■ 1,′ ,
コ|,′ ,一 ‐,と [て ,R′ ,こ とうヽ計

=イ
|る
`う

では
■・ うヽと 私は思 ,́て いる.貝「|,F,(,生活
,オ,い だ 1っ く,,れた lt色ら 1価値ある文
.L]1を 収+ 1て|, 保存すること_そ′t
工itて  われわれ

=丈 ,ヒ意識t"1戦 L 高
, Iて省さ11■ 健,な k化のitl■向上と文
tう 11造方t養 うこと.こ れを民俗館の日||
■ '=二 ててよぃ■(1な いか と思う.
これが計されるな■ この日||に 向って収
長さ●た尺俗資料を どう■ホ■る, 力ヽ考
えられ L夫 さ″tら わけである.
私ま
'「

年本 ヽい大
=な
民家,そ のま 移

=し
て 1■只その1也 を中にヽ方■ ■|,る 民絆

■■

'と

ること力'で きた.そ こで(1語 ,=只 を
,,て ,ヽた処にそのまま民,パ してら ,́た。1■ ,1
■|の よとくに取 Hし て,1■ 1ぁ ,́たか
liの長示法の片色は前の方 こあ ると思わ
'ろ  この展ホ■式はヽi●■で採用される普
三カ方式であろう力ヽ frlょ 1巴の処でもこ,方

=を
えた 民イ■鮨があ|,■ ちで建議されるよ
=嗣 〈|. 今後司し展示法がlt用 される可

1:・:1多いょうに思われる.
■ 1と ってこの1■ 1●館|よ 興1味 う`あ ,た。こ~■
■の中の生活も推宗できるように思われ
■ 口0て の人に1よ  せひa賞するようすす
●たい と思う しかしそ■と司時に f_は
ず■―抹のさび tさ と言うか 暗ぃ感1青にJ.
●●,1■ ■ ,た と,ヽ ,こ とも否定で|な つヽ っ
た そ′)さ L′)も とに1よ  民示のI句題 眠 ホ
■ L晏ホ方式とう,ヵ,,ろ のではないか と
言「■■ L =し ながら考えたこと

=ら
った.

■■■ 家や|,の tt方の中て行わ′tた上1占に
1 ,,′ !,,′ [が入 ,てィrlな ↓ヽことまりi白 で
'こ  またそこ根 ホされている民具の多く
今ロカ実用になるものも少いであろう.~■
ネ
=こ
の民俗館の全体は 慨 Lて 言う

IL党教育と民イ●11の民i

なら過去のものであり ,,れゎ″tに とって暗
|も のであろう。

Lか しそれた|十 であら ,か .民家とその1
の民示で見せている地方の過よ, たとぇど
′ように暗いも′,Iあ ったに L〔 1 今 人
人|=そ こを,,こ ぇ =躍 してりJろ い人求を
つく
'つ
つある そ′,人たちの力となり 智

憲となりし¬青の故■となって 明るい人来 t

'く
る基礎とな ,た もの なるもの それを

I・集品の中か ,,と く1収出し と(■ 民示て
きないもつておろうか さら■明日をつくる
力や力意や′じ¬青が何で,ら る● 長テ物か 1,I与
示されることを期イ1で |な いもグ)ておろうか
frは 展ホの―っの日標として これを望
みたい.

あのF‐俗 ||グ,も つ資十日
=よ
 二の期待に■

たえるもグ)つ :ヽ く ま′lて いる  と,こ う. そこ
にはヽ家とともに,贈 されたという民具をも
たた 東大な民lT資料を17蔵 してぃるという.
この地方の■民がつ (り  使 った晨 漁 有
猟 ホ L具 家具 炊 灼 TI織 ょ飾 ル[只
信仙|と 々食住の民俗資料 その地方の東工品
ソリのコレク■ョン 斐蚕用具の電集ま重要
t俗資オHに指定さ″tている.
そこに
=こ
′,地方グ,人々だ|卜 でなく わ′t

l,■′)人末をつ (る 基礎 となるもの なった
ものがあるのではないか。文化 |ま都市だけ′,

ものではない.農村にも山 |」 にも 日立たな
いと|ま言え その所では,J人 も一度 ■重らた
ばならない生活の知慧 ilj ttll 道息か
そ二
=発見さ″t伝ぇられて

いるようにじゎれ

る。そrl文化の具体的表現が民具 民|1資 :!
としてあるのではないか。これを円■するよ

うな資料うltlヽが期待
=き
ないもの

`ち
ろう

力 .

束IL′)晨家
=は
■笠を使う それ ま詢う多

いにJし地方 とくに日本海岸の晨家に欠かせ
ない民具でぁ ,た .■の日に道行く人 青田
に慟 く人々の管笠は夫 ttヽ .そ の上使いよさ
働きよさま 見た日以上である llJt■ の言

　́

　

´
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11● 当■市と民1●館のユ■

,,た るヽ■にヽるかとうが 少 (と もす
`れ
  も|,つ‐■■

`・

‐
たそれ´ヽの■情のFであ4,■

た民具〔おらう.雨 にも夏
「
「 Fり にち 良  し

'し
もっ七■

'な
も
')う
'そ ダ,ま ]ら る.そ

いt[ま と〈|=よ い.Pさ をき |る 風i=Lま   れ1駅衆
'■

'占

七 そオをヽれていろ民衆で
でイ」けて

',・

て 今グ)ゴム■,パや
=′
,1,lF  ″,る  1生活′,中 ,',i支能 

「

清 ヽ慧 芸
iな どtiと ころてはなt'.IⅢ 民う.発兄しつ  征 '首徳 i4ダ,よ うな理念,■れる この
( ‖したよ

=七
美しさう'そ こにある.そ し  1́念 う`また0る 力`え‐て■活■はたらさ力|十

てそltが慟 〈農家の今日■社会 ■■きている  生活をつくる 民■尺芸 ま
=ダ
;土 |■■をず,・L

のた。こltう民テをどの上う■する■.人口  現です)ろ う1民 1●諄 ま杉■ Lた民家そグ
'も
の

の上限F)暗力:|に 七日するというtう な,,法 ■  を■示する ととも = その中=の上1占を
は そうよさt―・ しヽも開示されま,,た ■ |. ■■るかぎ1諏示しようとヽる′,であろ|.

イレだ すでも 現代 ■■さ11本 ‐ ´を与え  i11■   l村や農村にち , またら‐たて
'て tヽ るとし

',れ

る. 1者Fl,文 化の使倣 でな tヽ   ろうか.載● ま多く出ているておろう力 I・

農村文化 芸‖[があら十 そlt=何か  |=つ   肯i=も :ヽ市i活の人々を兵省さすものをも ,
いて考えたこと■■,っ た.1召和 2 3■ ■′,  た民家が

'i〈 =,た
と思う.例 え

=私
よ●

こと■ |,る .当 1寺¬でにおこ ,て いた民まE  (■ も求ク,よ うな良本を思t'お こす。

山形県の■ 内地 方 =す
)る
~|ま
たどIJ Iよ この場合も民家七生活 よ 書F分 |,「 も何か

「手l■事の見本J t Ⅲl宗

`ら

二準二 |で高〈言T  'itは (■ l・ う生 1■ を市1'L高■る力を そ

価き,tて 「日本う農民上去′,1ヽ表とにい ,́IJ  ■杓に青つもプ)を 晨示してtヽ ただきたいもの

とて,″tる であ |ま しょう_ と言,,れ ている.  ■
^る致道博lt館 晨長・・

=ん
ど|=ま  背表■■+ そ,で 1ま そびi要 ,卜にこたえ

=1う
な民家と

動について 'よ ,(無知てお ,た .こ のパ 根こい山々を背景た tた 自■ダ,にはを ■

芸を モ L〔農
'ダ

)● 1ヒダ,―面 ti,|し
',ア

|■ そうようなil占 ●当年′)こ ろ ま ■化■i占

開示してく′[る .■旱:昴工去家 +ni家 のF  などと|よ 言わなか ,た .■ しら後れた生活と
こ
'ス

タトにも 十〈れた文化■11■力●ること  Lて きた.|十″tと もそこに|よ 今日の上i占  と
を 開月:Lて く,tる つ

=ら
る. 〈■:I市十t′)t■ t文化を■省させる !.つ

屯業に|,た oた 人は そダ)tu:界 を発見した  ●`ら ,た うだ。
ヽです)ろ う。そノ)●‖i展示 |る ″|よ ,〈 ■ 柳宗 忠

=早
くから 喜家とその中′,■信ダ)

鈍竜者に そ′,世卜を円テ L伝えようとして  に f・ さと上派さ■注 Jし ていてスのよう■言
,て いろ。 たとえ

=日
本ダ凛
=を
訪力る七

ントリ● 23を 見るだけで 光明と考えのほ  内から観●■1,■ |つ く ,た農末力:ら ,た .
機を与えられたことであろう.1■ のバンドリ   ま|=台 ■ 責事場ダ)JLIII'開 ,'tて  '
どグ)よ うに晨示するか.民俗館でも民去館の  Цをうす入́ [な ,■  ■)‐

'〈

1lm lら ,F,

例 t参考に |´ ■ヽで
'な

t'か と思ううで■る. 々ti望十ろ良ィ,あ ,た .=| =高 ..■ i
菅■■ またと|よ  1 2つ 11に 1き ない  ■●:t,台

“
= そ
■に■な
'1,人
|う■■■

が ,〈 人々
`)社
●ア1健康
`エ
ネ 実用 工  =|十た

Lよ う.■■は一番上等,三であるうも
'「

れ

4 民家と生活             ^力  もぅとも■祖が大 (人黒下|′,光るプ,1よ
ユ ま′|ま |■ も長〈 1で |=力 れわた ,た   11にや台所う″,ら

'■
 一番健康●r派な感

民其民■
=´
ラ,ヽ て語 |● きた それ ま 青年  Ltう ける. と言っている.i間 =■ ■

■あ

らi■
'.,そ
,■抱き 捨て力'た く今日まで  る七こ′,で′,る ,ら  も●七も景控|「 設計さ

-42-



I“質教育と民1谷 ||の長ホ

れ [た が_■ にまで立派な感し′)と ■ろに
な.て いる というのである。また台● =よ
|■夫
=控
実な器物力■

=ま
れて 一つグ,■派

な工観 tさ えなしている 一人間ブ,喜 L■ |
の一番控康な而がそこに現れている  Jと .

=■
では台所とそこの■活活動とが一つにな

,て  健美な■つくな生活をわれわれに■せて
|.る のである.

さらに,tん で 怖11の文化から|■ 〈|ま なれ
|=地 方に 持色グ)あ るた化が ラ́くられ保存さ
′[て 同■文化をつくっていることをスのよう

=主卜する.こ ノ)よ うな文化のた■である地

=メ
)t化財こそ民|●

"が
注目Lて ,蒐集し ■

■う人々つたノ)=晏ホすヽ|でヽろう。「―

itiま‐riヒにおく,|`|・ ると焦ま′[る 1し 1ザ II
〕́|ま 日本11自 の

'」

|・●■′[=′ )て  ち力.う

三■からすると そオt',の 日合ま日本独自グ,
■lLに 1ヽし て人

==仙
1直 と意装とをもってい

ら
=い
えよう.も し日本に地方1,「品がこ t

t,た ら ■色もll・めて乏しい存.ti`|,
1■ らろうJと .

5 民俗館の展示
二●まて,,た くし|ま 民家をそダ)ぜ)所 と そ
こ [行わ″tている生■に■ t実 さとt,1=
|=ら 二七 そ Lて それに まわれわオの今日
■|■■民省させるもののあることをの´ヽて

=´= 'そ
の■活のたIl力 .民具であり また

'三
■ 11,ゐ |

■■●こられる立派な柱 業 本|`の 本国
. : ■t■  引き■のよさ 障 ■のヽ そ

=r■ IE`も ぇてぃるところてある。その

1 .: |1技 μit■ 1ま い1,ど ,独特の■
・  ■■二,‐ |る

`く

のものによ今のもの

= =■ ■よないうの力'あ る.そ れなのに: =三 子●:「
= 建具 とLで

のよさま ■
=::=■ ´

=わ
´あ,1の 日常 71 ti■ 昇

‐‐1  ==れ て何とも思わない.と こ
| ■it・ 」 t■■光を浴●■ると 本
二ili■ iる つ

=あ
る.その■ 3‐ を博

物■ とく,こ 民俗館がせわ Iな らないのでは
ないかと思うのである.

そこで以上′,も の 民家 台所 民具 民
芸 道呉等の収歳され ているも′,を ,どのよう
に晨ホするうヽ.こ れ●'つ きの問題である.

1ただ民去の陳列 展示について|よ  民去,|
のIII■ と実際が ヽでに多くを絆決している
ように,日 |.,

民家力晏ホについてである.frに は言うべ

き何物もないのであるか ただ次のような■t
少のiヽ監が″,る .政道ほ物

"の
1夫俣の建築

民家を見たときノ)経験で″,る 。そこには明ギ)

初期の本,生 iキ館やllし い博物館等があ‐て

i多実民家がこれまであぅたところ, 1」 とま

企〈ち力',た環境である.そ のヽこの民家に

とつて]■境は不自然■■である.と ころがそ

'■
=少
しも障喜とはな■な1.■lっ て民家を

う●て..腱 えさLて いる。「,,と  作りの
生々たる大きさ 背■根の軟かさ そ,ti
l」 で1ま感しなかったもの

`ま
なか ,た か.都

市建築の中にr多 されて初うて出たもの 意識
されたも/1で |よ なか ,たか.

前に,り として引いた民俗■に 大きな民家
を小都市の周辺に移業にたものである.そ こ

|よ  亡近く その点者Flj丈イtの
=国
気から多

少良いところこあった。その故か暴示として

見ると 工夫す´ヽきtグ)が多く■っているよ
うに思●イ:.

民Ⅲ ,問題としてf多築民家 こついてのfr..

をtべた.そ の他 民只 民ま 1古  道具等の
1又蔵品はどの■|=工示するが こ′)間返か
ある.

lζ l.館
=ま民イ↑

"と
して,陳■ま 展ホ法

う■,イ,よ

'■

しわ′tる 。その一つ■lH 11と 思

われる 1民具 諸道具の機|ヒ tttgさ |た ..

そ′tの,われたとこ■ おかれたところ
=姜

ホする.と いう
「
11がある.■民の生活

=理
7させ民具の1吏い方をヽらせるためによい展

¬ Iて あると|す思う.し かしそ,tに 並行 Lて
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ユ|よ や より他の民ホ法を民l.館でも使 ,て行

く́ きヽではないかと思う。それま何を言う■ヽ

対比 コントラストの原11と でも言 ,tユ,(
ある.こ れよどこでも使わ|て いるい員」で

こと|『 ´〈言う要のないことである● こグ)

民ホ法をも も,と ‖|え て行 ,た ら と思う
だけである.

このあいたコ学院大学の考占学資料電で経

験したことである。石■で補修され、白いと

ころが大きく人った上器 (縄文 弥生式)力■
前からの陳

'1に

加えて新しくllの上におか′l

てあ ,た .そ こて気付いたこと,t需グ,膚の

美しいことである.こ れまで忠したことノ)な

,っ た美しい 何とち言えなtに雑な 自然
のもつとも人J「のも・‐とも言えない色彩は●

■の山さ■'地 とな ,て ,テ ,出 したものである.

―t需は博物■に諫列さ′てtる .たわ 亡

ll,Iよ  'こ場〈11■しやすくなっているt十

でなく 形 色彩
'強
調され ■ ljI首 |「 さえ

な ,`t・ るのだ.
I LII Fllに IFべ られた民去」,ル  `郷■でま気
イ1カ れな力 ,た すだらしい美 :さ を,=て い

るのに いく度
'11会
いました.面 白tヽ こと

で

'_と
ある■の賀状に書 tヽ たことが

',る

.

明るいデバ ート●画

“

のよ|な陳,1場に並ん

だ民去品 .や民去品など■人らい たたの
民具 道具 11カ ' 農家のお勝手●.■問な

=で
|=は ,tか すない■ Lさ  11■ らしさを|■ 1章
していたグ)を みた。これ|ま今〈不 [義なこ1

です,る 。お1を手や土間の暗いところ 龍千 1｀
沢  それも同■の道具 /1局 色′,中 に

',っ

た

■,党故●とlt俗年の民示

時と|ま ,(ち ,う ょうに見栄 (,Iえ ヽ力'す
るのです,る .民具や道具は11家のそのところ
■民ホ Lて よい ,ヽのだろうか と思 ,た こと
で″,っ i].

その一例となるような小さな■験をもつ.

■島県でそこ71大学の方から黒色の ■■■
を頂戴 Lた .あ る |ヽ 11醤油を入れたもF)が

とも言 ,て おられた。もとま日の当らぬ台所

/1幅 に1),た もので ある,.漆 黒の光 沢
力`とく,■ 美しく イ+ち き′しず 帰りの車中と
り出けては見てきた.帰 ってそれを明るい床
,間 におき草イしをさ Lて ,こ た。するとその漆

色の光沢は一き
',美
しく映える/1で ある 洒

徳オ1であったり書瀬入れであ_た ことなど忘
れたように,こ の経験からしても民具や道具
ま杉集民家のきまりの場所にお t・ て 民示と
考えてよいも,,で あろう力 と思 ,た ことで
ある.

以上のような′ぴ埋現象がわ|(わ れにある.

コントラストと言うのであろう・l.■物瑣官の
展示は■党に主として訴える.こ の・fttLの ビ
■現象を民イ作挨|で 1,t,F方 ェヽ

=力
,え て考膚し

な |れ II■ 1,な tヽ ,`|ま ないか。民イ●1:に独

自■日百t`″,| また他の晨テ原口1も あるこ
とな力`ら 地方の民只 道具 民家 事 し
たう ,て ■活

=で
も その地方で誇 IIし て

,ヽ るもFた 誇らかに展示した,  とt,う の■'
スの順で

',ろ

.

■ |■テ法に つ́いて よ 力「‖綸ス氏との全談
,1有益なテ■をうけている.

1本学ユ学書F教■ |
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樹春山

・ ::,1首百1施 FtF)よ しま |た とき,| `t、 ろ

,|■ いまつヽら18■ 11の こと
=^な
 ニニ

■■場 1よ  ヽ行「 ■「
,■
,商 L物産出七ヽ

■+■そ″)1也の
「
|■ |:な 0'■ も長′●さ,|

■■■ 1,|で ぃぇ1■美 Tl停物■と,単
'■IL喘 L物亡||七 ヵ・・lF Lた ような|′ =
「,LI.・Ilh15年 には■術工■√):1門
■́1:|:し て

「
■■同に,″ | lr¬ ●′,所

:I I Ⅲ普■付嵐|IⅢ ll七 呼 また ま
■F,■ 111改¬■ 21`|・ る. 今日 71

言
',||′
)■ ■ | [´|る .

lf■ tL合 ,,11に |=|「 う1人 ■家力it
l ■■1=+)■ liつ

「
準 そ t´ て 上

「
=il■ ]l it=呼 まれる急|● ●●イ: 11

コ 立 博 物 館 の ′阻:格
―京者
`博

物館の場合―
景

1 ■ ll llの お 11
2 ■者F博物

"ダ

)ぉ こ |

3 

“

.1叫物 11と しての,■雪

1  博物館のおこり
■t'I‐にお||ろ 厚物

"の
I.こ りを■,,る と

■■夕
'初
■まで胡る.徳  +"■ 価4教育′,

■■拠てお ,た ,島 I・Iが 門rの■■し|、
■市記||の実施に|+,て不●とな ,たのて
l二 を利用 1‐ て許回の物

=開
発を目百1と する

●し・.|li ft所 ■'二 |オ 1,,tた 。ちょうどそのこ

=珊 政 ,ヵ l,Pに遣さ′て |,米 `)長覧■キ
■i=i;1■ との見学■ li,て 未t FJヒ 久

「
■の■ [Lに よって 物|″)開発展●とあゎ
二: 占社■ダ)|1器  ヨllJを も,■ して ,
」'ζ発を日|,と する|■●

=|■
+=で

`了

う二

=lt,た . JIご ■年|「 は t吉「省に,lll∫島ヵ'
i'|,れ  二うLた展● I・r置を■ ■■充■備
■■¬′,大■■を中

==多
く,収■ 1冒.す

■■|れ る■ととな・ た これ,日 本にお |

4 供rに 関するよ●
5 ■ |し 1`保護法
6 らわ

'に

■■か盛たに行′,″tた ,+代 である.よ 〈奈良
のFttiグ,■重塔■ 511■ |■■■・な,■
たとか、天平写fが荒IL=“十巻 ■́つ東ね
|■ ●■の世Fで■つ 卜J「に使′,れたとか
景令の人|ム さんを■ 日́ 世ヽしにして,七 |■ お

うと■気に
=え
てい|:1●

=ヽ
う11も ある,巳 |

■1カダ),■  日物it,ヵ ]想か|ヽ■した時|ヽ
■■ .た .

この市'国ⅢⅢ111(=「美● 
「
史 掟
“

i工

■ 工■■11Fを 基本七Lで  |+Jtの沿■
=

41し  ■¬JL想″,,「養  
「
■,,嗜 愕 :t■ つ

it'に 贅ttlと すること
=日
亡1と し ,書 F

'lH4区
1■

`,つ

′[た ,1〒 |`分 を
'tし

て|ヽ た.そ

|´ てそ′]日 ||■ よ-11"な美‖, E■ 4け
とい ,た 日||の |′ ■ヽに ●T鵡導 ●叶 門充
と,ヽ ,た ,にに1,深 い配●ヵ'な さイt〔 |ヽ たよ
|で |,る .の ち二′,kl■ 部門の中力1, 大
t部 言籍11 ■草出, 莉物H」など,」 ●し
,: |1学 |llhll 「 与レ言■ 」ヽ (卍 1直物国
■1,7動物●など■■向の■■をとげ それ

=
れ′)●場 |■ お|て  ,t,j 社会教育色|を ■
・.1卜 tつつo「 1■ 〒 .て いる.

2  京都博物館のおこり
こうLた間にち、 ■者′,中が

',1当
|力の1■

行■日 |■ も.七 J二 ●[●:=|=′千1ti lJ I,

出すヽきであるとう0■から「え嗜ヽはit
な融言
=行
な′,力 たダ,■ ■る.当 ■政

「
■・●

に ■■lt il‐ 十 1/1tti之 布■_ ■よ

古+ 1■ ′11′  ヽ1,■峙〕 /・_「遭 H●
風|1/1卜■7■証シヽ′メ ′′●益少| ■■||な t勁ヵ流卍ゃ
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ナカラズ候処 自然厭 職 新候流幣ヨリ、
退々遺夫毀壊二及ビ候テ′、 実=贅情ス
ベキコトニ候条 各地方二於テ歴

"晟
貯

政シ居候古器 物類 別紙 F,日 ノ通 り、
細大フ論tズ厚ク保全致スベキコト
とあるように、まづ占器 日物を蕉別1旨示して

これを地方官庁を,中 じて政肘に申告させ そ
のあたつから古物保全のヽ策を立てようとし

たのである

こうした千備調査にrFづいて明治20,ごろ
になると、In‐ 時全国宝物取調局が官内省内に

設けられ ltiの宝物に中心を置ぃた全国的
な綜合調査が‐

~施
されることとなる.文部少

編
't鬼
降― らが指導者となり 鴎命天′亡らの

先覚者たちが大活躍をしたのはこのころのこ

とであった。今日を調査した結果 す ぐれた
i物類はこれを登録し また 唯 査状Jと ぃ
う 種の鑑定書を交付しているが ■■日本
の至tと いわれているような第一級の文化財
の多くが、この時の調査によって,といだされ

ているものが多いのに鑑みても この事業と
見識は明治政府の初期にI.け る文イヒ事業とし

ては高く評価されるべきものであった.

こうした全匡||な調査の結果、京者

`と

奈良

方面にはとくにすぐれた■キの宝物類が極め

て多く しかもそれらの大半か破損と湮減の
危険にさらされているという事実も続々判明

して来た。そこで現地においてもこれらの文

化財を■ 1月に委託保存し また公「fI辰示して
観賞と教育の資にあてるべさ施設の 必́要性が

調査の実際にたすきわ った人々の間から強く

仰|ばれるようになり ここに京Rl・ と奈良の地
には 早急に日立の博物館を設けるべき気延
が厳成されるようになって来たのである.

明r.22年 5月  宮内大巨上方久 ,この名によっ
て 博物館割設のことが両県の知事宛に正式
に通達され 官制も定め |,れている。現在の
京都 奈良両日立博物 1創 立の時点はここに
据え′,れ るので 今年はちょうど倉1立80年の
記念すべき年を迎えることとなる。陳列館の

匡立陣 ll館の性格

施工は介■がやや先行し 京都は25年か |,着
1 28年秋に完成  「■国京若畔 物館Jと L
ての用館は30年 5月 1日 であるから 今年で
ちょうどFfl館 72年 日を迎えることとなる.

(京都国立博物館正円)

陳列館は当時としてはもっともモ′ンなフ

レンチルネッサンス様式のいわゆる初期洋風

建築で、片山東熊博士の基本設計 301533が、
奈良博の153388rに 餃べると約2倍の面積を

もっている。いまも京都掛 lrJ憤官の正面|lk風の

上にみえる男女の彫tlは  ,芸 天女と昆肖謁

'F・

であリ ギリシャ川
“

1に おけるギリシャ神

話の神々を 東洋的な神話に置きかえている
ところにも 初期洋風建築としての一つの特
色がみられよう。当時の

'1品

区分をみると

歴史 美術 美術工芸の 3部門に分ち 各部
門にはさらに区と類の小区分を立てて 17区
43類にわけられている。また京都叫物館の敷

地は もと恭明官 と呼ばれる●廷施設が置
かれていた場所である.京都御所にあった[
代天皇の何位牌が庭仏毀釈の結果官延外へ出

されることとなり、 II位牌をここに

'多

して′ヽ

明宮を造建し 御所内でこの御位牌を守って
いた老女
=た
ちの宿合もここに移したのであ

る。そののち御位眸類は再び泉涌寺へ杉され

て今日に至っているが、この力ヽ明宮の凱に本

館は建ったのである.

その後 明治33年には「京都市室陣物槍官J
と改称 大正13年には京都市へ下賜されて「恩

賜京者Iほ物館 |と 改称 昭I127年 には再び国

'と
なり「京都国立博物Lと  Ll度 もその

名称が改められているのは そのまま本年の

一
´
　

　́
　
爛
一
　

妻̈
　
一〓
　

´
　ヽ
ス
〓

ヽ

Ｃ
　
´
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`京

都□こ■物,1日ヽをつ■む|

■■を物「百るにほかならなtヽ .

3  市立博物館としての運営
■同Ⅲ,物館や帝■ ||・71:の 時代は  ■||

=■
IH展 ホ施設とは言tヽ な■ 1,も  や ま,そ
~「
■と電■面には多分に言1,||● 色彩か濃
三
=′
,っ た  ,サ をあすれ

=正
面玄Чま||た

・ ■者の言|!と いうことで F*1閉 11さ lt
'=の 出入同ま|=口 を,用 さllて いたことな
j■ ■ても その ■,fFI年 され 1う 。また
:■ :]■ ,14■に関する通走tに
■力,|,1品 触手証覧Jノ 者^ ●匡人

=二
よ1 円IB式 ロノ■ ■,1“覧キ 11‐
■■ 1し旨

‐
10,士候市 ,従覧‖11,ハ■ lJ

■二||テ

'日

tムル条款二拠ルベシ
:〒■' :|る のを■ても 試に十成|こ =ち1, ■ 時ヽ16を もった一面が推神1さ れる。
‐ ■■■として2F年 間にビる量音ののち

=::I ●太子 11■ の人皇,の御成
■ lJ ■ ■部 |ヽ下暢さ力ることとな
■ ■ |ケ |(書に ま
‐■
==■ =●

物館■地是IJフ 京都 Fニ

■ =■■J民几 右バ司■物哺 1■
■
=~Ц
, 占it′ ,,1場 其FII美

~■ i l■‐位ョス1,■ 卜承知相■度
.  こ1■ ■■民||な立場 ■i,て のtF

'。

しいE音の時期に1ま いること
となった.

Jtti者 1市では■由力■場で

市立美lit設上の計画も進め 1,
れていた,と て、帝

=|1物
IFの

予●は多年に亘るこの褐望を占

たすものとして盲ばれ 全 1民
の|よ執も大きか ったと言ゎれて

いる。■良よ夫■13年 6月 2日

力■,4日
=て
の 3日 間 ユ圧って

■ kな F喝祝賀の全を催し、リ

i易■者|■物苗としてここ|==iL

■第一歩を疇
=出
す事となった

ので
',る
。当|+の朝日斬間の言し

iに 人のように|こ している。
日成妊記念として 京者F市に御TI易 にな
,た 京都市菫 |■ル11は i々 二月―コ■ヽら
京吉ヽ市に,1● :れ  名動、も[13京 イ唯 物
11と よめられ館長と流杢官は奈良博物

"に■
=す
るか 1ltF i,1下は

't常

市にう

こつが″t ■杏偵捕 :名が鑑査員に 属
四名が書記に 技■ 名,技手 [ 庄札
二名 11'衛人十二イカ橋 守にイ改ホされ

て ■″)他拾l.― 名 小世二名 F足
名が市
=員
若しく|ま 市の備人に甲林りす

る●にな ,て いる.

尚このほか学芸委員■|1浅略 1中渤I・
衛11i氏 もヽ,「 11,の 嘱託として残るさう

である.所館長は当分週
「

者が見当るま

で与任オを置う● ■■の■長事務 I・ ■
で行 (と

従来か |,奈良 京苦
`両

上の兼

「

であった久保

L鼎は,良市■惇物館長こ卓任し 市■j.代
の出 F,物 もその大方よ新

“

|「 弓つかれ ■者1
■勁役多久,信 つヽ|・ |″ぇす●■■■取 l・ と
して・t任 し ●代の■年年長として和円不二
男力'lt,し たのは大 F15年 ,月 のことであっ

た。またこの頃にス保田鼎 内藍虎ス郎 浜
1計 lL、 関保之助の諸氏が新たに顧間として
使鳴されている.ル常の当初 IFし い館の名

FF●物暗つ1■i
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□t博物館の性格

私として「美柿i■ Jを使用したい希望も市民
の間に多力った′)で  市当局はその意を,内
省に伺 ったIL ゃはり従米通り 哨 物

"Jの名を用いる事が望ましい日の回各があったの

で 恩賜京都 嗜物■と決定したのだというょ
うな話も伝えられてぃる.T・管後間もない 4

月には 京者
`に

おいて束
=御
成婚奉‖万匡陣

覧会参nI150年記念惇覧会が開かれたので そ
の第 3会場として本館には占美術IFIを 展示す
る事となり 相当の盛況をみた事が記録され
ているL O,1234日 の 3日 間 に互っ
ては この■覧会の全関lT者のi労園遊会が
館庭で開かれ 延べ 5T5百余人の人々が業
まったと記録さィtてぃる。これが思i易 第一歩
の(し,であった。
新

"長
詢 [Л不 :男は■年■者1府庁にイリ

特に教育や 11社寺方面の事情にも詳しかった
人で、1,長 に札任以来‖召和13年に至るまで
10数年その職にた った。当時の事業録を通覧
すると 千「日氏の■職中は特号I民などの開催
頂度は最も多いようでぁり またI■峙■の
いわば欠点でもあった官,的な色千′を去り
市民||な 逝営に重点をお (事にもいろいると

'力
が続けられたようでぁる.現モーターブ

ールの東111に ある 2 1ut建の命庫 (い まは,、 l‐
修■■に改修,も 町千」4年に新築されたもの
で、それまでは、牟lL以来の日態掟人たる :

′晟 (東定の柿の附近にあった)を 使用してい
た勤時のよ態からすれば これは大きな発■
であったと言ぇる

昭不|1年 5月 には「り賜11月牛記念展祝J
が行なわれ その口1品物の全さは記念 J録 と
して■l行されている.ま たこの時の言」念事業
の一つとして 陳,1■玄関の左右に■合を新
栞し 開館以・T30数年間にビって本瑣|へのJ
入日か束口|の挟い非常口 (第 8■菫)を l●用
して来た不便を解i肖 L 正面玄間を開放した
●は当来の措置とは言ぃながら 本tと Lて
は大きなIII進であったとぃぇる 市生時、に
は正面は卓ら官ITの専用という事になってい

たのll 施設等の間 l.‐ からそのままに永らく
弓1さ つづいて・Fて いた訳でぁる.

:  夫■13年 か 1,は 毎年 8月 の初旬に夏期譜座
が開かれ 議演ゃ見学に大いに人気をにした.
これは爾米昭ホΠ12年 に三るまで、すっとイШ航
され その議演録も昭千18年 までは引続き千J
行されている.

こうした活躍はみなfΠ日姉長のイ「任中に_F

画実行された訳で 久保口鼎T長のあとを継
いで 館発展の中期におけるrll積者であ ,た .
いわば台1立以来ょぅゃ く11年期に達 した停物
館が 時と人を得て準々しぃ活躍の

'キ

期に達
Lた事をしゎせるもの力'あ る

京者1市営の間は ltね教育または観光所管
′
'.1局
に属する庁としての運営が続けられ

市民との■しみも増し F・ 七||な経営が続け

られたが ■の,t本百1な性格は市■時イヽ とま
変るところはなく 京都を中心にやは ,全国
に弘くその手を延ばして古美 IIデ1の調査、克

集 保存 啓家にその使命を続けて来た。 L
かしまた 1財政の不

“

1意 式Ⅲll制 Fな とと
いう悪条綱.の下 ■ 物

"に
とっては決して

「
福な|+期 とは ;ぇ られす 今 か ,,思 えば
あらVlる 面にお いて1目 当のマイナスもあっ

たように思 えるが そうLた うちに終戦を
迎 え IIし い民主 日本の7L形 として第 3.「
の活躍期に入る事となった。これよう先戦争
のいよいよ苛烈となって来た昭和]8年頃か ,,

は、各博物館とも蔵 5やキ託品の

“

用を始め

たが、京 Fl・ にも相当の危 l● が7知 されて来た
ので 館では1し崚的去全と思われるIL方の■

'や
出品ξへ ま●●L景 が大Jと な・ て ます

返去|に よる疎I月の

“

置をと, 41・市または七
「出のたらに[却 し得ない残余のi物は重要な
I蔵品と共に Jと岩●の 1中 にある岩會t庫
とlt,峨大党寺の し経段 戦月のす・ lと なっ
て来た昭和2o年には 更に l■地の船井部吉宙
桐の西光+等に分散の措置を取 り 鮨員を計
駐せしめて丈イヒ川の保護に遺はなきな期した

Lか し幸い京イ「にはさしたる戦人も蒙らす
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干1

ヤ

企

‘

ｔ

物

遺

ここに21余年を千て80■ 〆)船を教ぇるに■ ,

た事に 誠 ■
`銘

の深さものを覚える.

しかし本

“

もまた

“

戦直篠における■合つ

Hiと  人心の,liし た・Iの 人■の中にあ ,
て 吉しい■音を続|十 なけれ|∫ならなか ,た
その間にも応ど中の

"■
1相ついて,帰 t

"用
′,● L置 をと,た ,1出・・ 復tも 着々七続け

られ どう■か諄枷 FIし ぃ奎を取り戻 Lつ
■3つ たが 予

=ら
,如意■人手め不足か 1,

■重なi ll″)ェ搬がt険な
'キ
■―を使用し

て行なわれた o 同r」 |■ は牡革■に性すると
つ`た有Iで 今から見れはとでも博物

=七1言 えない11■ を■してt,た ,tII瀑 Jも あ.た .
|ス 入■者・‐共ち少なか ,た 。 に力 Lそ う
:■ |・lに

^,て
も |イカI本水の1に命に「●l,て

■■に,■ が■1+ら れ ヽ■¬体と[て |●
まJヵ■|■ぃ ″1た りしたつも二●Llであ ,

4 保存に関する法律
|`=のヽた脇叶全国■lヵ月ズ調局の,■は
キ :'|■■博物■の手|=f● ,て・■■■■
■■判_″■ 業として,き っかれ 前イ11110●

=]コ ,て  22万 ■にちがい■■i物の刊よ
i■■き,t それ |√)●

『 =東
京 iイ「 ..

■
~ i■

|力●|二十マ+言tさ れて 保Iの 、|.
:  :|る とたちli  l民 ri11さ ,[ス ,こ ととも
i :.■ ,し たことを

=地
として 1月 薔3o

: :=i ttlォの保ィrに 11す る我うヽ日
"■■

`あ
る・li■ i,4■ t‐ ,法律第4,

=  :111t を,Fさ ′[る こととなった. こ
F= ■ 1■にま
・11 =t物 ■ビitttl=シ

= 特
二

“
:: ■■ (′ 美ヽ||′ 慎笥 |■ルベキiプ
|:■寺蘭ti● =「

`詢
, 内十人に=

=:|■ llittt世ィヵ■′、日11ノ 資格
「
,レ

■    ‐1_= 」コ 1 7ィ♀
:」・   ■ る.ま た同じ■liで も 分ヽを

.= ■ i =,■ ■■ /

7_F董  山佑ノ特殊+,レ モノ
丙種 歴史ノ荀1徴 トナルモノ
甲●′ヽ製作侵■ ノF礎二ょ リー、■■四
等二分ツ

'シ
神■ ノ■神若′ハ+ノ 本尊′ヽ1し ,リ

ニ在ラズ

とい .た iti設 けている またLtは これ
を公開の■覧会などには●

=人
いの,勁 .T呵

をと ,て ‖1陳 する■と力`定■ ,,′ tて ぃるL
■た■共や上しを■■法要を除いて 国■グ)
1物‖へは

`“

・11品の義蔵 lあ ることを詳 L
ているのも 保卜と同|キ にその教育的な●Π
を基務f口 :て ぃるもので これを「命令 ‖陳J
とlrん でいる. こうした 1ヽ■はぃ|も 同宝■
重要■化嘲の所有イに 1ヽし て 同

「
1物

“

寺
´ヽの出陳を「勧苦Jし  また出陳ti■認 |

する法11な ti力 先■をなすものでヽって
IFt,政 七 保tの実iと 活lJを ■ ,も つ●
lJ"事業との■本百1な円電を明示するもので
|,ろ う.

古■十保存法は前・Tぉ ょそ30年 |.lに 互 ,て
t化 ,Jの l■置と淳物館延営の,法 として4■
し 昭f日 4■に制定された ¬J=保卜法 |ヘ
リき■)がれた fti法はその第 1条 t
■遣物 =物 ソフILノ 物■‐シテ ■ニ
■ヽノ証徴又′、ま術ノ模範 卜■■ベキモ
ノ′ヽ ■■大巨国十■i会二計日, コ
レフ同iト ンテl.定 スルコ |イ 得

とあ
' 
日法ではキ1定″)●気が 社,っ lr有

する物件に限tさ れてぃた●
= 
斬法では国

■公共団体 法人 さ|,に●人のΠ有|る物
件にまで すべてを折t′対象とするように
1●大されたのでヽる 。ヽきおい与lJ饉の民ホ
資｀ヽとしても 従来は全〈個人の秘直に納ま
・ ,て 笠うことのH!ボ なか ,た 夫行品も IH
t品なるかれにそ′,公||=求め ●〈れ賞と
敦●の合に■てる機会を持ち得るようになっ

たのである。

ま七所法の中FHl 大正ll年 ]は号|=「史
!"名

"天
然記●I・7保存法Jが公布さ71 ■,

岡●●物11の性格
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T

の11■ 1ま さらに●充さ,■て1ヽ るし 昭¬ S■
によ

'111「

重要美征II,メ 保F二

“

スル濠til

■祠定して 匡iに
'1定

をう :で |な ti■
i i ljlFIや I史●■|う  ヽ同

'ヽ

こた出するのを

|,は する■デもヽ ■
',■

1:い る.(ヽわ||る「■

■ つ'1,物
“

資卜|と しても IJ‖  活ヽし′]
るよう
=な
_て  ¬品ま 晴′)t■ t■ る二

七となった
`)ま
ニグ■ころ力ら■●る.

5 文イヒ財保護法
さて
'ど

,つ 鮨ヒ員オ保謹法 1 1召 :125■ 5'1

00日  法伴第214写 をもってお1■  ●■■21
た。そ・
‐

=,力
:ま ,■における■●′iI舌 [

とi青界″)動Iが ,化財の保存に大
=it

l‐ よをもたらLて いたところ はヵl,す も昭
F」 24年 1月  よ昨寺i生 ■火災す● 1 生内
′,世 界||な ■画を 朝にして焼ILて しまう
とい| ま

=と
に

'ま
しい|1来 年にその端を

発している。そして‖法/1ttl■ 〒るまでに

は共多のモ余山JF力 ら` ,た と|す |ヽ え ,法の
精神が議員立法と■うざ ,́めて民主||な提唱

によ ,て 高ヽ場 政
=可
litt tを ■たという

二七に ,,た く|た ち|よ この法律に卜●〈今
■つて{ヒ財行政に 人きな判イ+を もった当1寺
の気■ itヽ まも忘′る■とはできなtヽ .

文化財保護法′,第一条には

このよ律 また|し財を保存L 口つその11
月を」り もって5民ら丈イヒ的向 ■■査

匡上■物■の1■倍

する七とも = 11■文イヒ′lt歩 に責■■

ることを目|||す る.

と ます■詞 1奇 (そ の大 f・名,卜 を■ ,と し さ
ら|[そ ′,第 27条 に

'重要文千ヒ財のう|, 世界た千ヒのサιll● ら

価lL●●高いもので た〈..な いに民の生
たるtの を 1.た ■指定 |る ことが出来る.

七tハ ている.日 常 i,た くしたち0口 ■‐rJ

と咋

“

しヽた , 「国 に_成 , よ・‖L tJな
どとよ●■いるのは す でヽ二うした法ダ)え
llを もつ 綸彰tiLIオ を指 |の である.ま た
この法律の地行によって ヽ米の

~回
i■■

法J ・ヽ晰名 t.人 ,ヽ記念物 |ス ,法 J I三要掟
III¬等 ノ

「
FI=関 ス,レ法●J よらな■に百1,

,荷 をとげ それらはJべてこの‐TI,し い tiヒ
|オ保護法の精神に|八収されたので″,る .そ し
てき
',に
従来はlК存や|ltの ■象外に置か″t

ていた ■(ィ,資■「_「 11ル tiし 財J「 1■蔵文
|ヒリオ_な ど 未,口 1● rlっ,野への■存の1111Bが
らてられIJし わた・・ である.

この法性の■行にHIい 昭和27年 には思|=
■者|■ l・7■ (よ i,tl●●物il「「ク首されるこ
ととな , ■こに人 に13年■ネ l130■ =F
って違Iさ 21て 来た市民惇物■として,4青
|11に命を終ることとを ,た 。

保護法で ま
「
土博物■と」土文化 1オ「1■

■を ‐r化 |`の保存と,lH力立場,',は ,き

'と
条■に規 ,と し そう‖,屁機 川としてグ,汁
格を1月 示している。こと =t化 1`
の利用七11理 に聞して(よ  公開の
名日のもとに その■h百1な ,策
がとら, 各国●●助

“

にはII
i栞 を設||て  文化lltの■■七[lit
への教育||な 円J慮か よヵ ,,´ て ,ヽ

ろ.3競 ともに「■の,_=「t,
美 ll同好者の会員嗣に基 ,́〈 普及

がはうら′しているこ1 411で 列
『

,

講■を,,ナ  占■詢iヽの社会教育
Itな 効果う'珂行されていること

特に東京_li博物

“

では学●向け(京都国立博物ヽ新陳夕,館 )
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日I●物

I,■■と,■ ,テによ :           

結の1・格

,■ 学校敦■ヽ夕〕博

""利
|||の円戸を||さ               11知

事■を 'ら と||

ろことなどまそうした,そ

′)啓ナに■■てい           
多tt百
・
な指導者を得て

オ半■■■や技術る|

,ら ′,れ とみること力t

i.ょ ぅ.                        

掌入 また 女イしの建設
に よかなり積柚 |な |

L■ しコ● 専物||に オ                      

看躍をみせたノ,で ある

ヽるような た ニアζ

・ ¬ま利 ¨

^Jで

日本廿 刀引 輩 拠 置・ lt熊 砥 合■

¬Ⅲ鴨またま"   'い はいっ髯
・lt彙囁甑

i部 や奈良Ⅲ Ⅲ ■:お
に 中 係

ような社会施設やi当施

‐ 口 議 す■な翻 見

的な砒 地 七し■
=
設■  他楷

`1,に
■き|●す(上■に建設されて

i的施設 七して こまな
t・ る .

■iti気道|=千 し〔 ‖常のは1,11も 明
1台 1年メ)1月 に■簡il.l・ |ちの 日御米合を1l Ч

Lて開言1=れ て,ヽ る.前 itし た回う「古器 日

1カ保
=_ダ
,ユ動 とも呼応して ,i.=十下の社

■や E家 =`ネ十==・た=証
rt そ′)品 日

|■ ilし て ■明■ 11'■ i忙定書を,付する
なと 人いに

'由
′,■,,1,古 器曰物保存′,

実績 t■ 十てぃる■' それら′,名 :音 をiう
`

こ′,十事物1吉 1開 |■ 1た ようで |・ る ′,■ 二の

"ま“

所うら 1京

「

第二 | ビ |い まグ,河 F
口,二条 iイ「ホテ,|プ ,あた||に 在・ た勧当

||ち ■●されている 当|キの鑑定員 ]|ませ行
■41 i● 泉為理 飛島井

“

望■グ)|ヽ卿■捩や

卜道三「家 =業内蒙 六兵行に道′ヽと|'.た
■うなit,名 円人家■名が,1ら な ,て t,る
しⅢしこ′‖ 物■ + 呵●16年 に一|し閉■
され ,亡の1歳 ―ヽ F余 11よ ダ]■建設さ|[る 京

者F帝二博物 1言 =Jき
,,ぅ ,ヽ|て 発展JI摯 |力 をと

■ててヽる.い ま|■部回■博物

“

つ列
「
,i,帳

に
'「
■者口に,十睦_ と書■イtた 0 __考 資*:

′,中 |=「京者中1物●Jと ,lLた 蔵¬1を 捺した

ものがあるの|す  こうした本,Fl.生 IIの嘔史
を物..・ るも・‐であ| またこノ)丼力.我が□つ
公立博物■、地方障物館としては最初つもメ〕

であることを¬‐,て こいても
',t'た
い
.

`|■
旅行にお|す るも ,と ,効 性のち′,与

■ヽ門たるの注[を も ,た 71れ になるよう
■勃●としても また●〈薇市の‖1に おtヽ て
i 11==力 をしなけ″liな

',な
い●が,.ヽ

こ|[|=|た ,本公
=夕
,博物,「 において市

:■ れらべ1人きな課題でもらろうと思う

0 おわりに
し力tt化員オ・・ 保存と,「‖ということ|ま
■
'■
1反するス■に,っ ていると,う こと

=¬
調¬と■界をど■に■める力・.そ のため

=|■来 ま■型や1に,な と,=よ る教育ビ嗚 物
■■充実ということも考えられなけれ まなる

FI=日 本
`)「

11物

'官

行政が IF卜 |||■
=社
会

■■■を,法 とする「吉物‖法_七 保,■■■
■■ 1 ・tt叶保護法 との ,じ

「

政によ ,

: ■|イ ●■されててヽると,‐,た IJ逗 も 今
■
~「
■nl¨

“

の行
=■
■,い ては■ |な 問

_:j=■ ろう
"ヽ

と思う。 こ,■ ま教育の口|七
∵
~|||■

'31,て
 話し合tヽ

“

た tて

■■ '■
=な
らなtヽ■,F.3題 でまなかろう

:=記〕

一 三
=■
Jl■ もLI化主義,流れ ま|“ ′

`七
千:=  |た 東京層指「に1+'t業ゃ文
■■ [=力影誓 よ かな|=ず |´ 〈人

[=.た  ■|+つ 京者F市当局 | ニ
ii l■  IFI,し い体

“

llこお }な

■
=■ =li貴

極||● ,力 をは 1,い  ●

1文字は十 京都匡●博物館
普及室長 文書1技吉

'
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国立科学博物館の教育活動

名

1 まえがさ
2 教育活動の語義の概念
3 教育活動の推移
4 教育活動の実態

1  まえがき
博1/7年の教育活・ llは ,岐にわた ,て いる.

対象が不特定多数ら ■ヽであり 取 り上げら
れる土旭 亡範田がなく さまざまな形態で行
なわれる 活動に参力|す る公衆の意慾や知談
の程度も果 ,て いる.どのような教育活勲が

最も迪切であり、学習 ll果があるのが それ
をコI定することも困難である.し かし 実施
した教育活動の体験から害|り 出して 教育,舌
動の実態を検討してみることも必要であろう.

筆者は日立卜「学厚物前に勤務し 過去数年
間 教育I動の企画や実施に川係してきた。
本tでは 日立科学 |,物

"の
過去の教育活動

をふりがえり、現在の実態を明らかにするこ

とによって わが国におけるけ物館の教育活
・ jを考える上に イ可等かの参考になるにが得
られればと考える.

最初の 駆 育活動の語義の概念Jでは 教
育,6動やそれと同しような意味の語句をどの

ように解釈しているのか 勘 ■関係のll説
書に記されている内容から比悛検討したい.

「教育活ullの推移Jでは 
「
立科学 |,物館の

90余年の

「

えのなかで 教育活l・ lは どのよう
に変遷したのが そのlf代の主な事項を取 り
上げて回而したい。「教育言動の実態Jでは、
過1:5+年間に実施した活動内容を整理して、
|・1題の所在を明確にしたい。最後の「01外活

Oll 1 2の lt計Jでは、過去 5ヶ 年間に実施し

た行事を数字でしら L また その中から地
学

'集
会と野鳥観察会をえらび 1し鼓してみ

A 館内教育活動
B 館外教育I動

5 ■外1占勤 1 2の 流計
6 あとがき

たいと思う.

本文よ IJ分 とも忽卒の間に記したもので

あり 充分に意のつ くせない●もあろうが
ご了承をいただきたい。なお 本 tを 中する
にあたり、川係資卜}の使用をこころよく

`諾された石田市―普及課長に感謝の意を表した

い.

2 教育活動の語義の概念
″,が国の時物

"施
設は 既に述べられてい

る如く 占イヽにおいては宗教百1な施設かもの
を17納保管したことから出発し 中 ,i世に
おいては、貴ti捩によるものを収集 保管
展示したりするf/11を 施設か

',発
展してき

たものと考えられている。しかし このよう
な施設は、厚物t発達虻の 卜では重要な,H
をしめるが、資料を収集し、整理保管し ■
先し教育活動にl■するという機能をそなえた

●物■の概念からは ひどくかけはなれてい
る.

欧米式の博物館の機 |しをそなえたに物

"の萌オは 月治に入つてからと考えられよう.慶
応 3年 (1867)パ リーで開かれた第 5回万国

|,覧会に参力]し たm中十男は 帰に後博物
“建設の急務を提唱した 人であり また け

覧会か
',■
■った資十■ 基にして、九f々の黎

円で展覧 会 を開催 して ぃ る:こ れは
広 tヽ 意 味での教育活動である。このような

機運に至るまでには たんに
'国
博覧会の影

響のみでなく 江戸時代から各 l_で本■―~た

卓椎 イIL

一
　

‥

　
一
‘
　
一く
　

一
一　
一”

琴
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Fr■ 学i lll拮 ,)ヨ■■罰

■|]よ ,■ 開かれて,た■ )ヽ会や |力走套■の

|′■′■ ,´,た ■とも■
'■

|こ とまできな|,.

1,ことよ中■ ■■する●覧会つ開
=や
博

"■■手の気道 t llt成 した●  =た らいて
=

■|「 和計画 |『 || |1本 富山F_覧 会の11
巧 1台Ⅲ lllの 地

',,,・

_全■開|=や  地 ●停
litつ綸1設■ち促tし ている.■ +■● I力 11
■今1設 ま 従来のものを11蔵保■するとt'う

●暢tすでなく ものⅢ lし て積極■]に 画さ
■するという●Ⅲ:]査 ,て いる |・‐言|● r

■■

"な
活動■1∫」■された,と 考え1,,tる

'■
■,る .

■,よ うな欧米式●物11が発達する =つれ

,■ 青拮計と,.う こと力十i"||の 11動のな
,「:人
=な
要素をしめら二と|「 なろ しかし

■′t,,れ まただIネと「晨青活動_ tt―,言
■ ( 専ll● で・Liす る●‐・■■■して|る
● その他

~ム
■■■■詢J「普■i占動J「普

i●■J・争育●業_in語
`」

もに■されてい

1.彙●にいえま =れ ぞ,1'「部すま,i■ た

:llili重禁量lli皇 :.躊1:I:竃]
=■
■・ と́れをリカ●事業′)l・Iうてコ|ILi J~||1惇
物1謳業の■をモ ,Lし  _■力停1カ

■■業は 1記の各E●語11● 包性■ろもの

==え |,れ る.

=,1で
ま 彙■11動 とそれに関

"[た
語|」

= 1物 tiで まど″)よ うな盲IIIを もって,
・‐

=,t(|ヽ
るのか  ■|"111[両 | る lt卓モ書

■t「,な か,ら 考えてみよう
■
'た
つ24年 |■ 出llさ れたネ場F)1新しい停

・■|:|[よ ると 教育,こ勤 オ|'物01内 外にお

=」
ltil,ll● 十一ビスの■■でおるとし

「 = |"“ ●―ビスカ具体的な亭「 1まテ
■'=ヽ な,,す  十一ヒスを ,ti■ に対す
「 =せ L考 えるならr l,物 Iが公衆と扶十
:=(て の場合が筆育活動で″,り  |た 。て
_ 言ネ ‐ ●できる.■ 25年 に出版された
■|~ ~■ャ

“

学‖4要 |の l.物■のみ訂■II
l■言■●
=:博
物

“

に共iこを,十は 教育

と学■iT究 との二つて″,り  また 4■●・業
にま成人4青 とす仕のな青と・・両者が 1,る と

している.成 人業育の ,法によ 説明案●
公円諄● 詰習 製l「実習 図占iの 下111
参考資■「,1言 内貸出lt'月  11'1貸出

=■
も リ

す|= ■J展や■物
"ら
宣伝を積極的

=イ
1,,

′コ11な
',な

いことを■げている  ● 学従
業育 ま 学級の停物館■ |・| ギ従の■卜実普
児●■■1日々′,訪 11 ●オヤ,学■貸出 中i
学■つ|,Ⅲ■fl用 大学教育,P,物t利用■
に

'十
てi見円L 学吉:旨■ ■博物

“

を11■ し

な |′ r t● ■■■をl・ハることう'で きな
t,:い うことを1己 tて いる。つ■

'こ
こで′,

イ青●・キ|ま 利IH者 |■ ■してま●極|II‖きか

|る ●べてつ′T■ を含た
=い
る.同 にll情 の

「●17●議青七 ]は 停l・7■の業育|す -11■
全尺

'ヽ

に

'す
る●1カ‖Ⅲの■仕であると考え

こダ)●●■ 社会筆育 という語(■■ 1て てヽる。

本l■ というい■■は前 ■■すた「新しい停1カ

結Jρ 考えた相通する
'■
・ある.「 1初ヽ子

入門L●鶴日,,ユ■なる―■に活 崚青普
及法として 長示と教育活動の二 ]́に 大号lL
ている。.・1市活動 まさらに■内と館外に,11

ている.1,●  外グ,活動 ま 長ホ資十1を 中t
と,ろ ものと 一般み育 1占勤に属するものと
の「つに分 すて 具体JIな頂日を■11て ↓・る.
こ■によって み育i占動の内容とそのIL計 を
,:る こと■'で きる.その後  il●

"11■
に13

載 Lた 同氏の試キ ま 教育■動と日しよう
な意味で「事業Jと いう語句を使用してしヽる.

さらに同じ鶴田二よる「東京都におけるIⅢ物

tの あり方|では 事業のなかに研究事業と教

育普F/●業 と力=あ り 前に■ すた
~'1カ
菫学

入門Jの分類よりは ,勒 館自体の研究 と
い う 面が 強 く llち 出 さ ′して tる .以

にの外に、地上女性を力「味したものとして 棚
僑の「,「土博物,Fせ |こ よると '1土■物

"の事業は 'I上の11究が重要を使命の一つであ

I III蓄 上の必要か らのつ「■ と 笙 員の指導
による外吉:の研究 とがある二とを記 している .
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日立千1学に物■の教育活動

これによって 研究そく事業であるというこ
とを打ち出している.

以上に■げた文献等で明らかなように 敦
市活動という言葉で代表さ′tる IⅢ物Tの事業
は その内容 範囲 場所 ヽ象等とくに限
定されたものではなく、「1物

"と

 般公スが
接 llし た時におころ全ての行動を表現してい

る.ただ それが時により「ものと人Jと の
F‐ 触であったり 「人と人Jと の結びつきで
あ,た りすることが考えられる。

・11)日本博物鮨協会綿「わが向の近代博物館
随設発達資料の葉成とその研究J大エ
昭和編 P10

2)木場 「ヽ折し,■物鮨 1昭和24年
3)棚 lF源太郎 呻 物館学綱要J第 7章
昭和25年

4)11上「博物饉教育J 昭和28年
5,日 本陣llll協 会編 鴨 物,|‐半入円 .

昭和31年

6)鶴円総 郎「日本のほ物■の教育活動
の現状とそ・●間腱■についてJ

博物瑣首荀1究 Voし  31  Nalo

昭f133年

7)同 :「東京都におけるや物liの あり方J
社会教育シリーズヽ48 111和 41年

8)ll橋源太郎・・lliヽ物館J 昭和 7年

3 教育活動の推移
月治10年教育博物館 として倉1設 されてか ら

今 日に至 るまで東京教育博物絆 東京惇物館
東京科学ほ物

" 
国●科学呼物tと 改称され

|1数年の歳

'1が

ながれている。この間 諸科
学の著しい発

=と
共に 近代社会のうぎまL

い進展と相快 ,て  教育活動にも大きな変こ
かみられる.そ こには 国の方針なつ 社会
ljな事象+に大きく影響されている

明治10年 8月  始めて開館した頂の日||は
「教育上必

=ナ
ル内外諸般ノ物品フ蒐集ン教

育二従事スル者′捜討ニロシ兼テ公衆ノ米観

二供シ以テ世益フ謀ランカ為Jと なっており

民〒内容の多くは、外国より喘入した教育用

参考卜書 理化学器械 ll物標本 学技から
納められたI従の成績品、学校生 ,こ状況●真
学用品 4地の物産品等であった。このよう
に自然科学資■「のみでなく 理工 学問係 責
llに も重きがおかれていた.ま た 当時外国
製理科器械が多く収集保 lfさ れていた事から

これらの器械を学技の要求に,し Lて 製造した

り 地方の学校へ器■を交●するために民間
業者にも製造させ 推薦幹旋の力をとると,｀
うことなども仕事とした.こ れ |ま 博4カ i官が子

使教育に
`卜

することを大きな日||と していた

ことを物語っている.り 1治 11年 には 小学校
教員の学力補充の日泊|で物理、衛十二千日の

学芸講漬会が開始され これはのちに  「学
術証義用設丸員JJに 従 って 動物 l●L物 地
文 物理 化十 数学、物性論、4学 光学
占響学 算術教授法、衛t等のよい分,1に し
って、暑根を■用し実験を |に した誠習会と

して実施している。これらの博物■ ,占動は,旨

導者を育成するという面で大きな意義があっ

た 一方 明治30年には 長ホ
『
tを 利用して調古

研究をする観覧者のために、各陳¬,場の 人
に特号1■が設置された.お もにL術開業■.f
試験応募者、教員検定受験者等の受験のため

に利用されている。とちらかというと 博物

"が
一吉|の 人たちの生活と結びついた矢くこ

とのできない施設であったことを示している.

大正 3年東京教育博物ヽと改称され 従来
の学校姉 に直接従事する指導者等のォ1用に

供するばかつでなく 自然科学 生活
「
学の

分 ,子が整備され 通イ,教育にも重にが置かれ
るようになった。これは 明治末期の道俗教
育調査委員会が通イ.・教育の重要性を認め 通
1●教育館をIll設 したことに端を発している.

晨示の面にも 土態陳¬1カ 'と り入れら″tた り
動オ直物を|・崎 ■養して十態を観察させるとい

う方向にもすすんだ。大正 5年 8月 コレラ病

が

'「

Jに 流行 し コレラの予防に関する知識
を与える こ とを日的 に 向年 9月 か ,,50

|

熟
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J問  「虎コ∫●I病予防迪俗民覧ヽ 力'開催さ
●た。これ |ま 今日の1す別展の鳴矢であり 約
1万 人が祝覧している.社会的な

'象
が発生

し ll物館がそれに対応して ただちに道俗
表育のための展覧会を開いたことに大きな■

基がある。以後 普物
"事
業のなかに、特 ,リ

員が大きな位置をしめるようになり ■,こに
宣按粘 llつ くょうな■題が取 り

「
げられた.

ヽ正]3年 までに 大戦争と科学 食 1冒,衛上経
● 天然痘予 lll、 療 lJ不」月 家学科学 災■

=に
 生活改善 庁 兄菫衛■ 鉱物文lll、

言1量 印昂1文化 活動写■ 運動体育 !肯 費
電青 動 1/7利用晨覧会,ヵ」,日 |“ されている。
●刷文化民覧会は31日 間に313 1oo人 が観覧

_て いる.ま た 特別展に関連して 通イ谷議
ミ● 実演会 ,占 |lj写■哄写会 言こ念週間の催
■等の

“

帝

"業
もさかんになっている 今日

=ら
続いている 6月 10日 の「時の記念□Jも
Fヽ8年 に開いた「生活改■展覧会Jに端を
考したものであり ほ物館のイ1・ ,が■会生活

=三名な影響を与えることにもなった

大正 10年東京 |′物憤|と なる.これまで通俗
貴書に重■がぉかれた事業は「自然●「学及び

そつ応用に関して社会教育上必要なる物品を

く実 陳,1し て公衆の観覧に供 するを日的と

'る .と なり その結果は自然科学参考昴|の
i■ となり 天産館、

「

■,Fの ■大吉1門の拡

==画 としてぁらわれた また この時期は
三 次世界大戦後のi千済複其の時期でもあり
~シ
ントン会議における年備締少問題が協議

=●
たこと等により 回方をllば し肛民生活

「
itを 図るためには 理化思想の普及が.必
ミ
=考
えられ、第45回帝 ]議会で■化学 ll物

=ミ
手に関する建議が市場 致で栞択されて

= しかし これらの計画は不+に Lて、カ
質t員災の突発によりII折 している.震災に

` 
■多の貴重な資●|は ら有に帰したが、・|

I三 [|ま  技災後最初の民覧会として「芋Lの
三覧台_が開催され 続いて「衛■工業展覧
二 ●'青かれている。昭Ilに なると 全国学

に立
「
学博物,|の教育活動

校 l.学教育 兜童生活、産業教育 温泉展覧
会手がもたれている.ど ちらかというと 被
実修の惇物館

'業
は慣興ということで資料の

1文集に■力が注がれた。農人に関する資ヤ|

機械電気、だ案 L本 航空 灯火器 農産農
具に関する資■l等が上なるもので、今日なお

保存されているものが炒くはない.

昭「 16年 東京科学ほ4/711と 改称された。震
災復興ということで 現在のILに 飛行機型の
建物 (1号
")が
完成してから、標本室や研

究室の使用なども許し、団体税覧者に対 Lて

は

'こ

動写真映画を求めに応して上映するとい

う積極的な活動も「.1始 している.一方では
理工学に関する展ホが充実改善され 観覧者
向らが実験観察をする装置のIt用 とか、時間

を定めて陳列 ,■の実mを 行なってみせる方法
などもとり入れている.特別F● は昭「 17年 に
開いた「tT戸時代の科学J民 を最初に 暗葉
電気通信実演 昆虫標本製作、シーボル ト資
■l 天然色映画発達資ll ネ汽文化、昆虫
十響オ1学■覧会等が13年 までに開かれている.

今なお実施されている動殖物の採集会 地学
見学旅行、理工学施設,こ学会等の館外活動の

At礎がこの頃に栞かれた。しかし 戦争が苛
酷になるに /Lつ てir育活動にはみるべきもの

がなくなった.

I召和24年日立科製 専物■と改Tlさ れた.載
後の社会が安定するにつれて 次第に教育活
動も活発となり ,月 第 1日 |七 を天体観細1法
講演会、第 2■曜を気象普及講演会 第 3土 曜

を大文学普及講演会という形で定期 llに 実施

している.地学や動 l■L物の見学採集会も漸次

復活した。2年に ま移動展という名日で小日原市
で開かれた展覧会は新らしい館外活動として

こ日される 珀官内の■月1民は第13回 暗美公開
陳列会を■切りに自然史科学 理工学の中広
い分野にわた って  年 6国 内外 で今日ま
で計130回 開催されている。名称も時により「公

開陳列会J「特別陳列J「特別展覧会」「特,1展
ボJ「 lt別展J「 ……民Jと 一定していない.

55-



E上「1学四物||のィ育■勤

■■II物諄に,す る社会||な表■は lilt   ,1下  口日Jと に内容を検|:Lよ う。
のうつり■ヽわ 1 l lLI■■[し ている

"｀

 11■ A l官 |● 教育 :舌勁

が

'す
ら 学11,IF分

`ヒ

されるこしたん 。■  ■1に ついて|す―|け ●● ,,。 までの●日を実
所し,ヽ JIt'要ヽされることとなった そ′[  地 Lて |、 る oは ,こ却|11 然●吉:「 1のすし
う'「 小学術会議のキI卜による自■■研究 t  r 動物 値物出 .の ,tホ品にfiい て■■し
ンタ とLてのイ,古1,で あ ,た .そ の吉果   てぃる。それ ま

“

訂七|.う ょ, 俗 itヽ ぅ案
3F iの 法改 11■

~匡
■1l i■illl館は自沐 |̈こ   にで,,る .日ヽ●覧等でヽ勺

=十
■ |,れ るこ

関するfl■その地の白,ヽ¬■■,その応■の  ともぁる力ヽ I111な l.イ,■ l■ いて ,[状ては
詞●lT究 を行ない |し ,に 二れ 1,に Чする●  4■ 者のし■|●に Ⅲヽた●ことができない.
■|を 収業 保管 :て公衆

^,覧
にl■ するとと  もまI■地■■'ら

' 
■示場の案内年 ま随峙

も1亡  こ′11=間 tする事÷
=i〒
な| らわせ  ,ヽ してぃるが 直■民●●十「を17説する設

て白,ヽ■|「■のよい■
=僣
■●tェをはるl‐間  柿はそなえ,,れ ていない。ボタンを り́■と解

七|ろ _と なり 従来′)-1,公 衆i li象 七十  計が:iれ ると,,■ Fを おいたこともち ,た
る自然11■ とその|こ |■

=聞
する分
=011会
4  ● ■乱を最後ま

`日
かない■ 人力陳11品

昔ヽ門う` その■ヽも,命 も与 ,研究憔間
`t  
に ,つるという●「」が強〈長乱さまし,■ っ

機|ヒが,置 される■とによ ,て ■ ,,し い一  た. c lJ案 ● ■1 ,ィ |ブ ,ク iがヤ成
すt暗■

“

して|・ る.だからとい ,て 教育  されている。しつし ,ィ「 7● クは芋門の
活動日i■ .た ●1しがみられたの■ |■ (   11究 者によ ,で■■・されるために ―11的な
依ヽとして従水

“

■ヽつ教育■動|'柱 |す ら,tて   晨ホ耐,の ,証 と,ヽ うょ 11ょ  Jし らその分野
:ヽ ることによ● |は ない [か し 戦後2o4  の班説言′,●

`Ⅲ
強く 、る千葉の 日ヽ■ヵ'な

■間に,■ してきt■●活」t' 果して|=,  ぃと■,し
=〈
ぃ■も ,́る . it■徒に手■

のt→にかな .た もらでヽ .■■
=う
が 中  に読まttる ような

'Fi占
′,Z要を■感する.

■ユ■■学,物iと Lて在るヽ二●グi壌市i  dま +:J民 に
'け

|・Iし て請●会 17訂 tヽ ●を時
動でら ,た か

=Ⅲ
Ⅲ 請I=立場=t● し=

によ|■屯せてぃるか 直,I■昧〕に関t
けれ
=な
らないII Illに きてぃる Lた

'1月

ll‐■■■■会

“

「究は行を ,て ,ヽない.
よ |■●ま 5,十円 131年 1月 ～44年 ,月 ,   e=っ ぃては

`「
6 Π ltFた IH■ してぃる.出 号1

に実施したlξ動を■理 し ■■を月|,■ たヽL  ■ ■教育1占 ltつ 人 |な ITを なit′)で |,る う
'

よう. 現在常峙陳珂の■●を日||と して企画実施さ

′tて |ま |ヽ ない.
4 教育活動の実態 2,については ほ物■■ll lMぃ 。.m―
教育活動の内容については 既に「|||力ヽ  lcathe r, ,二 〈ことによ■て  一応この
`十人● | 二言己砒されており、それを項日:1に   日||■ tす るので,,る が "度 としては東京
うかかうことができる 第 1表ソ

`掏

|は博物館  日立●Iltと 同様に■■課がおかれ このう
●入円に,載 されている鶴口給―llの分1頁 を  野の■■1■卜´っている [う し 普及:R職
■にして 厚嚇

“

「■31巻■,=で修正したも  ●は,円Hで 、るとはいいな■ヽ1 普■事タ
のである.二 の■で明らかな||〈 教育信勁は  に,',it 常に観■者とを■をll,て |■に
ヽ内と館外の活動に大別され 両活動とも展  その日Jlt iし ているとよ

=え
られない.I

テ資渕 I関する直書||な i占動と 般活動とに  |=観・.者 とl.,1し ■間や‖談 二おすヵる■ lt
細分される.表′)イ |ユ|はこの分類に″,て はまる  J,■ を置くこと■泌 妥でぁ■う. bよ

“

眈 生
コ立科学に物館の話動を記入したものである  ■本菫を随峙開●して,1■者年に使iを 図っ
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はの教育活動

― ― ―
― ―

―
-1

a 案内人              1 定1定唾 菊 ,卸 人村 の■日間岨 軌

d Rテ資llに直接師.す る集会活動

b 案内施設
し 出版活動及びその他の資14作成預布
活・uj

●物関l.)不定期||なく内(団体等でヽ別に案
●を求めら′したとき,

館内案内のための放送

ヨ立科学博物館の手号 英文案内、ガイドブッ
ク皓 推勁物のL化 晴手し類 地衣 維管東植物
」7ヽ峙計)等
展覧会に対随して実施する誠減会 護習会 説
り」案●等

牛● 6回 の開催

rr究
=標
本室を用旋してII究者の便をはって

いる.J普室の 11利用 学会 司好会 議話会
等への会場の貨与

財 ]法人科学博物鮨後援会が l■ i.lさ れている
児童生徒の館●案内、教トロこ間違した映画の L
I央

各lrの 紹介質F.3に 対する情報の提供

陣 ll館に関する|″究会(国立科学‖物館振興に

関する会議)の円11

学会キ との共催による研グ:発表 総会等 「Π
本,1島の自然史科学1,総合研究Jの発表 海外
停lll瑣官枕察報告会等

自然■学とその応用に1川する各種の証演会 議
習会 議

“

等を随時I打催してぃる

|」製作成議習会、fI学写真講習会 気象講貿会
魚拓作成議習会等

'日
曜 祝日のll学関係映画の上映(1'前
午後各 lF)

a

b

し

d

葉、コンクール等

h 各種記念行事 年中行事等

片号1展

一般館内教育活動

博物1,教 ll等教育活動のための人

41重施設の開放と指導

丁1用者との組織

"結
合

学●教育の7南助活動

●   lteference Vヽ。 lk

f 各種館内業全活動
イ ヤ
'物

生活動に関する協議会 研究会
●談会、恣議会ヽ
口 研究発表会

誌演会、護習会 研究会、研究誌座

文化教ま、夏 llJ大学、指導読■等

技 ll嵩習会、実験実習証座キ

ホ 映画、幻●、テレビ ラジオ 祇芝H
人形芝居 劇等 LH■祝聴党に訴える

形式の集会
｀ 近味の集会そのイし
g 絵画、1ォ究論文、作品等の各下

“

懸貨芽

1 畢警[漫冒,1量
-57-
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「
1

日立利学

館外教育活動

展ホ資|+を 中,心 とする,外教育活動
a 移動民テ

b 展ホ資11の ■‖|

一般館外教育活動

ユ Oll館教師等によるlζ F●|ま たは出張
1旨導

b 各種銃外集会活動
イ 採業会 見学旅行

移動R(■物の進化、動 くぉもちゃのI,学 日本
の 「ヽ子を築いた人たち展)の開催
所蔵資料を地サに物■年の要望により貸」|し
ている

移動展年の輩師派遣 陳列指準者等のllk遺

IL学 動物 植物関lTの ft集会 見学l17行 工場
口眈 所等の施設見学会を随時間催

夏休みの子供を対象にした「けと子のための採
集と見学会J「自然に親しむ会J(3汗 4日 )等
内外における自然ヽすo物館の調査 日米●1学
教育ァ換映画の観覧調壺等

年月:催 llニ ュースJの発行、自然●1学 と
"物館 日立科学停物

"研
究報告 に立11学時物

の教育■動

―
一 “
専報の発行等

聖
― ―― ¬

口 夏期学校 冬山教室等

・  ■外調ilF究の実施

d 広識 宣伝,占動

ている.技 lj関係の|」製 薄1製作■手は大
学の厚物館学計座受講上の ,1学に大いにす1用
されている.学会 同好会,が請義 _‐  講■
年を利用する例は 年々多くなる傾向になり
tr設利用という面では大いに活用されている。
cに ついては、 専物館の利用を促進し教育効
果をあげるための いゎゅる友の会的なl■ ill
ではないが ,召和i4年に「科学博物館の事業
を後援し,1せてその普及発達を』力長|するJこ と
を目的に設立されたlt団法人ll学博物I後掟
会が今日なぉィ続している。また 館の研究
者が世話役となり 地学同,r会、大文研

“

じ会
等がl■ l llさ れ活動を続けてぃる.日 本菌学会
日本只類学会 日本科学史学会キの

'務
は関

係口「究室で行なっており 研 ,じ的な組慨を通
してもll用活用されている.dに ついては、

雪[讐早II肇〔[年撃巌晏1[章:絲雷[
れるように展示の政普、教育活動の強化手に

'う
ることが必要であり 学校側においても、

も .と 館を有効に利用する,力が望まれる。
そのためには 学校の理 |ヽ11当 教員等と館と
の悪談のFF会 を持つことが望ましいJと され
ているが 惇物館が不1用 される機会をまつの
ではなく、利用させるために●極的に働きか

ける

'力
を■わねばならないであろう。■fl

教育センター、背少年センター等との密接な
連絡も

`ビ
要となってくる.eに ついては 一

応普及課で処理するが、専 Fり |,な事項につい

ては研究部で行なう.fは 6項 日に分けてぃ
るが、へll外は実施している. イはLI立科学

''物

館ltF共 に関する会議ヵ'も た,t ,Hホ 142年
11月 1日 そのなるべき姿が文.l大 臣に答Jさ
れた。口は学会等との共催で随峙研究発表等
かもたれている。ただ 観覧者が博物館を利
用した立場から |■l物館の民示内容をゴ

`題
に

した研究集会等は実施されていない。二は II
術 1参 得のための集会であり ll製請習会が
tJ'」 として挙げられる.この設習会は他の施
設では実施不可能な講習会であり ■lttll学

―

                                         .
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●物

'ビ

■自なものア)っでもある ■a`卜 J予
で1ま●ヨ卍 祝日に 1嗅 してぃる●画全つ,挙
け
',れ
る。■として その時に tlぃ て|る 特

別■に関1菫 Lた 7イ ルユ、を卜峡にてぃる.‐|
2回の11+● ITh Hで、る「■ともの口J「 kイし
,日 .|よ  ここ44■ ウォtト  ティズニのぅ
作を上ⅢⅢるtlと な,損,1化 している. はヽと
くに●・

“

して,,な い力 11■生Iの なか|[七
けこんだ教養消二等を考えねばならないであ
ろぅ.gは 1助

"と
児J■徒
"は
 ■をヽ米と

の右l_的 なつなかりをもっものとLて  最も

'ユ

した,■動でぁるが これに該当する仕事は
■地されて|ヽ ない■●ょに |「「1学●真コシ
′―Iレ Jが■施されljこ ともヽ った 毎年11
月の● 2週が,コⅢI物L週間でぁる力ヽ ■ヵ

'J間

のために実施したF争ぅ,h==く まれる.
4年前には青物1首 tミ ■―を,Hき  に物● ■

1:i香『抒易1『 i量讐:i117窯 :し量
lT■ 会Jを FT・ いて、

'■

周の意事を|●■■ぃる.
B rl'卜 教育信J
l,の千′副民に ラ́いては 前章で無れたIЛ
〈 域″小 ¬Fけで .―.●に開かれている.下´
勤tと して|キ ,1に 予算,言 卜され 本格百りに
■ Itさ れた,,は 昭和lo年からである.毎年地方
力H物
"地
設■を会場にし ,也元の県敲市委

■●と,1催 で実施して ,、 る.今 までに「上 l・の
,ti七 [副 (ぉ もちゃ・

‐
■1学 ‐「日本の利学を

'い
た人たちJを・E理 にしたが 本●ま第 ,

■有極al11隊のlⅢ ⅢⅢィTの成功を記念して .l
‐F=関するFr覧 会を予定している。過去4ケ年
■15ク 所を会場にし延454411名 ,観覧して
るヽ¨につぃてょ所茂資メ|を地

=●
物館等の

ヨ菫により無l.で貸ュ|してぃる.,デ :資 llの み

=過 =に
,内  .打催 した写真長の資十+it,

こして貸JIし てぃる.近年は百貨店で開かれ

'贅
覧会が多くなり 貸」じ数も増加の傾向に

'ろ .前記した,,〈  淳物拮と学技教育が宮 r―
=■ひっかね|ぎ ならないとするならば 教Tlに
■|,れ る標本を組にして学校に貸JIし  箋|`

に工「1学
=物
■′)敦●活j―

として有効に活‖されるような方向に■ って
7p〈 ことも将求は考え

^ま
ならないであら,.

2■ 1ま 博物

"が
地域社会と密接に結びつ てた

めに必要な活動である。しかし 日立オ1学 惇物
11は たんに東京地IIの科学 t・l物館と考えるよ
りは 中央ll学‖物 官として国●の1+学博物■の
模範的 指導亡0な立場か ,,の i舌勤を実施しな }
″●Iな 1,ない,■■では資料貸出しに伴なう
陳¬晰 導の職貞派,=十度に■ま ,て いる.bは
教育●動のなつて最 も数多く実施されているも
のである.ィ は動物 ●物 地学 理工の |■ ぃ
分野にオ,た ,て ぃる.時によ ,IT集 会 観察会
見学会などと,、ゎれる名fl¨波 用さ″tる た●
ri.集 会については 多人数でI・ 本を採集するこ
とによ ,て 現地が薇襲されるので 自然保護
という立場から考え′Jェ問題がぁる 口に属す
るものとして 夏休み|=,と 子をtr象 にした
活動が■げられる.機の生物 見虫 植物
化石等に分けて実施してぃる。貸切バスを手J
用するので 事前 事後の指■は車●で行な
つている 宿1白 を要するものに ‐向米 に 説
しむ会Jヵ 'ぁ る.自然に身近におれて地

“

し
ようとするもので 栃木県塩原 福島県会津
+' 新潟県佐波 長同などで実施してぃる.
C(よ 障物館利用者が

"外
●各種の調査■■を

する場合なども合まれるが ,1用者の調査研
究を●極

`|に
■■してぃる■

"|は
みら,tない

ここでは職目による調詢 F究のみ,半げら
れる.昭和42年度から23年間の長期にわたっ

I「「:彙fi:動響晨:晏螢曇讐11・軍會『
ら送●さ,■たフィ,,ム の教育的仙i値について
のフ壺等はこの範ちゅぅにはぃる.  dこっ
.｀ では 教育‖勤を事前に周

“

させるため.―
ものとして・ ltllJニ ュースJヵ 'あ る.祥

`内近早の1ヽ中学校 4積の■ 8‐機関 全国のTl

重:協fi墨低,色暦Iililサ葉憲l11
る.自然fl子 と,,物・・ilゃ 研究成果を公表
する「研究報告 |「+報 J「南極資ォЧJ年 も干」
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国●■字眸物■の業■■動

■ ■

●さイtている

以 ■ 国Ⅲ■学 1動Iのス市卜計を■■ |

若十の間電■tあ |た .一 日でt,う と み育
1占Ⅲ よいた ,て●い範凹に二 っているが 国
tの 中■科学や物館として 最も重要 lllし な
けれ まな |な い分野の活動が弱〈 実施しや

すい分野のi舌動が主になっているというJを

]会 ( -1す る.

スに教育 1占動のなかの館 ヽ デ 全 il動 に

ついて ■■諷 I保●されている資
`|を

整理

し 参
`に

l■ Lた い .

1■ 11画 全□

'物
●大会,「書10"

=が
ある

41  ]161■ 6月 つ ,LШ  ケネテイ争議 ll
より Pネ■■■ ,サ ■業Л ―■ として

u● I142■ t,,′ ■■された.日 本‖i

lま □●1+|■物鷹●ヽ 「 メ|力 神|ま

Am■ , o,, SCient●  Filtt、 A、、●●i,―

●oう '■ :し性詞と■| ′,'ll10●
1511分のに」で両国グ)● ■閂

「

峡両

を交換している.交換′)L過 につい

ては●口,青―「日本●■教育峡両の

交換の電退J(|^:|■ t■llt35巻

3 6■ )に掲弐されている

■  今回の■学卒物rと こ
`に '|す
る地

請|.■ 互の述十1円 .liを■にするため

= 昭
l142● 6月 第1=回 全¬■物館

ヽ全(名 占FIの l.「 成●した.II事

="は
ヨ■:111'物 ,|〔″,| ●E

:11ヤ ,物ttil 覧の■●や¬製占

習合■を開いている.

5 館外活動 1 2の 統計
回●●学

'物
||で
'し

よ 5+年間 1昭 f日31年

4月 か
',44■
3'1■ で, ■■施した01外集会

,舌動|ま総計216可 である.

卜「学 専物年の性格から考えて ヽ地した●
事を
~1し

学 |「・ l物 J「 1直勒 |~■ ■「動 i直

地J′,|● 三分けて考えてみることができる.
~地
す . まユ物 日石l■渠会 化石■集合、

tL質

'L学

会等が,ま れる 「動物JIよ |=″).L
物li業会 見工採員会 '1■ 班・

~会 鳴 (■
を聞く会■う・″,11ら れる. ~●物J ま,ithi

物の1■+` 地人 こけ類|ス業会 ,藻抹集
会,がある '■ 111ま 作Ⅲ研究施設 J:場
見学会手があ|デ :,れ る。「動 植 地=|ま 2
っ以 |:力部門を含んだ0■を同時に実施する

もので 自然に親しむ会 大沐記念物を尋ね
る会 植lJと 昆■のl■葉■■会t,上なもの
としてあ |る ことができる.

5■■間に延
'114名
す参|」 している 最

1召 |は2'さ 月よリキ■■を議長たし

て開かれ 司●11月 lロ  
ー
■■●

学肯|″

'グ

)|る ´` |● |を ■
'「

大巨

に報 liし た.各議の内容年 二ついて

,ま  |′コ高「日立1学μ物1首の壮充

撃捐についてJl日立11学 ●物■10司

■|]を |よ | |[オ場載さ,1て tヽ る.

彙京者「内の博物

"と
これに

"す
る地

設が大 司団‖ tて  相■●)遠 |`|■調

を密にし 眸 物 1官亭業のI・1理 に与与

することを目|つ とし
` 
昭和142● 5

月27¬ 設iさ れた.当初つ■■計画

ま 1笞 1内の学●そのイロ■会社育It

■とのユ拮 2'物t坦間の有効な
=

施 3信
='■
つための資卜|のキよ

`「
1■会 ,菫ヤ全の開催 ;:L覧バ

スの利用+つ■■ザ1,7「
`tヽ

る.

F不
'1島

の白A■■■に問十ろ資ト

1動物 '物 古ill岩″ tll,'
の利‖やI存 を]る ため こ =態の

ILt,必要と
`え

られ [′i和 12■■

から日本11島のiな lL● 11■■|を 送

●2'li llに わた ,て謂●するも
',で

ある 42年 度 よ陸 1泄岸 甲
'山

準

を中ビと|る地ll i3年 度は
'J鳥

ら

よび壱上を祠本している.調下の日

首,等に‐つtて は,ii共
~日
本¬島

′)自 然■■

'■
■合11■ についてJ

2,

3,
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□立科学博物館の教育活動

も参加者の多かったのは 磯の十rf● を観察す
る会の165名 で 最低は電気試験所の見学会に
4名 とぃう夕Jがぁる.平均参加者数は44名 で
ある.部門,1の参ヵl人員 1回 の平均参力「者
数は第 1'に示した。この数年は参加人員の
単純集計で″,る 。行事を企画した段階では指

制限してぃることが多いので 無制限に募集
した場合はかなり逮った結果も考えられる.

動物 地学関FTの 行事は定員に達することが
多いが 理工の施設見学会は概して定員にみ
たないことが多い。これは十日に‐

‐
施するこ

と力'多 く 参ヵΠしすらいと,ヽ うこともあろう。
導卜の鴨界 採集地の関係等から募集人員

採集見学地の回数については 第 2図にテ
した。東北 関東、中部、近畿の四地域18都
県にわたってぃる.都 下がもっとも多く つ
いで神奈す1県  千葉県の順になっている。概
して東京から離れるにしたがって回数はすく

なくなる.最も広い地域にわたって実施して
いるのは地学部門であり 採集地が限定され
るので、毎年同一場所を繰返す傾 向にある.

施設見学会の見学先の大多数は東京でしめる.

月別の回数は第 3図に示けた。最も多いの
は 8月 であり 最低は 1月 である.動物、植

平均参加者数

物は5月 が最も多く 6月以降は多少の波はあ
るが次第にすくなくなる.地学は8月 を頂点
として下降をたどる。これに対して、理ェ学
関係の施設 l.学は 6月 から上昇をたどり2月

が最も多い。ただ、 lヶ月間の行事数は毎月
ほぼ一定しており 絆外行事の多い時期には
鮎内行事は,く ないという相互関係がある。
次に比較

"参
加者の多い地学関係採集会と

野葛観察会の参加申込者名簿(39年以降)を整

理してみよう.両者は同じ館外活動でありな
から 参加者の居住地 職業、年今層等に若千

第 1図 参加

2256′、

(248%)

物

]492人

(164%)

(105%)
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回,科学博物館の教育活動

6 あとがき              の目的である科学および技術の範囲は色括的
日立科学博 lJ館の90余年の歴史をぶりかえ  でなければならないし また 中央fl学博 4/7
ると 教育活動には一貫した筋道があったゎ  ■として指導性をもたねばならない。この指
けではなく 紆余山折している。しかし そ  導性のためには 当然網羅 llな標本採集から
れなりに時代の要求に応して 時代に即応し  はしまり 高度の研究水準をlF持する必要が
た活動が実施されてきているともいえる。   あり、国内の同純の博物館に対しては l_範
最lTの一つのir育活・・ lの方向として、文部  的でもなければならない。そのためには 国
大臣に提出された日立fl学博物館振興に関す  内の科学博物

"事
業振興の中核であることも

る会議の報告の中に 博物館自ら行なう教育  必要であろう。昭和42年に設立された「全国
活動の留意■として             科学博物館協議会Jは このような考えを実現
1 博物館にふさわしい観事 実験 実習、 する拠り所として意義のあるものと考えられ
製作等の指導を行なうこと.       る。さらに 日立中央不学ヽ物館としては、
2 自然を知り自然に規しむ野外活動を行  国際的であるということも必要となってくる.
なうこと。               現状では欧米諸国の中央科学博FJ館に比して
3 同好者の活動に分1宜 を供与すること。  まだ著しく立遅れており、同際的な水準にま
4 専円講座を開設し または研究者の養  で高める努力をはらわねばならないし たん
成を援Ittす ること.           に諸外国の模倣受入れのみでなく わが国独
5 科学知識の普及啓発に資する出版活動  自の教育活動をも生み出さねばならないであ
を盛んにすること.           ろう。

などが半げられている。陳
'1資

ヤ1に多少の説
明をつけて観覧させるだけでは教育効果に限
界があり。そこで 教育効果をより高めるた
めには、各種の教育活動が当然必要になって
くる.留意点のとの項目に重点をおさ どの
ように実施するかによって 教育活動のあり
方が具体1,に決定されるであろう.

日立中央科学ヽ物館として 基本的にはど
のような性格の教育活動を実施しなけ″tばな
らないのか ます、fl学おょび技術の普及啓
発に資することを基本的な目的としなければ
ならないとされる.そのためには 普及啓発

「人間は教育されなければならない唯―の

動物であるJと いわれるが、博物館事業に従

事するものとしては  「人間は博物館で教育
されなければならない唯―の動物である」と

いうような夢が 教育活動を通して少しても
実現しないであろうか.

〔附記〕 本文では「展示Jと 「陳列Jの両
語を使用しているが 厳密には区別して使用
していない.両者のIII違 については小山内直子

「いわゆる展ホという用語についてJ Mouse―

ion 4を 参照されたい。 (1169年 3月 記 )

(日立科学博物館執 課係長 )
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天理参考館の教育活動について
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● 天理ギャラリーの教育活動
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大理参考館の教育活動について

を文化的に啓蒙する役割がある.ただ両者に に

' 
天理ギャラリーの教育活動

は本質的な相異があって 社寺の博物館の展   すなわち天理ギャラリーという展示施言伽ま
示品は 夫々歴史的な経緯があって所蔵され  通年 3-4回の展示をおこなっているが 必
ている。これに対して天理参考館の蔵品は   ,天 ■参考館および天理図書瑣|の所蔵品の中
天理教の歴史や教義に関連する資料は全くな  から テーマをlF,て 企画展テすることにな
いのである。(そ うした資料については、天理  ,て ぃる.(つ いでに記すと 天理参考館で
教内のある機関に■いて蒐集保存されており  は所蔵資料 の貸借は一切おこなわない方針
時には■示さ″している)し かし 天理教の海  である.従 ,て大型参考鮨および天理ギャラ
外伝導の面において、伝導者の必須知識であ  リーの L●・ 画 す る lll示 に 1ま 他年 か ら
る該当諸国の民族宗教、生活様式等について  資朴 を信 用 するこ とは 原Hl的にはみら
奇与していることにおいては多少の関連と両  れない)これはまた天理参考館が天理「 という
者の類似性を指摘することが出来るであろう. 交通不便の地方に所在するために、l lttttl方
大理教との関|=に llい て 資卜面とは別に  の人達にも容易に観覧してもらえるようにと
最も深く Hつ重要な役害|は かってキリス  いう配慮から出来上ったものである.
卜教の発展過程に 病院や学技等多くの文化   この天理ギャラリーでは、■物館学でいう
施設を作って 社会事業に多人のリカ績を■し  ところの教育活動の分野として 極めて一般
なから L界的な宗教に大成したのと同様に  0,な方法であるが 毎回の展示ごとに 30貞
天理教もかすかすの文化事業を推 llし て そ  内外の解説書を兼ねた図書を発行 L テーマ
れが11伝導の足かかりとも 宗教のイメーン  に応して選択された講師を外部からもj.・いて
を投ケする機関ともなりつつ発展している   討演と列 h解説をおこなっている。そのはか
そうした大理教の文化■業の大きな一翼を  たの会を組識して随時 見学会、講演会を催
形成する図μl館や病院と併んで 天埋参考館  している。

ここでの問題点は 毎回の展示企画 実行
その意味では キリスト教の病院によって   者は 参考館 図書館の職員が順番で抱当す
キリスト教博愛主義が 宣伝浸透されたこと  るために、オH互の連絡力不 充分になり 全設
〈.ミ ッシヨンスクールによって 自山平等  的に統 のとれない画が出て来ることである.
を基調とするキリスト教精神が 西洋社会に   殊に祝覧者の水準についての認識が、毎ロ
育成されたごとく。大理参考館 は 日本に  の企画者の間で一定していないために 時に
おける民族学 考古学 0物館学 博4加1界  は研究者 専門家 大学院学生以上でないと
の発展に大きく寄与する使命と 司時に夫理  理解出来ない企画民示内容であったり ある
教の文化的発展にあ力する義務が与えられて  時はlFT年流行のいわば趣好者を多く対象とし

と名

'け
られた博物館が存在するのである。

''る
. た企画であったり またある時は初′心者を対

ろう。しかし天理ギャラリーに於ける教育活

動の現 Irは不変である.

-67-

こうした面での活動の1つとしては東京者

`内

  象とした人間的な展示であったりする。
になる大理文化セン′―の中に 天理キャラリ   このF・3題は教育活動についてのみ考えても
一と称する資本+展示iを 設けていることがあ  大変回った、また難かしい事輌を内在してい
げ られ る この天tlギャラリーは 機構の  る.本来 毎回の展示水準に変動が多い場合
■71ら は天理参考館と男1の組織になっている  には 教育活動もそれに伴って 少くとも内
然し実質llに は天理参考館東京分1,のような  答は変化せオJぎ実際の効果はうすいものとな
性質が多分にみられるのである.



天■参考||の教 ll i`罰 =つ
いて

それに 力ヽ■ わヽ1,す  ■覧者数 よ,口 |=|■  ●物■ i'I`)会 Imtt Lの 教育活動はさま
―tし て■て 大きな変動

==■
力ない′,(  で必要ではないL また求むべきもノ)でもな

.ち る.つ ま
'悪
くいえは 何を・ヽ‐ても常|ま   く その意義もlllい ものと思われる.博物

"ネると■う現■
'上
しているので |,ろ  そし  の教育活動の実質的発展 充実は 地ユ社会

てIFt覧者は,,1,1た ような

`動
七日]ネ
`■
,  の福祉と密接に結合した・fli博物■や 国民

たヽ物ヽ 業 llmに も共通してみ1,れ る現象で  てi占発なものでなくて t―■的な方法内●で

=な
かろう力1所 :胃 フアン層が各博十分■に形成さ  よろしいとい ,́た 0な結果にな ,■ 1■ ,た
れて来ているの■はなかろう■.1'論

=i闘
■■  が それ|よ それで十定される観覧オも多いこ

の機関と共催あるいま後掟のような型て提■し  とて
',ろ

う."論これに す夫 711会11,Jの 上し
て,なわれる特号1企 画民は別

=し
てのことで  咬||・~+な,II館の

'に
ついて 七云う」t定

ある.|こ のような観覧者動員の同tイヒの原日の  にた ,ての議である.

ていくのでヽる. 全1七′,文化|1福■■1■ ■■十ろ
`ヽ

立博lJ■

多少の■はあれ司様な傾Ⅲは 東京■大阪■  に l・ いてこそ 必要不口た0も のなので1,る .

の人者1会とその近ナ町こ″る 豪車な■備をも , 天理ギ■ラリーの場合 ま 教育活動 |ま さま

つにたの会活動の類型イLが |ヽ十られよう. さて人部会月,Jの 衰■を博物館 1■けるれ

というべき

"合

のものではあるまい. に11介 され その後収 敲市に仙置されるシス

見高級である.長ホ 1古 は一流の芸術
『
|ておる. 体11参考■グ)観覧 44の ll 最も多いク

■■■グ)会活動の■11イ|■■によ ,て  ある  市
'■

勤の惰性化を11摘 して =し ろ,見 1人青認
線までの観覧詢「員IIま FI保 されると考え1,  ■のべ|=十果にな ,た , ■ ■もとこ戻 ,て
″る_こ れ|よ また企IF民示″)lAl卜に

=で
 あ  ,4饉 イ)教育活動についてせ =の 間tを指

るl_‐l安 ,さ すit:る ことになる. 司|+|=1也   摘 Lてみたい.
面では 1回性的なイヽ両 民示 内容■■J●=   

“' 
寄贈品コーナーの意義

女の合活動に Jヽし て 少くとも会員数の増   人理参
`館

のIt示■ダ]玄門ともtヽ うヽ こ

力「という意ネでの i占 ■化を1[進する●も知  入は左
“

1の場ΠI■ ●贈品コー十一と
“

|る

力ない.し かしそうLた■で
',全
■敗r.||=  展示 すっ'計 十■九ている こグ)コ ー■―|=

極めて形Tl的 な発展と二うべさであ ,て 決  |,々 増力|する奇贈責|:う 十べて■ ■理イ|に
して大の会活動の内容の充実や 実質的発展  必十奇贈

『
,コー十-1-度 ■テして 研覧者

観覧者日定化・7'ま ||の 2つには ll拗館の  テムにな‐ている.
サロン化があげられる。こ′tは 設備の整った   こ″)寄聘 I古 コ ー十 ―の設置は 多少教育活
奇麗で大きな‖物i菖であれまあるだ |こ の lD  勤と闊:=す る上ころがある′,で  今少しi見明
向ま多くみられる.与えようとする

'口

識ま―  を加えてみる.

建築やま備は完全で長羊である.飲食物も館  |レープ|ま 入理教
‐
F教 1雨が信従を案内して来

内で販売されている.これでは llllえ まに
『
,な デ  る場合で1,る  こ力は全体ク,約 4害t,占 めて

イトの場所として利用さ

“

tるのも当然である.   いる.こ のクル ー71ま また寄噂十七してもlt
天理キャラリーも含めて こ/111の 叫物■ ■お   も数が多い.こ れに,Lて ■■贈十である0
1ては,の会,占動以「 ●教育活動は不市である.  イ■

としてま 割■の口的からしても この
グルーブ

'■

■する教育に 最も■‐イトをか■ |「,物年の,1覧年の l・睫化―一人″)会活

)′iばな 1,な いも・・ である。 また布教 ||Jう徊定化  ‖1/7■′)十ロン化の傾Ⅲlは
の‖|か らいえま 入理教に門する丸念や理解このIIの 1物換|こ おいて|よ  ●吉:さ るべき

'ι を,え るとともに 充実した文化活 ll′ )|,象争
=ち
ろうと思う●

=″
,る  0● ,(■ れら,
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■■参考

"の
た育‖罰に,い■

を強めるためには 参
="ま
大変好考「0な   ものに仕上 するための 実質的設備 ■至は

かつ効果的な施設なのである. l「業をおこなうことによ■て 知識の具体的
■■1よ 多(4信者 ,j至 は■布教者を]卒  な附ケといった 形式的な教育信苛をカバー
し■,`●見デIJ来 ると「こんな]oし い 美  してtヽ る√)である.
し1も のが民んでいます ttヽ ,た■■本

「
   
“

)展示品の対象者
ら説岬ま第 2の亭,■■.て  ~■ ■■人を   二うような 観覧を

`数
つ● 4古1以 巨を占

博物館はわれわれの手でつくられているので いる天理教信者層は 手飾によ ,てかなりの
″,ろ J とうヽ「ォ,″し,,71グ)たら,■ ■7)|l1/■ ,官 1社 増 ẗ'み られる.最も多いの ま祭札曰′,前後
イオ|ろ のであるJと t■ ことを最もil「 と  でぁるが ‖召r111年 1月 |= 特,1な ■iL地行
Lて強調し 説Ⅲすることう`第一のLHと し  月間|■ あたり 最高4覧ォ数一日2万人と,ヽ
ているのである. う記録があらわれた

年月の■増品す厖大な数 ■
=す
る計たには   ●・論このことはあらかしめ想定さ′tる 人数

実|=こ うした信ξを中心とした観覧者と参考  で1),た から 2万人イ)4覧者を,口何it亡 民
館の一lt観があるのである ●して 懇望し  、■1寸 を秀■するか。十前に

`慮

した結果
た 0 交渉した末 ■やっと得ること,■来た  ■,,ょ ぅ11ぉ こなうことにな ,た。

そ ,し た理げて非■に多量の寄■ FI I｀ ■る よ4階 七5請にしわられていて し,な 資
イ,す で

'ら
, そのたノお お ,( 寄i曽 1古つ メ|ま この両階に展示さ′tて いる 4階は主

両

"は
■々雑多 ■に,ヽ ろいらなものが祟・   として,,外の民挟・

‐
ボ|が民ヽしれ 5略は主

て■る.|,物‖の■要な業すの一つで,,る 資  に日本およoォ リエン1 中国の
`古
資料が

|ヽ“理 分類にとって 不統 な克+品 〈ら  展べられている。そこ■ 1日 l万人以 Lの観
い面倒な難渋なンロモノ|ま ないので その意  覧者がおしよせた時は 4 1BLtttt資 |1室 tl,
床では多少問題も残るのであるが.し かし観 J― スと5 1utill資ボ1室′」すの 2つのコ ース
覧者とス■参考館と・・ 繁密な―体観を上むIF  に分|すて その

=ち
らがだ すを見てもらうこ

tを 形成する寄崎品であるから ヽ号‖こ寄増  とにした_
コー十 を計||て  その一体観を更に

'=化

す   ■■つ予想 としては 4時 の民族 資料
ると同時 |■   1ヽへの責伝,]動 ともなるよう  J― スよド●i一般

`ヽ

用して 開■とい.て もょ
な処置をこうじているつてある.ま た司時に  いくらい年■に観皇コ1米るコースである.
これは ,贈者、ク,従「札の心をあらわす一つ  ところが 5賠の考古資十日ま 理科学||な IX存

奇贈出ではない″)=あ る 大型参考

"■
■,大 でま 晨ホ総面積の 811

の方法でも″,ろ う. 延 Fと管理の上から夕)理由で十日は■ ]・つ観覧
さて

''物

年にヽ||る 4市 i占動の第一の日|1  祠o(=ぉ こな ,́ていた そんなわけで両ゴー
は 陳
'1品
に聞する

'」

識つ1付与と,ヽ うことう スに特71な■号1を している気持 まt,口 な.つ
t'11[な いが その基礎にはほ物■と性教育 でらるが 館員も,〔意識のうちに 5階力

`十七の密 l―なμl係の

“

片 ■i■●
=十
′tま 古資料の

',が

イ可となく重,な ものという ゃ
知 .|,llう とぃぅこと|ま―吉Fの肛好

`tの
た や特りIな lFでみる ようにな■て,ヽ た″)で

らの |,のにすぎなくを ,て しまうでるろう ちる.従 って恐らく41ビ 1民族資ヤ
'コ
ース

天』!参考■にらいてま 験育舌」の,4礎 || の観覧者から 重要なものを自分i圭に1よ に
な作業である●覧者 ‐■教育者と ■物■と せなが ,た という不満の声|'ち がるらでにな
つ一体■Ht t 他の巨物 官には″,ま り,と らイtな  いかと思われたのである.
てヽ おら力'■物■_と ぃ ,た ょうな ●回な   ところ,い ●蓋をあ :でネると 実際の不
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天理
^■
■の教育i占動について

満 )́声は 5 Fnt t`古 資和,コ ースつ方か |,聞 11,|● 七|.,た理口 tt、 くつも′ヽげ 1,″tる
かれる結果と● ,たのでオ,る .そ れも

~自
分  ので

',る

, そ″■|も ■II参 考
“

のょうな
ど(|■ んなものを,讀こ来たのでよない |と 去 人■■なよし

',"I111で
 t力 もヽ,|プ )|二 1ヽべた

う 人変露円な]|ヽ ■で
“

lか されたのである. ような ■■す日||と 条件を備えた人学|■属
こうぃう不満′1●を″,|た 人達の根拠は 1  ■ l・ ||で ■ 

“

■″)|1型 ||な 方までの教育 i舌
陪 (尺II贅十1'コースの

`グ

)忠想や印■を聞  勤 |お こない難〈 またし美も効泉1,少 ない
t.た か1,■ちろから `古資判とltt●■「と  のである ■■,中 さ = 模索則と

いうべき

′外面||な IH単か |.来ている●てお′,う

しかし■′)こ とを去いか,″J●  I物
"の

であろう■ヽ .

以上私の勤務する人理参考館の■要と特殊

見学者の人部分は もυ,わずらしいも/1を 見  円を■´ヽて 例えよ大■キ■ラリーの如ヽ
たがっているノ)と 同時に■てわかりやすぃも  大部会Π,■の豪華な設備をもった叫物||に あ
のを要求している.従 ,て学芸員の予想とよ  'て ま 多分に

'ロ
ン的傾向が強まつつつあ

全 く逆な答・j出たので ,́る .更に普逝してみ  ‐て 教育活動は,J的 であること。沐し饒
ると学去員が頭の中だけで考えて凛べるもの  覧者はそれに満足してお , 常に相 1心の人

"と 現実の観覧オとの間に展テ品に関する白l象  者があること.従 って 教育活動に所味は期
は・ l成大きなギ i′ ブうヽ市たしているア)で

',る

. イキしイ早, ■1人証■であ .て こそ良 にである
こうした学去員の考え

'iと

一

',■

覧者との  こと ズ理参考■のような 特殊な Hn,と 条
■ |の質||な差・lか なり大ヽ tヽのでまないか  ■をも ,た r/FI大学の大規模な|■属博物

"でとい 1問Eま  ,人 ll参考■に ,ら J・ 他■「し  は 博物|1学 でいうとlろ ′]教育活動は 在
方障物館 =パ

t,て |,Lま しま■■れるところ  来の方法ではイ,い難 〈 |1果 (ま ■ll行 し得ねこ
でttなかろうか。この上下のヽたたり 悴差  とを●べてみた、

で′らろう それについて私のイえをいうな1,  れたので″)ろ ■■ どうも結果百1に |よ云わぎ教

= 
そ′,l-1も わ

=わ
・ヽ1芸員●観覧者ダi所  育活動不要論のような|力を普いてしま ,た

まで

`り

てtヽ く―

`オ
11● |ヽの

`ち
・ て 上ま  ましかしてならない。 し力しそれなりに lll

で登 ,ていこうと

'=観
烹i4■ ■■迎す´ヽき  がしかの,1肛 ■を指摘したつもりでま,る .

t● (す ために教育活動が必要だとい|,れ る 折角編業の ,t`■か
', 
表電の言」述を指示さ

なのである あるいはせい
=い
そのために

' “

 大学剛属のけ物慎|で ″,ろ ll■  人

'り

している笙t覧者に手をかしてやる程1'の も  子との関lTが畜であることは当然である力|
の力ヽ必要なのでまあるまいか. 実は考古 民た子の専

“

課l.は 勿論 ¬i謂史
|" む す び            学 fI● 当大学には設けられていない.従 ,

実際に人理参考館 では  詢上のをヽ共||な,,  てこの分野でも 他の大学lll風博 17J■に1=見
l●ヽでおこなわitて いる講●会 口■による  ■れなt壮珠な円匙がら , ■に大学の授業
¬品平説 見学会 人の会とい .た教育 |■動  との関係にヽでは著しいものが″,る .こ れは
に●んどや ,て いない そ71に は叫師 とし  り1の社会 ti上 ヽてみたいと思 ,て いる
ての形態が完捕 Lな い、人手不足 末■t■資
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財団法人横浜海洋科学博物館の

1  はじめに
2 当館の環境と館内展示物について
3 館外活動
1 はじめに
当館の教育性をお話しするにあたり、簡単

ではあるが当館の沿車とその環境とについて

ご説明しておきたい.

当会|は横浜開港 100年 (昭和33年 )記念事
業の一環として ,,事関係者の熱心なる働き
カヨナにより 神奈

'1県
 横浜市の協力を得て

博物館建設の計画が進められ 昭和36年 1月
15日 「成人の日Jに 開館の運 tlと なった.
当館の意とする設立趣旨は青少年へ健,な
る海事思想の普及を日途としたものである.

ご承知の通り わが国は海に回まれた国であ
り 日本●l島に人間力淮 みついて以来 あら
ゆる IIで海から恩恵を蒙っており、海と切 り

離して わが国民生活は成り
'た
ないであろ

う。ところが口では海国日本を自負している

多くの人々も 実際には海事についての関′しヽ
と知識の低いのが実情である̈ そこで少しで

も多くの人たちに関心をもってもらい あわ
せてlFし い海事知識を身につけてもらいたい

ために当館は設置されたのである。こうした

事情により設立された関係上 その活動方針
は自かられ事思想の普及に重点が置かれたわ

けである。

これ力ら その趣旨に沿つて行なってきた
It方の一小博物館のささやかな活動を、館内

展示と館外活動との二項目に分けて概観して

みたい。しかしながら この活動は必すしも
順調になされているわけではなく つまづき
ながら展開しているものであり そこには小
陣物館のなし得る限界のあることを付記 _・て

4 「博物館しんぶんJの発行
5  おゎりに

おきたい。

2 当館の環境と館内展示物について
当館の立地は横浜港の中心 |1下公国の地
続きに建設された1∞ mの展望塔(通称マリン

タワー)の 3階に位置している。
ここからは瞑下に、世界貿易の窓国である

港、瞬時も休むことなく活動をitけ る大J、さ

まざまな船舶を一望のもとに見渡すことがで

きる。こうした観光地的な色彩の強い場所に

営利を主目的とする施設と同居し、当館は社

会教育を旗印にかかけ 公益性を維持すべき
努力をはらってしヽる:しかしながら、その観客層

となると、物見的な色彩の強ぃことは否定でき

ない。開館ll来 8年間に約500万人もの入館者

を数えているのであるが、その何十%が当館
への人館を主目的とした人数なのか不明であ

る.(展望塔へ昇る券と構物館入館券とが共
通になっているから)、 けかしながら最近、当館

のみの人館者が除々ではあるがのびている事

実をみるにつけ、当館を主日的とする客層が

増えつつあることも否定できない。

さて、その性格上 当館の展ボ資料は国宝
もなければ 重要劇 ヒ財的なものは一切ない。
実物資llか らかけ離れた模型資llが主体とな

っている.当館の展示の基本的な考えは 前
に述べたように青少年を対象にしたわけであ

るから それらに理解してもらえそうなもの
に中,さを置いた。ところが海洋という言葉は

無限の広がりをもっているので、これら全般

を網羅し 展示することは 1,00011た らすの
展示面積では不可能なことであり 欲張って

教育活動について

山丸 晴 久
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横浜海洋科学博物館の教育活動について

あれもこれもと民示しょうとするならば必然的

に断I BIな 展示に陥 ,て しまう。そこで白か

らテーマを枝り ■定した事柄を展テせざる
をえないのである力' この選り0ま実に囚推な
作業である.こ うしたことから当館の方針と
してま 極力専門||な事項を避 }る とともに
横浜という地域日とを考慮した.その に「海
半科学時物館Jと いう言葉はあまりにも広が
りすぎるプ)で  '海洋産業通イ舗 物館Jと い
うような意味に解瑠てし 展示の中心を研前自
航||、 造船 港湾 水産、漁業等いずれもわ

'わ
れの日常

`■
活に直接結■つさそうなものに

設った。現実にF■示してみると それでもな
お 貫性に欠けた断|1的 なものになったさら
いがある.

また展示資料の大半は模■でぁるのでなるベ

く実質感を出すため 証でも手に触れて 勁
かすことのできるボタン式の電動模型にして

いるがしかしこれらはあくまでも模型のため

実質感を出しにくい.そ こでこれを補足する
意味から請童では日皓をきら海芋映画を放|●

し 少しでも正しく認識してもらうよう考慮
している.

3. 館外活動

に, 友の会活動

当館では開館してまもなく ,浜海洋科学
F_物

"(略
私YMSM)人 の会を結成した.

これは当館の教育活動で最 も重点を置くべき

事柄であり 肯少年を対象に少しても多
く・・

"事
知識を身につけてもらいたいための

もつであった.会責は 1年間150円 (当初は
100円 )であり その時点として
■)年月発行の「博物館した,ん Jを 1(十
で配布する。

● 当鮨で催す講汽会ゃ ,1学会へ優先的|二
参 llで きる.

3)いつでも博物
"を
無料て入■できる.

なとである.■ の会 結成 以来 約 1,000名
が大会けており そのうち現在まで訂X続して

会費を納めている者は約200名 いる。そのなか

には小学生のとさ大会したものが大学生また

(ま社会人とを ,て もなお継続するという熱心

な会員もいる.

当初から数年間 ま毎月 1回 海事■画会
話しの会 ●■関係施設の見学会竿をフロク
ラユ、に

“

はみ 多くの成果をあげた。 ところが
その後学去員の減少等により その活動範囲
がせ ずめ 1,れ たことは否定できない.それに
よって会長も減少していった。しかし退会し

た子供たI・ も数年をilた現オ たくまし〈成
長し、ほl●■ヽ訪わてくるのを見るにつけ

このi占莉つヨ),し て無駄にな ,ていなか ,た
ことを痛感する。

女の会設立初期は入会者を少年少女に日(t
していた, これらの会貝が成長してもなお
‖1続 しているので l・ に年令にこだわらすに

受けイ寸けている.それだ +1年令■の広力'リ
からくる対象ばけの傾向があることも否定で

きない。そこで 「1年から丸1人全員には 1■

11に 一II 壮,1の ヵリキJラ ニ、を作成し そ
れに従 ,́て訪義なら●にl.学 会を催してきた。

小人数のクループなのでまたまりつ'よ ( ■
■までかなりの成果

=■
}る ことができた.

そのカリキュラムの内容はなるべく海の事が家

庭と結び付〈ようなテーマを達んだ.た とえ
よl`年 3カ 月に三, ■111の :二 ■ ェ ア製
件講習会を行なったが これなどはボー ,レ紙
など安価な十オトにより 家庭で楽しみながら
作製できるわけであり 出来上ったものは飾

'物
にすることもできるわけである.しかし

これ|よ単 ■ミニ■´アを■る楽しみのみに

終わることでなく 件ウ
=す
ら1合の相書|を理,

さ■・ る■に役に
'っ
て,ヽ るグ)である. こうし

た方法によ1海■11識 を,I付けてもら ,た
i婦たちがそ″tぞれの家庭で 停物館の利用
の仕方というものを話題|■ の,Iらせてくれる

ならぎ 家IF全員つ十1物年の活動をII,う ろ
ことであろう。こうした活動を通して 大ス
ヘ旺物11と いう場を、も ,と もっと身近かな

- 72 -



世浜|=洋科学■物館の教育活 71に つぃて

II]ii::;[:i!lillf:′
:  
のit青モil;「 [た‖:1昌麗I[[言[
| ][|[lil[ilili[|]::f
l彗‖』堆11離マ「プ麟ぷポキ|、
す11も

"1水

呈2¨oト ン)天 皇陛下が葉山で
■物採姜をなさるときl●用される巡祝■ 'は

淋lilit[11,裾[厭「爆融`
人たちを栞

“

きt延ltの実おを見学してもら

:1[Fttlil苦 II、 :ち基:」得撃111:いるし またそぅぁ ,て欲しぃ。しかし
'1771官

は,ォのぉではなく らくまこ  :FI』ぜξfi彗』:禁 ifl:膚II:.
llifi::l:Ii[li″[]::: [ilill「][[|:::11:][た
営11:II:ま島11[lil,F:i:11・
■の啓発に し■■+て ,、 る。 4 「博物館しん0そん」の発行
■ 豪■■埼合の1合 |.l,こ学会と東京,4内 |■■

.庫】[|:看撃讐ξ募[=奄〕:=重1.1日 L
それぞれ20～ 30人 くらい′)少人数で ,́る か
これは,|`でぁる以 ヒ ■伸Jに 迷惑をか|十 な
いたうにはぃたしかたない.最iiではィキリ
ス オラン, ノルウェー スゥ=―テン等のは慇‐せ_…=れら獅 i ttt!IrT,Fi:[≒ 1笠いずれもその国を代表する船であり そぅ同 た配布tき の,LJから教lrに 使用してぃる旨

jtttilillll,lili11主
:ii

り これらのこと|ま 外からな力・ ただ|十ではゎか
らないことでぁって実際に,合内を見学すること
によ0その設備のよさを初めて■7できるの ることにより 存々その方面で名声を,自 して
]::rTl¥i軍言増り:1,「

いる韓を知ヽょろコ_、ことでぁこ
- 73 -



' 
おわりに

これまで きさやつ`な当11の 1占動
'概
観し

てきたが これらの事11こ ついては今iた ちt
イすいたしたい。しかしこれてヽ 街足してよいも

71で
1ま なく 現在 i●■図書の収業に力をそ
そいているが '丘 い

'手

+ iti資料と共 ]
図書資利を備え一般 l見ていたださたいと●

えている.

なお これまでに 力十′のヴァン′―バ

ー日専物館より 交 Ftを  |し 込ま″しているが

|=|■ |:■ fl■■111“
'■
市活■に''い て

曜聾ぷ鼻温1缶 (高■たち― )

これなどとも交流しよ,一層発
「
“

したく考

える また 外L■ から多数の注事関係の問合
わせを■ |て いる力' これ■に■し―々答え
ることが
=き
ないてtる .そ こで|工■■関連

した機関七十分連絡を11, 答えることがで
きるような情報センターの役割りも呆たした

い 今後こうした面での充実をはかりたいも
のと念願しているしだいである

(財団法人横浜,●洋●学

"物
館 学業員 |
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博 物館 学 講座 概 要

博物館学講座について

日本

“

物館といわれているものは、美術

館 郷■館、記念館 民芸館のようなもの ヽ
ほかに 自然を対象とする動植物園、天文館、
科学館 電気館 水族館のようなものまで
ひろく包含される。これらは 学校教育に対
する社会教育施設であって 公民館、図書館
と共に社会教育を行う場として認められてい

る。そして 法律はそこに専従する教育者を
学去員と呼び 学芸員の在勤しない施設は博
物館法によって公認せられないことになって

,ヽ る.

こんなにして 博物館構成要員として大切
な意味を持っている学芸員の養戌は 各大学
に現在委託されていて 本学もその一である.
学ま員は 社会教育者として その博物館の
通常 資料のI●集 保管 民示と その博物
館を場としての教育活動を行うのが使命であ

り 身分は 社会教育者として 学校教育者
(教員)と 司しく扱われる.

現在日本に存在する国の認定を受けた時物

"は
約350 ,物 Pi法の認定はまだ受けてい
ないが 類似の活動をしている施設はその他
に約800ほ どある。この数は 人口比,1に お
いて世界の文ワj国 中最も少い方に属し しつ
は今後に残された問題が多い。しかし 回は
この種の十業育成には極めて熱心で、学校教

育のIr興 とならんで社会教育を盛んにするこ

とにより、日本の文化度をたかわようとして

,ヽ る.

このとき 最も要望されるのは、正しい教
育を受けた学芸員の、教育活動である.学芸
員は 面研究職として その館に関壇する人
文および自然の研究と 同時に教育活動の技
術のlll究を行うと共に  面教育者として社

会教育の実務を■当するのである。そして

さらに資料を収集 17存 N示する任務を持
つて 博物 官の実際活動の大部分を拉当する
要員である。しかし 日本では学去員の制度
の歴史も浅く 要望されながらも学芸員のな
いために 国の指定を受けられない施設も少
くない。|ヽわば 学芸員の前途はひろく 期
待されることの多い職分であると言える.

学芸員コースは国の法律によって その履修
学科日と単位数の最低が決められている.

本学では専ら入文科学系の博物年に必要な

学芸員を養成しているが、そのため別表の如

さ基礎的な諸学科と博物館学関係の学科を履

1多するように定められている。

実習はその実務習熟と復原 模型等の技法
を授けるためのものである.特に本学に1/て

は 学芸員として現地赴lTの直時から、具体
的な実務を完全に遂行できるよう 実際的な
力識と技術を与えるのを日標として,力 して
いる.こ の方針は、高〈評価されていて 事
実上今までの事業71は そのために、赴任の翌

日から学芸員としての実際活動に従事して成

果をあげている。日本では古くから博物館と

言えば 珍奇な古物を展示する単なる施設と
誤解される傾向があったが、近代博物館とは

社会教育の機関であり 学芸員とは研究者で
あると同時に 教育者であることが要求され
ているのである この意味において、新らし
い時代感覚を持 った 新時代の社会教育の担
当者としての学去員が一人でも多く出て 活
動することが期待されるのである.

なお 本講座は最低 2ヶ年以上に継続して
受講しなければならない。従って 4年生の新

札受講は認められない。

次藤カロ 有
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昭和431:崚 |1物館学市座■諸手
続き及びえ綱

I は
'′

手it lに ,、 、■

■■ll,夕)● 11■■1■ ょ ,211
■″)|=[ぅ こ「卓1■ 11■湾■■:|■
′]Ч■に■,■ IH■ 言1べ | 口,T~ヵ
■議■11¥2,0111● 合計訳に納入L
て =の 用を増tさ ltた期日に履修
月七ともに業務課へ提口しなけ′Jr
な |,な い.

■浩 |つ注意

11 淳物|,■● I 12年■円乱|夕 ,■市者
=Ⅲ● 51iヽ lLさ Iる 日:勺 |ll賞■計見学に

1国 1lH:■¬「し ,I 卜を提11ら 二七
21 与″,1■古H11■■円計,「 ま,直 ■け
イカけにおする11つ 1ビ

=■
,■十17+ 働t=

展i 分、1 日
" 
敦市|ェ動等に祀十る

|(■ ,)11学が,ま ,t= 実施スヶ,,一 ,I
ます人!百′)と l.|

●L そ′,,■ |二回,:IT, 1日 11■■IIす
lt(■ よt.

■ 障物年■習IT 11年■用計,1■読十を
に11 第 1■人イ|■ ■で1「 与物11,ITに
合ヽしなけ2t■な 1,な |, ||“千口■,■● 2
■■ 111
1]L‖召「「43`11■ 1 11■ ま特例を.・■
1 1,l●●賞習lI 14 41"(ITH議 |を ,証する
に1よ  ■ 1年■′)||^[直物

"`た

習グ,■■

資 |「青■|ォ十「性|(¥21111 =会 言課
に詢人 t´ 業務+ヽ●tの履1,テ tさ tt
ilれ ||な らない.
lHI Iィ和●3■●

「
ll●,■●II J比 ,|,Ⅲ

■■地兄■当■,■
■ l   JI  地ち厚物

"[力
¬
=、

ェ′,

遭営■●資111て 彙 ■■.
晨示 ●

“

 ュ ャ刊i
ll■ ■ i‖コ

=に
関|

る実

'う '↓
学15■を,る .

: ■■■ :1  第 11 1召 r「11■ F「 21

|`|1学  ●1"昔学実■■ |
11ヽ■ 7月

“

コ|ヨ

第 2回 昭和11年 8■ 27
日1■ -8,,|1日 |■

■ 3口  Fl不口13年
' 124

コIⅢ -11月 2F日 嘔|
31 参

"「

義 ■   「陣|●■,:`II_五 11キ
●■1■
=,■
する二七

11 成果報■「 ,ち ょ し■―卜■|
31 見学t■ ,ビ :|
第 1口  lt■ 1亡 ||すⅢ嗜施設 =riH
F■ 21 HI■  午前|||111■葉合

高lit"11“1 飛]1民

`嗜
 Jヽ■J分十  日下

部民前  ■山囁連キ
高山障I!ホ 1高 1山 |

7月 24口 ¨ 宮口市立瑯上十1助■ 吉
J美術11 富山民■館
|●沢:首 |

7月 21ョ |1 石 ■ェ術■ ■ 1県 ,F
上資十111 成■月 中11
■ llt 兄 ‖■■十
小●■●,「上,勒

" 
」;

谷十,i旨  川■市ょ「|ロ

=●
 ■F+参 1旨  1信

■1泊 |

F月 26曰 白 福■lit llilll力愴| 、,
+「 1,IttF史 || ■■
県●同鳥ヽ‖1記 を1首

■●I・キ計■|モ要
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午後500福キ駅解散

第 2回 東北地方
"物
官施設 3,自 4日

8月 27日 ω 午前900米 lll駅集合
■l多神社希照段 米沢市
立呼物 自

蟹‖洞博1/IFI 山形美

術博物館 山形大学付属
郷土博物館 山守参詣(天

童,自 )

8月 28日 lll 本間美術館 政道旺物館
(1■内泊)

8月 29日 内 秋 口市美術饉 Tl口 県美
術館 秋田大学鉱業け物
館 Tl 経済大学雪国民
俗館 (fl田泊)

8月 30日 0 秋ュ城鋼 資料収蔵庫
奈良家 日家民 l・ 1資料 八
PI・潟れ具収蔵庫 午後5
00釈回解散

第 3回 関西地方厚物館施設 3泊 4日
9月 24日 (力 午前900 京都駅集合

京都市美初嶺官 京都回立
博物館 京都府立資料館
li荷大社参拝 (京都泊)

9月 25日 tl 天理大学付属天理参考館
石上神官参

「

 平成宮
坦[及び資fI保イ館 大和
文華館 春日入社参拝及
び宝物館 (奈良泊)

9月 26日 l■ 大阪市立博物館 大阪市
立自然科学博物館 (岡山拍)

泊 )

9月 27日 0 大原美初嶺1 合敷考古館
倉敷民芸館 林 原美術

館 岡山民俗館 午後5
00 同口駅解散

6)引 卒 者  第 1回―第 3回の各回専
任:H当者 (加藤有次証師)

及び教員 (助手)職員

(考古学資料展示室 実習 )
(ll)昭和43年度「博物館実習IJ部内■物
館実地見学指導要項

1)目   的  東京都内博物館における
資料収集 保管 展ホ
分類目録及び教育活動

学術研究等に関する実務

見学をしそれを指導する。

4)

2)

3)

参力1義務及び回数

博物館資料収集 保管
展示法 (下津谷講師 )

博物館資ll分類 日録法

(丸子講師 )

博物館実習 I(教育活動 )
(加藤護II)

以上の履修者で 5回実施中 l回

強制参加のこと

引 卒 者  II当教員及び助手 教
務課員 (各 1名 )

見学先及び日不皐

第 1回  6月 18日 (日 )
見学先 交通時物館 (千代口区神田須

回
"丁

1-25T E L 251-8481)

ブリンストン美術館 (中央区

示橋 1-lTEL 561-6317
5315)

集合地 国電 秋葉原駅西口広場 (青
果市場lll)午前10時
「交通博」より都電「須Ц町

駅Jよ り①番品川行 又は⑩
番銀F■行「通り三丁目J(東
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0物館学議座概要

京駅人重洲日前 )下卓

解散  プリンストン美綱強育 午後 3
時

第 2回  9月 17日 (日 )
見学先 日立自然教育国 (東京都港区

芝白/1台町 2丁 目

T E L441-7176)

根津美術館 (港区青山南町 6

-115  1EL 400-2536)

集合地 ■l立自然教育園前 (国電 日
黒駅より従歩10分 )午 肯ヽ10時
[根津美Jは渋谷駅より都電
1新橋J行 又はバスは [束

京駅人重洲口J行来卓  「高
樹町J下車

解 散 根津美術館 |・後 3峙
第 3回  10月 15H(H)
見学先 サントリー美1時館 (■代口区

丸ノl11 10 TEL 211-
6986-7 )

科学技術館 (T代田区|しの九

公団 2-1「 E L 212-8471)
集合地 サントリー美術館前 (東京 lF

北口より徒歩約 7分 )1●前10時

ll学技術館へはパス又は徒歩

lll 散 「ヽ学技術館 午後 3時
第 4回  11月 12日

''見学先 通信総合博物館 (千代田区大
手田 2 1-4 TEL

270-3841)

山種美 |」館 (中央区日本橋兜

‖丁2-30  TE1 669-
4056  3211)

集合地 通信総合博物館前 (東京駅北
日より徒歩約10分 または地
下鉄「大手田駅J下車すぐ)
午前10時

山種美術館へは都電「月島 i

行にて 1兜町J下車
解 散 山種美術館 |・後 3時

第 5回  12月 10日 (日 )

見学先 日立rl学F_物館 (台東区上野
公同内 TEL 822-0111)
日立西lTttlll館 (台東区上野

公・ltt TEL 828-5131-5)
集合地 日立が学博物館前 午前10時
解 散 コ立西洋美術館前 午後 3時

5)成果報告の方法 レポー ト提出
(Ⅳ )陣 FIP官学許座教科及び担当教員 (昭和
48年度 )

A  必修科日

博4劾青_ll論 樋日清之教授

加藤有次読1市

博物館資料収葉保管法 下津谷達男講師
陣ll錆資料展示法   下津谷達男講IT
博物館資料分類日録法 丸子 亘講師
旺物館実習 I     加藤有次講師
博物

"実
習II     加藤有茨講lT

教育原理       大田 卓教授
他 6名

社会教育概論

社会社聴覚教育

B  ,EIFtr}目

文化■

日本文化奥

文化人類学

美術史

日本美術史

有職故実

考古学

堀恒―郎助教授

冨m竹二郎教授

桑日忠規教授

樋口清之教授

谷 信一講師
鈴木敬■教授

考占学概論     大場磐雄教授
考古学特殊講義   樋日清之教授
民俗学        石上 堅講師

'1=キ
汁文講師

―
―
，１
１
‥
‥
‥
ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
肛
巳
Ｌ
Ｅ
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考苦学資料室の歩み

本菫 ま昭F13'1月  当1+学生
=ら
.t粒

口ri2.Iす ,す茶■県における克業
=古
学資料

●J]10に を日学院大学 ■寄附 t h睛 長共郎
氏から諫,リ ケース

"入
費として 当時●501
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本学における博物館学紀要は、講座開講以

来、予てより発刊の希望をもっていたが、予算

の問題で実現に至らなかった。それがこの度

漸 く大学当局の博物館学への深い御理解を賜

わり、博物館学紀要公刊の運びとなり、こ
ヽ

に第一輯を斯界に送ることが出来た。

第一輯は、特に博物館における教育活動の

分野に重点をおき、その特集 としたが、先づ

現場で活動 している院友諸先生に御寄稿を依

頼した次第である。

日頃博物館業務に御多端の折柄、予定通 り

の原稿を頂載することは出来なかったが、中

でも快よくお]|き うけ頂き、早速玉稿をお寄

せ下さった諸先生方に御礼申し Lげる次第で

ある。

先づ総論的な論文 として、昭和42年度棚橋

賞を受賞された群馬県立博物館々長池田先生

に社会教育 との関連を述べて頂き、下津谷先

生から博物館の教育論を、冨田先生から教育

学の御専門の立場から視聴覚教育と民俗館を

さらに近代博物館の発達史の中から教育性を

追った拙稿を収めて、博物館における教育的

性格をまとめた。

各論的なものとして、長年博物館業務及び

言己

御研究に実績をあげられている関係から、国

立博物館の性格 として、特に京都博物館の場

合を景山先生にお願いし、科学博物館では特

にその教育活動で研鑽をつまれ、昭千ぼ40年度

棚橋賞を受賞された推名先生に、また人文博

物館 として特質のある天理参考館の近江先生

に、最後に横浜海洋科学博物館の活動分野を

九山氏に御紹介願った。この掲載順位につい

ては、樋口教授の御意見を賜わり、内容から

総論的なものと各論的なものとして、前半と

後半に分類したため、その掲載順位に欠礼を

重ねたり、一部の先生方には早 くから玉稿を

賜わりながら、大学の都合により大変公刊が

おくれた点など、編集子 として厚 くお詫び申

し上げたい。

これに 31き つ ヾき次号 も続けて公刊の運び

となっているため、斯界で卿活躍の院友諸先

生の日頃の御研究の成果を御寄稿賜わりたい

次第である。

尚この編集から校正まで全面的に御協力下

さった院友山崎淳子氏 (日 博協 )に お礼申し

上げる。 (力‖藤言己)
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火葬は釈迦入滅の後、茶IIIに したことから広く仏教徒の間にこの風習力‖云わり、我が国では
「続日本紀」によると文武天皇 4年 3月僧道照の没した条に「弟子等奉_遺教_火 _葬於栗原寺_
天下火葬従レ此而始也」とあるのが文献上初見するものである。骨蔵器の出土品では壬申将軍文

蒲麻呂骨壺など有名なもので、材質は硝子製 。金鋼製・石製などあるが、多くは陶製のもので

ある。それには須恵器質や土師器質のもので、中には中国伝来とみる青自磁器を転用されたも
のもある。骨蔵器は本来その目的をもって製作されたものと招り鉢等他の用器を転用したもの

もある。表紙写真の骨蔵器は黒色をおびた須恵質で、初めから骨容器として調製したものであ

る。この種のものは同遺跡から単なる凸帯を三本有するものも出土しているが、これは器体に
二本の凸帯をもち、その下段の凸帝には小子Lが多数あけられている。大きさは 高さ35cm・ 口
径21cm・ 底径13 5cmを 計測し、他に収蔵するものと共にいずれも蓮幸文および逆蓮華文を箆描
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